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まえがき

　卒業生デザイン集は、千葉大学工学部工業意匠学科・デザイン工学科、工業短期大学部工業意匠学科卒業生が行った

デザインの数々を収録したものです。

　千葉大学工学部工業意匠学科は、我が国で最初に、本格的にデザイン教育を行う目的で 1921（大正 10）年に創立さ

れた東京高等工芸学校を母体として、1949（昭和 24）年、新制千葉大学に設置されました。以来、日本の有数の企業や

国際的な企業で活躍する人材を、またデザイン教育やデザイン行政にたずさわる有能な人材を輩出してきました。

　この卒業生デザイン集は、1953 年（１回生）からの卒業生およびデザイン学科教員のデザイン業績を収録しています。

戦後から今日まで、学科卒業生が果たしてきた社会的役割の大きさがお分かりいただけると思います。また、これらの

業績は千葉大学が行ってきたデザイン教育の成果であり、学科の存在意義を示すものでもあります。

このデザイン集が、デザイン学生の方々にはデザイン意欲をかきたてる刺激になることを、また受験生の方々には、

デザインの素晴らしさを知ることで受験のきっかけになることを願っています。

　なお、このデザイン集は、「卒業生デザイン集 WEB 版」として、千葉大学工学部デザイン学科ホームページでご覧い

ただけます。

2013 年 10 月 10 日

千葉大学工学部工業意匠系同窓会



刊行によせて

千葉大学のデザイン教育──工業意匠学科から未来へ

森　仁史

　現在の千葉大学工学部デザイン学科の直接の前身は工業意匠学科と名付けられ、1951 年 4 月に設置されている。同学

部は 1949 年全国に新制大学が生まれたときには、千葉大学工芸学部であったのだが、これには 1921 年創設された東京

高等工芸学校という前身校があった。同校は 1945 年に松戸に移転していたのだが、当初は単独のデザイン大学を目指

した。この中に山口正城がいた。今日の用語法とは異なり、「工芸」は 1960 年代までほぼデザインと同義語だった。戦

前には、日本政府が期待する輸出振興や固有色を発揮させるデザイン指導者がこの学校で養成され、全国各地の工業試

験場、実業学校で手腕をふるっていたのだった。

　これを機能主義デザインへ大きく方向転換させたのが小池新二（その後、九州芸術工科大学初代学長）であり、その

遺産は今「小池文庫」として千葉大学附属図書館に所蔵されている。小池がＣ．イームズも学んだクランブルック・ア

カデミーから 1956 年スカウトしたのが吉岡道隆であった。

　彼らのもとから、日本の戦後デザインを担う第一世代が育っていった。同時期にデザイン教育が行われていたのは東

京教育大学教育学部芸術学科（1949）のみで、他の東京芸術大学工芸科工芸計画専攻（1951）、多摩美術大学図案科（1952）、

武蔵野美術大学産業デザイン科（1962）と較べてはるかに組織的で、やがて来るインダストリアル・デザインの時代趨

勢に先駆けていたことは間違いない。

　実際に、小池が企図したように、この学科からは工業デザインの分野に有能な才能を輩出している。 その後の興隆

は本作品集が雄弁に物語っている。また、他の美術大学がグラフィックを主要な分野とすることとも対照的であった。

前者は日本のものづくりの能力の開発に連なる仕事であり、同時にそれをグローバルな基準で発揮させるという隘路を



くぐり抜ける困難な企てである。他方、後者は商業宣伝が主体であるために、その評価は目前の商業的成功に左右され

やすく、息の長いデザイン力を培いにくい土壌を産んでいる。

　本作品集のページを追えば、黒木靖夫（1957 卒）らによるウォークマン（1979）のように、一製品としての成功よりも、

それが形づくるライフスタイルにまで影響を及ぼすデザインこそが戦後の工業意匠学科が目指してきたものだったこと

が分かる。そのための基礎や人材育成への環境がこの大学に醸成されたことは誇ってよいことだろう。アジア諸国の追

い上げに追われる現在にこそ、かつての日本デザインの成功の基に今一度思いを致すべきだと思わないではいられない。

（金沢美術工芸大学　柳宗理記念デザイン研究所所長）
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菊地　禮	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

菊地　禮 
KIKUCHI	 Rei 

北海道庁立函館中学校卒業	 

国立東京高等工業専門学校 

電気通信学科を経て千葉大学入学	 

大学１回生（53.3卒）	 

	 

53.4	 松下電器産業株式会社（現パ　　	 

ナソニック株式会社）入社	 

71.5	 電化事業本部デザインセンタ	 

　　	 ー所長	 

84.2	 松下住設機器株式会社常務取 

	 	 	 	 	 締役事業開発推進部長	 

86.8	 同社取締役経営企画室長	 

90.5	 松下電器株式会社退職　客員	 

90.7～94.12	 (財)国際デザイン交	 

　　	 流協会常務理事事務局長	 

93.～95.7	 千葉大学工学部非常勤	 

　　	 講師	 

1971.6	 MITへ短期留学	 

	 	 	 　「Systems	 Building	 and	 	 

	 	 	 　Industrialization	 in	 the	 	 

　　	 United	 States」研究	 

・社会的活動	 

1968　　通商産業省日本工業規格（JIS）	 

　　　	 	 流し台検討委員	 

1973　　建設省住宅設備ユニット研究委員	 

1991.5　九州通商産業局商工部九州地域デ	 

　　　	 	 ザインビジョン検討委員会委員	 

1991.12	 通商産業省輸出検査およびデザイ	 

　　　	 	 ン奨励審議会委員	 

	 

・講演	

1972.10（財)大阪デザインセンター主催	 

	 	 	 	 	 	 	 	 工業デザインコース「住宅設備機	 

	 	 	 	 	 	 	 	 器論」講師	 

1983.5	 （社)	 日本能率協会	 生活者研究シ 

	 	 	 	 	 	 	 	 ンポジューム	 ｢松下電器産業にお 

	 	 	 	 	 	 	 	 けるデザイン戦略｣講師	 

1992.1	 	 北九州市商工部主催シンポジュー 

	 	 	 	 	 	 	 	 ム「製品計画とデザイン・新たな 

	 	 	 	 	 	 	 	 る事業展開をめざして」講師	 

1992.2	 	 函館市商工部主催「平成3年度函 

	 	 	 	 	 	 	 	 館地域デザインおこしセミナー」 

　　　　講師	 

1993.2	 	 マレーシアクアラルンプール市で 

	 	 	 	 	 	 	 	 開催の「日本デザイン展」で講演	 

1995.8	  台湾手工業研究所　 「地域活性化と	

　　　　　  設計」 プロジェクトに千葉大学 宮崎	

　　　　　　清教授とともに参画、以後３年間に	

　　　　　　５回、台湾各地で講演と指導を行う	

	 

・著作・受賞	 

1959.1	 	 毎日新聞社主催第7回新日本工業 

	 	 	 	 	 	 	 	 デザインスポンサー賞	 

1963.10	 オーム社	 雑誌	 OHM「家庭電化機 

	 	 	 	 	 	 	 	 器の人間工学的な考え方」執筆	 

1980.7	 	 ダイヤモンド社刊	 「経営実務大 

	 	 	 	 	 	 	 	 百科全3巻」商品開発の項執筆	 

1991.3	 	 日刊工業新聞社刊	 「ヒューマン	 

　　　　ザインの視点」	 

1994　　日本デザイン学会誌	 「インダス 

	 	 	 	 	 	 	 	 トリアルデザイン再考」寄稿	 

1999.7	 	 朝倉書店	 新デザインハンドブッ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ク	 「地域社会のデザインマネジ	 

　　　　メント」の項　千葉大学	 宮崎清 

　　　　教授と共同執筆	 

	 

・ Ｇマーク選定　130件、部門大賞３回	

　　　　　  電気炊飯器  SR-18 、 電気掃除機	

 　　　　　 MC-3、キッチンシステムN型、電気	

　　　　　  ストーブ、ガスストーブ、電子レンジ	

　　　　　  等Ｇマーク選定受賞Ｇマークほか	

・ 工業所有権・特許・実用新案・意匠権登録	

　　　　　 多数	

１／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

自動アイロン	 1953	 

あんか	 1953	 ガスストーブ	 1957	 電気ストーブ	 1958	 

電気ストーブ	 1961	 

中間スイッチ	 1963	 噴流式洗濯機	 1957	 絞り機付洗濯機	 1958	 

２／４	菊地　禮	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

コード脱着式電気自動炊飯器	 1968	 ガス自動炊飯器	 1970	 
魚焼き機付きガス 
テーブル	 1967	 

自動ポップアップトースター	 1967	 
ガスコンロ組み込み
流し台	 1966	 

電気ポット	 1960	 電気コーヒーサイフォン	 1960	 小型ミキサー	 1963	 共作	 

ガスストーブ	 1966	 共作	 

３／４	菊地　禮	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「ヒューマンデザインの視点（アングル）」	

1991.3.25発行	 B6版	 216ページ	 

発行：にっかん書房	 

発売：日刊工業新聞社	 

定価：1200円	 

	 

主な内容	 

第１章	 	 デザインはひらがな文化	 

	 	 	 	 	 	 	 	 [日本的デザインの特質]	 

第２章	 	 ヒューマンデザインの視点	

第３章　デザイン 

	 	 	 	 	 	 	 	 [昨日・今日・明日]	 

第４章　デザインマネジメントはトップ 

	 	 	 	 	 	 	 	 マネジメント 

	 	 	 	 	 	 	 	 [経営ツールとしてのデザイン]	

第５章　デザイナーの能力を引き出す 

	 	 	 	 	 	 	 	 [デザイナーの特質]	 

第６章　世界の中の日本初デザイン 

	 	 	 	 	 	 	 	 [激動する時代]	 

電子レンジ	 1974	 

晴見の住宅設備展会場へのキッチンユ
ニットの搬出	 1973	 

キッチンユニットの研究	 1973	 

サニタリーユニットの研究	 1973	 

電気掃除機	 1967	 

４／４	菊地　禮	 
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渡辺　優	 	 １／２	

渡辺　優	 
WATANABE	 Yu	 

東京都立豊多摩高等学校	 

大学1回生（53.3卒）	 

	 

62～	 　渡辺優デザイン事務所	 

86～89	 日本インテリアデザイナー	 

	 	 	 	 	 	 	 協会理事長	 

87～00	 千葉工業大学教授	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

キッズ	 ラビットチェア	 2008	 

キッズ	 ソファ	 2008	 

■	 2000年以降にデザインした家具（メーカー：広松木工）	 
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渡辺　優	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

オーバル	 スツール	 2010	 

フォーポスター	 チェア	 2008	 チェスト	 オブ	 ドロワーズ	 2008	 
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永田　秀明	 １／４	

永田	 秀明	 
NAGATA	 Hideaki	 
豊山高等学校	 
大学２回生（54.3卒） 
	 
54.4	 富士重工業(株)群馬製作所 
59.8	 (有)Qデザイナーズ	 
64.1	 永田デザイン事務所設立 
	 	 	 	 	 現在に至る	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

日本工業大学	 工業技術博物館	 ＳＬ館	 展示計画及びデザイン 
明治24年(1891)	 イギリス	 ダブス社で製造された蒸気機関車を永久動態保存展示。<1997>	 展示の一部記載。	 
共同計画デザイン	 野中宏親	 大学２回生	 (54.3卒)	 
制作デザイン協力	 永井秀雄	 大学２回生	 (54.3卒)	 

Exhibition Plan and Design at Nippon Institute of Technology Museum of Industrial Technology 
SL Building. 
A steam locomotive built by Dübs & Co. in 1891 is exhibited and preserved an operational condition perpetually. 
<1997> It's the part of the exhibition.  



15

２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

2100型蒸気機関車の構造及び動く原理を小型モデルと図解説明	 

Explanations of structure and principle of the steam locomotive 
type 2001 with a small model and illustrations. 

永田　秀明	 
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永田　秀明	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

当時の単線区間	 安全運行システムを縮小モデルと図解説明	 

Explanations of safe service system in single-track section with a 
reduction model and illustrations. 
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永田　秀明	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

動態保存に向けて修復作業	 
Restoration for preservation of operational condition. 

修復後2019号の試運転	 
A trial run type 2019 after restoration. 

2100形－2109号の概要及び歴史	 
A summery and history of type 2100 - 2109. 

運行に必要な工具及び運行書類	 
Tools and servi000ce document for service.	 
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１／４	

野中　宏親	 (本名政尚）	 
NONAKA	 Hirohchika	 
私立東京工業高校高等学校	 
大学２回生（54.3卒） 
	 
54.4	 	 ㈱リコー入社	 
62.4	 	 同社意匠課長	 
63.11	 同社退社、 
　　　TAT工業デザイン研究所入社	 
65.10	 ㈲野中デザイン研究所設立	 
	 	 	 	 	 	 代表取締役	 
	 
日本工業大学　名誉教授	 
日本インダストリアルデザイナー	 
協会　名誉会員	 
フリーランスデザイナーズ連盟会員	 
日本デザイン学会会員	 
道具学会会員	 
	 
<主なデザイン活動>	 
• 製品/包装/宣伝広告/展示/標識	 
	 表示などデザイン全般の実務	 
• VIに関する総合デザイン	 
• 企業理念の確立及びそれに基づく　　 
	 デザイン総合管理	 
<研究活動および教育活動>	 
• デザインの基本概念に関する研究 
	 と提案	 
• 技術系学生に対するデザイン教育	 
<その他のデザイン活動>	 
Ｇマーク商品選定委員(元)	  
筑波万博NMR-CTデザイン担当	 
小企業のボランティアデザイン指導	 
など	 
	 
モットー：真直ぐにものをみること	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

開発年代を示す	 (以下2P～4P	 同様) 
1958年頃―65年頃―75年頃―85年頃―2000年頃	 

・上のカメラの原型	 

リコーオートショット	 

東京オリンピックに向けて
開発	 世界初35ミリ自動巻
上げカメラ	 

岩通テレビ電話（初期の形式）	 

日本電電公社 
選択式電話機	 

リコマチック４４ 
トリエンナーレ出品	 リコーオート６６	 コピアセレックス９００	

野中　宏親	
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２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

伊奈普及型高品質浴槽（イナジーニアル） 
誰にでも好まれ	 どんな浴室にも似合う浴槽	 発売して３０年のロング
セラー	 2010年現在も売れている	 関係者全員全裸で開発した商品	 

伊奈タイル包装標準化デザイン 
　数千種類というタイルのダンボール 
　の表示デザインをコンピュータを導 
　入してデザインの自動化を実施	 

伊奈大型高級浴槽	 伊奈上置水槽	 

伊奈中級システム浴室（一坪タイプ） 
業界に先駆けて開発したシステム浴室(1.5･1･0.75)	 

組み合わせ 
模様タイル	 

丸型温度計	 

野中　宏親	
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野中　宏親	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

標準化デザインの基本形	 

岩田スクリューコンプレッサ	 岩田スクリューコンプレッサ

ヨコオプリント 
基板テスター	 日機装プラント用化学ポンプ	 

オザキスチームコンベクションオーブン･自動ガスレンジ	 

岩田スプレーガン	 

日立集積回路テスター 
（初期のもの）	 

タケダ理研デジタルカウンター計測器（標準化デザイン） 
約４０種類の計測器について使用方法、寸法、部品などの標準化を
行ったもの	 

ノンシールポンプ 
原子炉用	 

ミルフローポンプ	 
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野中　宏親	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

つゆ草手彫銀付きうす	 手作りペンダント	 手作り一輪ざし	 正月かざり	 

標準化された日本工業 
大学の宣伝看板と工業
技術博物館の特別展 

ポスター	 

乾山写槍梅紋文鎮	 

	 	 ～　	 商標・シンボルマーク類(同時に正しく運用できる規定作成)	 	 	 ～　	 商標・シンボルマーク類

日本工業大学ソーラーシステム表示パネル 
教育界では日本随一	 省エネ大賞受賞	 

	 	 ～	 	 	 野中デザイン研究所の年賀状・暑中見舞 
                 左は必ず手造り毎年同じものはない　右は統一	
	 	 ～	 	 	 
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藤盛　啓治	 １／４	

藤盛　啓治	 
FUJIMORI	 Keiji	 
秋田県立能代工業高等学校	
　　　　　　　　　　木材工芸科	
大学２回生（54.3卒）	
	
54.4	 日本コロンビア（株）技術	 
　　	 部意匠設計係意匠設計主幹
59.4	 千葉大学工業短期大学部助	 
　　	 手,講師,助教授（木材工芸	 
　　	 科）	 
76.4	 千葉大学講師（工学部工業	 
　　	 意匠科）	 
87.4	 拓殖大学助教授,教授（工	 
　　	 学部工業デザイン学科）	 
01.3	 定年退職	 
01.6	 拓殖大学名誉教授	 
	 
98.5	 日本デザイン学会名誉会員
01.4	 日本インダストリアルデザ	 
　　	 イナー協会名誉会員	 
01.6（財）家具の博物館理事03.4　	 
	 	 	 	 	 木の文化フォーラム幹事	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

日本コロンビア（株）勤務時代	
最初に手がけた卓上型ラジオ　	
　（1955～1960）	
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藤盛　啓治	 	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

家庭用１４吋白黒テレビ	
日本コロンビア㈱製（1962）　　　	

ＬＰレコードを忠実に再現した	
ハイファイ電蓄	
日本コロンビア㈱製（1956）　　　	

家庭用２５吋カラーテレビ	
日本コロンビア㈱製（1964）	

コンソール型アンサンブルステレオ	
　日本コロンビア㈱製　（1964）	

卓上型ミシン　	
婦人の家庭内の行動に役立つシステム家具的要素を	
盛り込んだデザイン　　ニューヨーク万国博覧会に出品	

リッカー㈱製　（1965）　	 

ペア　キャビネット　　寝室用システム収納家具　	
	 第10回「全国優良家具展」	 
(社)木製品技術協会長賞（1966）　　	 
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藤盛　啓治	 	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

写真植字機のデザイン	
　㈱写研　受託研究　	
　（1978～1990）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

スギ圧縮材による学校用
机・椅子のデザイン	
㈱アミノ共同開発（2002）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
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藤盛　啓治	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・研究論文	 

1974.3　椅子の構造設計に関する基礎研究	

　　　　　（Ⅰ） デザイン学研究NO.19（共著）	

1974.11 箱物家具の基本構造（室内誌VOL.	

　　　　　239 工作社・共著）	

1975.3　椅子の構造設計に関する基礎研究	

　　　　　(Ⅱ)　デザイン学研究NO.21(共著)	

1977.12 各種ノックダウン式接合金具の性	

　　　　　能試験　デザイン学研究NO.26	

1978.9　横太枘形ノックダウン式接合金具	

　　　　　の性能試験 デザイン学研究NO.28	

1985.3　椅子用成形合板の変形　拓殖大学	

　　　　　年報工学系第17号	

1996.4　曲面パネルの新成形法と製品デザ	

　　　　　インへの適用　デザイン学研究117 
　　　　　号　第43巻3号	

1997.7　圧縮木材の成形法と強度－スギ間	

　　　　　伐材の有効利用に関する研究　日	

　　　　　本・韓国デザイン学会　アジア国際	

　　　　　デザイン会議日韓シンポジウム	

　　　　　論文集(共著)	

	

　	

・報　　告	

1995　能代の杉利用と地域のデザイン　	

　　　　デザイン学研究特集号　第３巻1号	

　　　　通巻9号	

	

・論　　説	

2005　日本の木工界50年史　木の文化フ	

～09　ォーラム誌　第２号～第６号	

2009　木の文化向上のための専門教育の	

　　　　充実　木の文化フォーラム誌 第６号	

	

･著　　書	

1961.6　木材加工・室内計画便覧（産業図	

　　　　　書･共著）	

1963.1　工業デザイン全書「工業デザイン	

　　　　　の実際」（金原出版・共著）	

1969.6　インテリアデザインの実際（理工	

　　　　　学社・共著）	

1970.9　中学校技術家庭科〔研究の手引き〕	

　　　　　木工･金工･住居編（文部省･共著）	

1975.2　木工製図（雇用問題研究会・共著）	

1982.3　インテリア製図〔基礎編・応用編〕	

　　　　　（文部省・共著）	

1987.7　家具事典（朝倉書店・共著）	

1992.12 芸術・デザインの立体構成（六耀	

　　　　　社・共著）	

　　　　　	

４／４	
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松丸　隆	 １／２	

松丸　隆	 
MATSUMARU	 	 Takashi	 
茨城県立水海道高校 
大学２回生（54.3卒）	 
	 

54	 日立工機株式会社入社	 

56	 フリーランスインダストリアルデザイ	 

　	 ナーとして独立	 

70	 GKインダストリアルデザイン研究所	 

	 	 	 事務局長	 

75	 株式会社タニタ	 デザイン室長	 

97	 中国国際芸術研修所主任講師	 

07	 逝去	 

　	 

日本デザイン学会会員 
日本インダストリアルデザイナー協会会員	 

理事、事務局長及び委員長を歴任	 

国際芸術研修所、中国工業設計協会	 

無錫工業設計協会　各顧問	 

千葉大学工学部工業意匠学科、東北工業大

学工業意匠学科、福島県立会津短期大学プ

ロダクトデザイン学科　各非常勤講師 
鄭州軽工業学院名誉教授、北京中央工芸美

術学院講師、無錫軽工業学院講師	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

第２回	 中国工業デザイン研修	 1998年8月	 

■	 中国にデザイン学校を創る──松丸隆氏のライフワーク 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材：工業意匠系同窓会 
 
　松丸隆氏は、北京日本中学校３年次在学時に敗戦、茨城県に帰国した。

県立水海道高等学校を経て、千葉大学工学部工業意匠学科を卒業。日本の

優良企業の数多くのデザインを手がけた。その後、日本インダストリアル

デザイナー協会理事・事務局長として、日本の工業デザインを牽引した。 
　氏は、幼少時代を過ごした中国が生涯忘れられず、中国との交流を積極

的に行った。そして、中国にデザイン学校創ることを生涯夢見ていた。氏

は、そうした夢の実現の同志として、知己を得た中国の方々との思い出を、	 
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松丸　隆	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

中国	 国際芸術研修所活動記録	 

1997-2007	 

タニタ	 脂肪計付ヘルスメータ	 

千葉大学工学部工業意匠系同窓会卒業生作

品集「ＩＤＣＵ40」（1970年発行）に記し

ている。（文章は1969年に書かれた）	 

　以下は、その文章の冒頭と、氏と交流の

あった方々のお名前を中心に抜粋する。	 

	 

　還暦を控えて、感ずることが山積してい

る昨今の私は、人生で一番充実している時

期と自負している。８月の末から９月の末

頃までの１ケ月、中国は南の広州から北は

北京までを旅した。	 

　河南省鄭州市は省都である。～鄭州軽工

業学院での講義～設立して日が浅く、先生

方も若い。無錫の軽工業学院を卒業した若

い夫婦の先生に逢った。～鄭州の講義は、

成功だったと友人の楊君も自画自賛。	 

　～北京中央工芸美術学院で半日講義。中

国工業デザイン協会副会長の任維武氏とは、

２度目で２年振りに逢う。	 

　～無錫では、半日講義～中国のデザイン

事情について張福昌と語り合う、彼は早く

教授になって自分の理想と計画を実現した

いと熱っぽく私に訴えていた。彼は～北京

のＩＤの中心人物である任維武氏とも知己

を得て～将来大いに希望の持てる、期待の

できる夢多き中国男子である。～彼の夢は、	 

私の夢でもある。　中国に育ち中国が故郷の

ような私にとって決して他人事ではない。

私のライフワークとして、彼に協力するこ

とに、私の生きがいを見つけ出すことが出

来ることを願っている。	 
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村上　輝義	 

村上　輝義	 
MURAKAMI	 Teruyoshi	 
大学2回生（54.3卒）	 

	 
54	 松下電器産業株式会社（現パナ	 

　	 ソニック株式会社）宣伝事業部	 

59	 TAT工業デザイン研究所	 
64	 西独ウルム造形大学留学	 

65	 ヒューマンファクター株式会社	 
	 

東北工業大学、千葉大学、会津大学短

期大学部、拓殖大学、東京工芸大学、
各非常勤講師	 

大葉大学（台湾）客員教授	 
	 

国際協力事業団（JICA）、東京都技術

センター、東京都商工会議所、同商工
会連合会各エキスパート	 

	 
日本人間工学会アーゴデザイン事務局	 

日本インダストリアルデザイナー協会

（JIDA）	 
日本デザイン学会	 

・工業デザイン	 

1960-66　キユーピー調理鍋	 

1968-77　リオン補聴器・騒音計	 

1969-86　中央無線モニタテレビ	 

1969-84　理想科学工業プリントゴッコ	 	 

1983-86　理化電機工業XYプロッタ	 

1975-81　フジソク自販機	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

キユーピー調理器（Ｇマーク受賞）	 

プリントゴッコ１号	 

リソグラフ	 

１／４	
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村上　輝義	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・工業デザイン	 

1978-80　	 三井東圧FRPドア、サービストレイ	 

1986-2010	 ミマキEG.IJプリンタ、カッティングプロッタ	 

1993-　　	 伊藤超短波電子治療器	 

1995　　　高齢者対応自動製本システム	 

1996-　　	 白山工業データロガー	 

1999-　　	 帝人在宅医療器	 

IJプリンタ	 

データロガー	 

電子治療器	 

高齢者対応自動製本システム	 

２／４	
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村上　輝義	 

・グラフィックデザイン	 

1959-65　	 松下電器、東京電気化学工（TDK）、	

　　　　　ソニー録音テープパッケージ	 

1967　　　TDKのCIシステム	 

1970-71　	 ミツトヨ産業広告シリーズ	 

1972　　　宮田自転車婦人車、包装規格	 	 

1976-00　	 東京大学帳票類、学位記、概要	 

1986-95　	 東京工業大学帳票類　	 

1979-85　	 タニタカレンダー・銅と建築	 

1993-2010	 日本学士院シンボルマーク、帳票類、概要　	 

1998　　　大正大学帳票類	 

1995-2010	 東芝家電GUIデザイン	 

・ユーザ調査	 

1975　	 タニタ消費者モニタ調査	 

1979　	 横浜市スカーフ調査	

1981　	 松下電器、家庭内情報調査	 

2000　	 東芝家電ユーザビリティ調査	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

日本学士院シンンボルマーク	 日本学士院バッジ	 東京大学概要	 

３／４	
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・主な受賞歴	 

1957-58　毎日工業デザインコンペ入賞	 

1959-62　キユーピーソースパン各シリーズ	 Ｇマーク	 

1962　　	 日本デザインコミッティ選定	 金賞	 

1966-68　TDK企業広告シリーズ	 日経賞	 	 

1968-69　自社製品卓上灰皿、スモーキングスタンド	 Ｇマーク	 

1970 　　ミツトヨ産業広告賞（日本工業新聞）	 
1973　　　 リオン補聴器	 Ｇマーク（業界初）	 

1978　　　 デジタル血圧計 大阪デザインセンタ選定グッドデザイン賞	

1983　　　 理化電機工業XYプロッタ　Ｇマーク中小企業商品賞	

1990　　　 広告文字カッティングシステム　日経流通新聞優秀製品賞	

1991　　　 ミマキプロッタ	  Ｇマーク	

	 

	 

村上　輝義	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

卓上灰皿	 

デジタル血圧計	 カッティングシステム	 

XYペンプロッタ	 

４／４	
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石川　弘	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

石川	 　弘 
ISHIKAWA	 Hioshi 

藤嶺学園藤沢高等学校	 

大学３回生（55.3	 卒） 

 

55.4	 	 松下電器産業（株）中央　　　　	 

　　　研究所意匠部研究課エ業 

　　　デザイナー 

61.5	 	 千葉大学工学部助手 

62.7	 	 エ業教育における調査・ 

　　　研究の為，中華民国に出張	 

64.4	 	 日本インダストリアルデザ	 

　　　イナー協会（JIDA）研究会	 

　　　委員長 

64.4	 	 日本人間工学会評議員	 

65.4	 	 デザイン誌「造」編集委員	 

65.5	 	 第１回工業デザイン会議 

　　　企画委員 

66.1	 	 環境と工業を結ぶ会 

　　　（DNIAS）創立委員 

68.5	 	 欧米・台湾の工業デザイ 

　　　ンの研修	 

・研究論文	 

1973.6	 	 生活空間と道具変化の設計研究 

　　　　(TS-69)	 DNIAS	 ANUAL	 REPORT　	  

　　　　1973	 

1973.6	 	 光器具における空間変化の設計研 

　　　　究	 (TS-70)	 DNIAS	 ANUAL	 REPORT 

　　　　1973 

1982.3	 	 製品マネージメントについて：デ 

　　　　ザイン学研究	 No.37 

1983.3	 	 デザイン用語混乱のタイプ別考察 

　　　　について：デザイン学研究	 No.42 

1984.3	 	 工業デザインの生産性向上（概 

　　　　念・要因・方策）(共著)： 

	 	 	 	 	 	 	 	 (財)日本生産性本部生産性研究所 

1985.8	 	 工業デザインの生産性向上（デザ 

	 	 	 	 	 	 	 	 イン評価と川上指向）(共著)： 

　　　　(財)日本生産性本部生産性研究所	 

1985.8	 	 工業デザインにおけるシステムの 

	 	 	 	 	 	 	 	 構造について（1）	 ─各項目の位 

	 	 	 	 	 	 	 	 置と情報の流れの考察─ :デザイ 

	 	 	 	 	 	 	 	 ン学研究　No.51 

1989.5	 	 創造的翻訳概念	 ─工業デザイン 

	 	 	 	 	 	 	 	 におけるシステムの構造について 

　　　　(２)─ : デザイン学研究	 	 No.72.	 

1990.3	 	 電機製品の使いやすさに関する研 

　　　　究(共著)：松下電器ヒューマン 

　　　　エレクトロニックス研究所	 

 

1991.3	 	 郵便ポストの機能・デザインの在 

　　　　り方に関する調査研究報告書（共 

　　　　著)：郵政省郵務課同施設課 

1997.8	 	 4つの観点に基づく消費者の態度の 

　　　　分析	 ─製品造形における韓日の差	  

　　　　─	 (共著)デザイン学研究	 No.122 

・著書	 

1963.1	 	 工業デザイン全書	 「工業デザイン 

	 	 	 	 	 	 	 	 の実際」	 （金原出版・共著） 

1965.1	 	 レンダリング／モデリング（美術 

	 	 	 	 	 	 	 	 出版社・共著） 

1967.8	 	 工業デザイン計画（美術出版社）	 

1973.11	 工業デザインプログラム（美術出 

	 	 	 	 	 	 	 	 版社）（'77にデザイン学会から 

	 	 	 	 	 	 	 	 デザイン50冊の本・インダストリ 

	 	 	 	 	 	 	 	 アルデザイン編に選定）	 

1978.11	 デザイン製図（文部省委嘱工業高 

	 	 	 	 	 	 	 	 校デザイン教科書・共著） 

1983.2	 	 デザイン技術（文部省委嘱工業高 

	 	 	 	 	 	 	 	 校デザイン教科書・共著） 

1987.4	 	 工業デザインABC（原書房・共著）	 

1990.5	 	 日本の近代デザイン運動史（ぺり 

	 	 	 	 	 	 	 	 かん社・共著）	 

1994.4	 	 インダストリアルデザイナーにな 

	 	 	 	 	 	 	 	 るには（ぺりかん社） 

1994.4	 	 インダストリアルデザイン	 ─その 

	 	 	 	 	 	 	 	 科学と文化─ （朝倉書店・共著）	 

１／４	
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70.7	 	 デンマーク他８ケ国へ工 

　　　業デザインの研修 

72.4	 「D	 &	 I」誌編集委員	 

76.7	 	 千葉工業大学工業経営　 

　 科・デザイン科学学科非 

02.3	 	 常勤講師 

79.5	 	 日本デザイン学会 

　　　（JSSD）事務局長・理事	 

83.5	 	 工業デザイン生産性向上 

　　　調査研究委員会委員長 

　　　（日本生産性本部生産研 

　　　究所）	 

87.2	 	 千葉大学工学部教授	 

88.4	 	 同大学大学院自然科学研 

　　　究科教授 

89.11	 国民文化祭ちば'91	 企画 

　　　委員・事業別委員長（千 

　　　葉県知事委嘱） 

91.7	 	 中国瀋陽航空エ業学院客 

　　　座教授・同院でエ業デザ 

　　　インの教育指導 

91.9	 	 千葉県工業技術展推進協 

　　　議会副会長 

97.11	 学位授与機構審査会専門 

　　　委員（学位授与機構）	 

98.3	 	 千葉大学定年退職	 

98.4	 	 同大学名誉教授	 

99.11	 日本デザイン学会名誉会員	 

・受賞作品	 

1955.1	 	 第３回毎日工業デザインコンクー 

	 	 	 	 	 	 	 	 ル入選（電気洗濯機・共作）	 

1958.1	 	 第６回毎日工業デザインコンクー 

	 	 	 	 	 	 	 	 ル特選１席（ポータブルTV・共作）	 

1958.11	 大阪産業デザイン展・大阪市長賞 

	 	 	 	 	 	 	 	 （電動ダイキャストミシン）	 

1959.1	 	 大阪工芸展・大阪府知事賞・大阪	 

　　　	 	 工芸協会賞（同上ミシン）	 

1960.3	 	 大阪デザインセンター選定商品 

	 	 	 	 	 	 	 	 （同上ミシン）	 

1960.8	 	 通産省デザイン奨励審査会・Gマー 

　　　　ク選定（同上ミシン） 

1959.1	 	 第７回毎日工業デザインコンクール 

　　　　入賞（ジアゾ式コピー機・共作）	 

1966.9	 	 第７回機械デザインコンクール電 

　　　　子工業会賞（ポータブルTV・共作） 

1970.10	 通産省デザイン奨励審査会・G 

　　　　マーク選定・東京百貨店会会長賞 

　　　　（ユニット・キャビネット・共作）	 

1976.10	 通産省デザイン奨励審査会・G 

　　　　マーク選定（幼児歩行器・共作） 

1978.1	 	 第２６回毎日ID賞特選３席（幼児 

　　　　用野外乗り物・共作）	 

1981.1	 	 第２９回毎日ID賞課題賞（タウン 

　　　　ハウス

	 

1982.12	 第６回大阪産業デザインコンテス 

　　　　ト銅賞（２連式ガス・クッキン 

　　　　グ・テーブル・共作） 

1985.6	 	 	 デザ 

　　　　インコンテスト入選（

・共作） 

1986.1	 	 第９回大阪産業デザインコンテス 

　　　　ト入選	 （タオル・ウエットティッ 

　　　　シュ・パック・共作）	 

1989.1	 	 通産省デザイン奨励審査会・Gマー 

　　　　ク選定・中小企業商品賞（スタイ 

　　　　リスト・ハンガー・共作）	 

1990.9	 	 通産省デザイン奨励審査会・Gマー 

　　　　ク選定（スライド・ハンガー・共 

　　　　作） 

1991.2	 	 第３回	 SEKI刃物関連用品デザイン 

　　　　コンテスト特別賞（ROLL	 PUNCH・ 

　　　　共作） 

1992.2	 ‘92	 

入選（

・共作） 

1995.6	 	 第３５回全国優良家庭用品コン 

	 	 	 	 	 	 	 	 クール関東通商業局長賞（スピー 

	 	 	 	 	 	 	 	 ドハンガー・共作）	 

石川　弘	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ポータブルTV	 同左TVの使用状態	

電動ビルトインモーターのポータブルタイプのミシン	

同下ミシンのキャビネットタイプ	

ユニット・キャビネット	幼児用歩行器	

’58 第６回毎日工業デザインコンクール・特選１席・通産大臣賞・協力・鶴岡英世・宇賀洋子	

’58 大阪市長賞，’59 大阪府知事賞・大阪工芸協会賞，’60 大阪デザインセ
ンター選定商品，’60 松下電器製品で初のGマーク選定・協力・北川治彦	

’70 Gマーク選定・東京百貨店会会長賞・
協力　小野産業株式会社	

’76 Gマーク選定・協力　井村五郎・ 
トミー工業株式会社	

３／４	石川　弘	 
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78 ID G.TACO 85 Bicycle Design Circus 
G.TACO 

82 6 G.TACO 

86 9 G.TACO 

81 29 ID G.TACO 

66 
G.TACO 

90 G

89 G

石川　弘	 
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１／４	 宇賀	 洋子	 

宇賀	 洋子	 
UGA	 Yohko	 

東京都立富士高等学校	 

大学３回生（55.3	 卒)	 

	 

55.4	 理研光学工業(株)(現リコー)	 

　　	 企画部および設計部勤務	 

57.5	 松下電器産業(株)（現パナソニッ	 

　　	 ク)中央研究所意匠部等勤務	 

63.9	 英国	 Hornsey College of Arts &  
　　　　 Crafts 大学院	 

65.9～71.3	 武蔵野美術大学短期大学部	 

　　	 生活デザイン学科非常勤、助教授等	 

71.4～97.3	 千葉大学短期大学部、学部	 

	 　　非常勤講師	 

71.4	 工業デザイナー宇賀洋子研究室設立	

92.9	 有限会社宇賀デザイン研究所に改組	 
	 
68～	 (社)日本インダストリアルデザイナー	

　　　　協会会員・ 93〜2003理事・ 05〜名誉	

　　  　会員	

89～	 日本デザイン学会会員・92〜96理事	 

　　	 ・2002〜名誉会員	 

受賞　　　　　　　　　	 

56～61 毎日工業デザインコンクール特選	 
　　	 一席通産大臣賞(共同制作)ほか	

    ナショナル 家庭用足踏みミシン 
                   (松下電器産業) 
National Home Sewing Machine 
                  1960 大阪工芸協会賞受賞	

鶴岡英世・宇賀洋子　発売1958末頃  
専門家仕様を一般家庭向けに小型化し、新開発。	

ナショナル・テレビ　 
第６回新日本工業デザイン

コンペティション(毎日新聞

社主催) 特選１席（通産

大臣賞）鶴岡英世・石川

弘・宇賀洋子 1957 

ナショナル プッシュボ

タン式テープレコーダ  
RQ-302 (松下通信工業)	

National TV. 	 
The First Prize of The 6th New Japan I.D. 
Competition 
 	

National Push-button  
Tape Recorder	

	

	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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「１ねんのかがく」～「６年の科学」他、月刊雑誌の付録　（学習研究社）　KAKと共同　　 

Supplement to Science Magazine for School Children (GAKKEN Co., Ltd.) 

1年のかがく 「すいりくりょうよう かぜじどうしゃ」　　　　　　　　　　　　　　　	

よいこのがくしゅう	

「はかり」	

1年のかがく 「ふんすいせっと」	

２／４	 宇賀	 洋子	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

1年のかがく 「かぜじどうしゃ」	 3年の科学「水陸両用ゴム動力車」	 2年のかがく 「風しらべ」	

1965.7〜72.12　幼稚園児から中学まで、毎月・毎学年の主に低学年を担当。兄姉と同じ付録 
にならぬよう配慮して、毎回斬新な企画・デザインと厳密な原価計算が求められた。　	
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３／４	 

「鉄に高級感を」との依頼に応えて、テーブルウェアから開発。クッキングしてそのまま食卓へ、１人用のグリルパン18と家族	 	 	 	 	 	 	 
全員で楽しめるグリルパン27を提案。厚い鋼板プレスに表面皮膜・特殊ハイブラック加工、蓋はステンレス、柄には木材を使用。	 
 	 

	

グリルパン 18 (１人用)	

グリルパン 27 (４〜５人用)	 フライパン26	 いためなべ28	

ヨートー ハイブラック シリーズ（袴田金属工業株式会社）1974	 

YOTO Hi-Black Series  ( YOTO Co., Ltd. ) 

グリルパン18 パッケージとタグ	

工業デザイナー宇賀洋子研究室	

製品デザイン：宇賀洋子・山口泰子	

グラフィック デザイン：竹原あき子	

他に２個入セット、グリルパン

27用パッケージがある	

Grill Pan 18	

	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

宇賀	 洋子	 
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ニコンフレーム	 FS009  1990	

Nikon Optical Frame (Nikon Corporation) 
	 
	 

ニコン ペンダント ルーペ FP1, FP2  1994	

Nikon Pendant Lupe (Nikon Optical Co.,Ltd.) 
	 	 

	 	 

メニューやプログラムをちょっと見るとき、ショッピングなどに重宝。	 

89年発売の後継品としてミドル	 &	 シニア向けに開発。ニコンレンズ・
染色・ハードコート加工。スェード調の専用布ケース付き。	 

(株)ニコンオプティカル開発部	 

(有)宇賀デザイン研究所	 

	 宇賀洋子・高野恭子	 

チタン、近用メガネ専用のシニア向けに開発。 
シンプルな機構で充分な機能。超小型・超軽量 
を追究。眼鏡業界では異例のロングセラー商品。

1990年Gマーク選定商品。 

　　	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

	 (株)ニコン眼鏡事業部開発部	 

	 宇賀洋子研究室	 宇賀洋子	 

	 撮影：内田芳孝・岡野圭	 

宇賀	 洋子	 ４／４	 
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１／２	 

黒木　靖夫	 
KUROKI	 Yasuo	 

宮崎県立妻高等学校	 

大学５回生（57.3卒）	 

	 

57.4	 そごう百貨店入社	 

　　（宣伝部配属）	 

60.9	 ソニー株式会社入社	 

　　（広報課配属）	 

88	 	 	 同社取締役	 

90　	 ソニー企業株式会社代表取締役	 

93	 	 	 ㈱黒木靖夫事務所設立	 

99	 	 	 富山インダストリアルデザイン	 

　　	 センター（現富山県総合デザイ	 

	 	 	 	 	 ンセンター）所長	 

07.7	 逝去	 

	 

東北芸術工科大学客員教授、	 

成安造形大学客員教授、	 

立命館大学客員教授	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 ウォークマン開発　1979〜	 

　（写真：１号機ＴＰＳ-Ｌ２）	 

　　	 

■　ＳＯＮＹロゴマークデザイン 
   （1961年版他）  

■ ウォークマンＷＭ－２　1981	 
  （左：製品、右：モックアップ） 
　モックアップと製品とは、寸分違わな

かった──構造から外形まで、デザイン
集団が一体となって一貫して商品化を追

求した結果の見事な一致であると語られ

ている。　	 

黒木　靖夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 工業意匠系同窓会取材編集	 
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■　著書	 

「ウォークマン流企画術」：筑摩書房	 1987.6	 

「ウォークマンかく戦えり」：筑摩書房	 1990.3	 

「大事なことはすべて盛田昭夫が教えてくれた」：

ＫＫベストセラーズ	 1999.12	 

「盛田昭夫と佐治敬三　本当はどこが凄いか!!」：

ワニ文庫	 2000.11	 

「ビジネスマンのための「個性」育成術」：生活人

新書	 2001.11	 

「Mr.ウォークマンと他人とここまで差が出る企画

術」：実業之日本社	 2002.6	 

■　黒木靖夫聞き取り	 

・ＣＩ（Corporate	 Identity）について：	 

「ＣＩというのは、みんな企業統一って言ってるけど、

それは違います。企業の独自性なんです。どこでも、

独自性が大切ですね。」	 

・他の人と違うから価値がある：	 

「ある時、一人の部長が盛田（注：ソニー創業者の一

人、当時社長）のところにやって来た。どうもトップ

と考えが違うから辞めたいと言うんです。盛田はこう

言いました、『俺とお前は確かに意見が違う。だから

お互いに存在価値があるんだ。まったく同じ考えだっ

たら、どちらか一人でいいんだよ』って。盛田は、基

本的にコンセンサスを嫌っていましたね。」	 

・デザインについて：	 

「ただ単に、色やかたちを整えること（ものの外観を

決めること）をデザインだと、多くの人は思い込んで

いる。デザインは商品企画から構造設計、意匠設計を

含めたトータルなもの。これは、私が千葉大で学んだ

ことでもあるんです。」	 

「デザインは、技術の側に押しかけてるけど（注：全

体デザインとしてこうしたいのだが技術的に解決でき

ないか、と技術側に要求しているが）、逆に技術から

デザインに踏み込んでくれなくてはいけない。両者が

せめぎあって、本当にいいデザインが生まれます。」	 

２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

黒木　靖夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 工業意匠系同窓会取材編集	 
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豊口　協	 
TOYOGUCHI	 Kyou	 

東京都立新宿高等学校	 
大学６回生（58.3卒）	 

	 
58.4	 松下電器産業株式会社入社	 
　　（技術本部意匠部）63.12まで	 
63.12有限会社豊口デザイン研究所	 
　　（現：株式会社環境創研)入社	 
68.4	 東京造形大学造形学部助教授	 
75.11株式会社コミュニケーション	 
　　	 デザイン取締役	 00.3まで	 
77.4	 株式会社豊口デザイン研究所	 
	 	 	 	 	 代表取締役社長	 94.12まで	 
79.4	 東京造形大学造形学部教授	 
	 	 	 	 （デザイン学科）94.3まで	 
84.4	 東京造形大学長	 92.3まで	 
94.4	 長岡造形大学長	 04.3まで	 
94.12株式会社環境創研代表取締役	 
	 	 	 	 	 会長	 07.12まで	 
97.7	 中華民国大同工学院栄誉教授	 
99.10無錫軽工大学栄誉教授	 
99.11長岡造形大学理事長	 
00.11韓国東西大学名誉博士	 
04.5	 長岡造形大学名誉教授	 

97.6	 勝見勝賞受賞（JIDA）	 
99.10デザイン功労者表彰(通商産業省)	 
09.4	 旭日中授賞（文部科学省）	 

・学会・協会活動	 

63.4 日本インダストリアルデザイナー協会会員	

　　 　73.4～01.3理事、85.4～91.3まで理事長、	

　　 　04.5～名誉会員	

75.4 神奈川県デザイン協会理事　82.3まで	

　　　 80.4～83.3会長	

78.4 日本デザイン学会会員、80.4～84.3評議	

         員、80.4～84.3及び 98.4～01.3理事	

80.4 日本人間工学会評議員　94.6まで	

85.4 日本流行色協会評議員　91.3まで	

97.4 日本芸術工学会理事　00.3まで	

03.9 日本商業施設学会会長　06.8まで	

大阪万博博覧会電気通信館　1970	 

第７次巡航見本市船特設ブース	 1966	 

第７次巡航見本市船	 1966	 

■ 以下、写真・図で示す作品は、すべて

（株）豊口デザイン研究所におけるデザイ

ン。	 

豊口　協	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

１／４	
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豊口　協	 

・審議会・審査会等委員歴	 

73.4	 通商産業省選定グッドデザイン商品選定審査委員	 

　　	 77.4～78.3を除く96.3まで、	 

84.4～85.3	 同上審査委員長	 

81.4	 日本ディスプレイデザイン大賞審査委員	 

83.4～国際デザイン交流協会理事、国際デザイン・アオ	 

　　	 ード推薦人、アジア太平洋交流委員会委員長ほか	 

85.4	 通商産業省輸出検査及びデザイン奨励審議会委員	 

　　	 95.1まで	 

93.4	 全国学生児童発明くふう展及び全日本教職員発明	 

	 	 	 	 	 展審査委員会委員　06.3まで	 

94.5	 新潟県生活文化創造産業振興会（IDS）IDSデザイ	 

	 	 	 	 	 ンコンペティション審査委員長　95.5～03.5理事	 

94.11新潟県産業教育審議会委員	 96.5まで	 

95.4	 通商産業省Gマーク選定制度検討委員会委員長	 

	 	 	 　97.3まで	 

95.7	 ユニオン造形文化財団選考委員会委員	 

97.7	 テレビ新潟放送網・放送番組審議会委員、03.4～	 

　　	 委員長	 

98.10日本産業デザイン振興会グッドデザイン賞審議委	 

　　	 員会委員　04～委員長	 

99.5	 宇宙開発事業団　H-ⅡAロケット名称・シンボルマー	

        ク選定委員会委員長	 

02.4	 三条市環境審議会委員	 

ミニプッシュフォン	 
700P	 1971  
（日本電信電話公社）	

デジタル公衆電話機	 DPT-B（NTT）	 

SONY	 FMステレオ/AMレシーバ	 

スズキ50CCスクーター“蘭”1983	 

SONY	 トリニトロン	
カラーテレビ	
KV-1821	 1971  

公衆電話機  1977	 
（日本電信電話公社）	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

２／４	
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豊口　協	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・関係団体歴・社会的活動ほか	 

84.4	 桑沢学園理事・評議員　92.5まで	 

86.4	 通商産業省ニューオフィス推進委員会委員　92.1	 

	 	 	 	 	 まで	 

90.1	 商業施設技術団体連合会商業施設技術教育評議会	

　　　 委員	 

95.4	 長岡市国際交流協会理事　04.5まで	 

95.5	 新潟県生活文化創造産業振興協会理事　03.3まで	 

95.5	 長岡市米百俵財団理事　00.3まで	 

95.7 日本デザインコンサルタント協会名誉幹事	 

95.9	 大分県立芸術系大学構想委員会委員　96.6まで	 

96.4	 信濃川テクノポリス開発機構理事　04.3まで	 

96.4	 北鎌倉美術館理事　01.3まで	 

96.4	 かながわデザイン機構顧問	 

96.7	 岐阜県研究開発財団顧問　02.3まで	 

96.10横浜ファッション協会理事　07.6まで	 

98.1	 日本産業デザイン振興会理事　00.3まで	 

98.4	 長岡商工会議所顧問　04.3まで	 

00.12エヌ・エス知覚科学振興会理事	 

01.5	 商業施設技術者・団体連合会会長	 05.5まで、現　　　　　　	 

	 	 	 	 	 顧問	 

03.6	 日本ファシリティマネジメント推進協会企画・運	 

　　	 営委員、	 03.6～07.7理事	

03.10新潟県立歴史博物館運営協議会委員　06.3まで	 

04.7	 北方文化博物館理事　08.6まで	 

05.4	 平成令終会理事	 

06.5	 NPO越の里山倶楽部理事長　10.3まで	 

07.4	 山の暮らし再生機構理事長	 

07.8	 社団法人県中央研究所理事	 

08.4	 長岡技術科学大学監事　10.3まで	 

08.5	 医療法人社団明和会評議員	 

トヨタ会館展示ホール	 1976	 

ポートピア	 UCCコーヒー館	 

1979	 

東京電力府中サービス 

ステーション	 1983	 	 

横浜元町商店街モール化計画	 1985	 
第20回SDA特別賞、昭和61年横浜まちなみ	 

景観賞	 

電気通信科学館	 1974	 

３／４	
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豊口　協	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・主な著書など 
・「IDの世界」（単著）鹿島出版研究会　1974	 

・「日本の企業博物館」（共著）電通出版事業部	 1984	 

・「Gマーク	 グッドデザインのすべて」（単著）日本	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 実業出版社　1985	 

・「デザインの時代	 THE	 AGE	 OF	 DESIGN」ビデオ全４	 

	 	 	 巻（共同制作）神奈川県NECデザインセンター	 1994	 

・「ファシリティマネジメントガイドブック」（共著）	 	 	 	 

	 	 	 日刊工業新聞社（編集）FM推進連絡協議会	 1994	 

・	 「美術学習指導書」指導編２・３下（共著）開隆堂（編	

    集）	 日本造形教育研究会　1995	 
第23回	 国際東京モーターショー	 

テーマ館	 1979	 

第20回	 日本医学学会総会総合医学展1979	 

富士通ОＡショールーム京都	 モントリオール万博	 日本館	 1967	 

万能顕微鏡	

オリンパス光学工業（株）	

４／４	
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出雲	 たけこ	 
Izumo	 Takeko	 

千葉県立市原第一高等学校	 
大学8回生（60.3卒）	 
	 	 
60.4	 三菱鉛筆株式会社入社	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 デザイン室にて商品開発、	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 新聞広告、雑誌広告、	 
	 	 	 	 	 コピーライター、パッケー	 
	 	 	 	 	 ジングデザイン等を担当	 
74～	 	 C	 and	 B	 デザイナーズを結成	 
	 	 	 	 	 	 文具、玩具、ファンシー商品	 	 
	 	 	 	 	 	 事務機器、コンピューターゲ	 
	 	 	 	 	 	 ームによる日本語教材などの	 
	 	 	 	 	 	 商品開発デザインを行う	 
92～01	 創形美術学校色彩論講師	 
	 
10現在	 先端医療技術の学術書シリ	 
	 	 	 	 	 	 	 ーズの表紙をCGで制作継続中	 
	 
日本デザイン学会会員	 
	 
趣味：読書、料理、数独、落語	 
モットー：多様性を深くみつめる	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

共著「人間と機械の共生」1996	 日本ロボット学会	 コロナ社	 
本文・表紙デザイン・CG（1996年	 毎日現代日本美術展入選作品）	 

	 

１／５	

・主要講演	 

1997	 「奴隷とドラえもんと研究者たち」	 

	 	 	 	 	 	 日本ロボット学会　中央大学	 

1998 	 「人間とロボットの仲」	 

	 	 	 	 	 	 日本ロボット学会Dreamy	 Robotics	 	 

	 	 	 	 	 	 研究会	 SONY本社	 

2001 	 「場の生成」の図解発表　場の研究所	 

　　　駒場エミナース	 

・絵画（CG）	 

1996　毎日現代日本美術展入選	 

1997 　毎日現代日本美術展入選	 

・研究論文・著書	 

1992 	 	 エッセイ「デザイン村の迷子たち」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 1～13月刊「メディア・砂防」連載	 

1993 	 	 エッセイ「ものたちともの作り」　	 

	 	 	 	 	 	 1～11月刊「メディア・砂防」連載	 

1994 	 	 エッセイ「ものとひとの夢風景」　	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 1～11月刊「メディア・砂防」連載	 

1994 	 	 論文「異分野からのメッセージ」	 

	 	 	 	 	 	 日本機械学会誌	 

1995 	 	 論文「人間と機械の共生」	 

	 	 	 	 	 	 日本機械学会誌	 

1996　共著「人間と機械の共生」のうち	 	 

	 	 	 	 	 「人と機械の冷たい仲」	 

　　　日本ロボット学会編　コロナ社	 

1998 	 	 論文「多様なイメージの中から見え	 

	 	 	 	 	 	 てくる危ういもの」	 

	 	 	 	 	 	 日本ロボット学会誌	 

出雲	 たけこ	 
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三菱ダーマトグラフ7600紙巻	 1962	 
三菱鉛筆株式会社	 
Colored	 pencil	 DERMATOGRAPH	 7600	 1962	 
パッケージ企画デザイン	 
テクスチャー素材撮影：斉藤　亢、製品撮影：岡野宏美	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

三菱鉛筆カレンダー1964	 三菱鉛筆株式会社	 
Calendar	 for	 MITUBISHI	 PENCIL	 1964	 	 
企画デザイン・イラスト	 
撮影：斉藤　亢、印刷：大日本印刷株式会社	 
当時カラー写真とカラーイラストの合成は難しく、大日本の技術が話題になった	 

２／５	出雲	 たけこ	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

３／５	出雲	 たけこ	 

ファンシー文具	 1974～1990	 Stationery	 of	 music	 series	 
（株）飛付屋、グリム株式会社、シタシオンジャパン他	 
企画デザイン：C	 and	 Bデザイナーズ、撮影：安部孝夫（SPS）、岡野宏美	 
イギリス、フランス、ドイツ、イタリアなどヨーロッパに多く輸出	 
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医療シリーズ１６　機能的脳神経外科	

医療シリーズ３４　小児科	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

医療シリーズ37　人口臓器・再生医療	

医療シリーズ36	
リハビリテーション医学	

４／５	

医学学術書	 Institute	 for	 Advanced	 Medical	 Technology	 
（株）寺田国際事務所/先端医療技術研究所	 
表紙デザイン・イラスト（手描き＋CG）2000～2010現在制作継続中	 

治療シリーズ１	

医療シリーズ２０　肺癌	

出雲	 たけこ	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「レンズの自問」1992	 

「ものとひとの仲」1993	 

「碧い空…？」1994	 

	 手描きイラストレーション	 1992～2008	 Freehand	 illustration	 

「デザイン村の迷子たち」「ものたちともの作り」「モノ・モノ通信」他	 

「ひとびと」1992、2007、2008	 

「機械は偉い？」1992	 、 2007	 、 2008	 

５／５	出雲	 たけこ	 
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八鳥　治久	 １／４	

八鳥　治久	 
HATTORI Haruhisa 
千葉県立千葉高等学校	 
大学８回生（60.3卒）	 
	 
60	 株式会社和光入社	 
　	 以降01にかけて、宣伝企画部長、	 
　	 デザイン企画部部長、取締役、	 
	 　常務取締役、デザイン顧問等を	 
　	 歴任。この間、70～00にかけて	 
　	 ショーウィンドウのデザインを	 
　	 担当。	 
00	 八鳥治久デザイン事務所設立	 
　	 03よりＪＲタワー札幌ステラプ	 

　	 レイス　ショーウィンドウのデ	 
　	 ザインを担当。	 
	 
教育歴	 
69～00	 千葉大学工業短期大学部非	 
　	 常勤講師、千葉大学工学部非常	 
　	 勤講師	 
79～06	 文化服装学院特別講師	 
80～06	 武蔵野美術大学非常勤講師	 
02～04	 中国清華大学美術学院客座	 
　	 教授	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

聖歌隊	 1980　日本ディスプレイデザイン賞 最優秀賞	

夏	 1984　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	

和光ショーウィンドウディスプレイ　Show Window Display for WAKO	
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八鳥　治久	 ２／４	

風	 1988　日本ディスプレイデザイン賞 優秀賞	

白鳥	 1990　日本ディスプレイデザイン賞 優秀賞	

受賞	 

1972　日本ディスプレイデザイン賞　銅賞	

1973　日本ディスプレイデザイン賞　銀賞、	

　　　銅賞	 

1974　SDA賞	 銀賞	 

1976　日本ディスプレイデザイン賞　銀賞	

1977 　日本ディスプレイデザイン賞　銅賞	

1980　日本ディスプレイデザイン賞	

　　　最優秀賞	 

1981　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	

1982　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞　	

1983　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1984　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1985　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1986　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1987　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1988　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1990　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1991　日本ディスプレイデザイン賞	

　　　最優秀賞	 

1994　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞	 

1995　日本ディスプレイデザイン研究賞	

　　　優秀賞	 

2000　日本ディスプレイデザイン賞　優秀賞 

和光ショーウィンドウディスプレイ　Show Window Display for WAKO　	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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八鳥　治久	 ３／４	

秋	 1991　日本ディスプレイデザイン賞	 最優秀賞	 

龍	 2000　日本ディスプレイデザイン賞	 優秀賞	 

和光ショーウィンドウディスプレイ　Show Window Display for WAKO	

著書 
1987　「デザインの眼」（學藝書林）	 

1988　「How To DISPLAY	 デザイナ	 
　　　	 ーに贈るディスプレイソース」	

　　　（グラフィック社）	 

1992　「和光のウィンドウ」（リブ	 

　　　ロポート）	 

2000　「How To DISPLAY	 楽しさを	 
　　　作る33のディスプレイ要素」	 
　　　（グラフィック社）	 
	 

共著	 

1981　「銀座和光のウィンドディス	 

　　　プレイ」（九龍堂）	 

1986 　「６人のディスプレイディレ	 
　　　クション（六耀社）	 

1990　「ディスプレイの情報社会」	 

　　　（NTT出版）	 

1996　「展示学事典」（ぎょうせい）	 

1997　「ディスプレイの世界」（六耀社）	
	

所属団体	

1971～	 日本ディスプレイデザイン協会	

1987～2002	 日本VMD協会	 理事長、	 
　　　	 現在	 評議員	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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八鳥　治久	 ４／４	

イカロス　2003	 星空の豹　2003	 

花模様　2006	 睡蓮の池　2006	 

JRタワー札幌ステラプレイスショーウィンドウディスプレイ　Show Window Display for ＪＲ Tower Sapporo Stellar Place　	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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小林　康人	 １／４	

小林　康人	 
KOBAYASHI　Yasuto	 
千葉県立第一高等学校	 
大学９回生（61.3卒）	 
	 
61.4	 富士通(株）工業意匠課	 
	 	 	 　工業デザイナー	 
79.6	 本社宣伝部	 
85.6	 デザイン部長	 
92.6	 総合デザイン研究所長	 
　	 	 	 兼務イメージライブラリ	 
	 	 	 	 	 取締役	 
97.1	 生産システム本部長付	 
　	 	 	 富士通コワーコ	 
　　	 デザイン企画アドバイザー	 
　　	 富士通静岡エンジニアリング	 
　　	 デザイン企画アドバイザー	 
　　	 慈恵学園・非常勤講師　	 
98.4	 青葉学園短期大学	 
　　	 人間生活学科	 教授	 
05.4	 フリー	 
　　	 デザイン企画アドバイザー	 
　　　　人間工学会アーゴデザイン 
　　　　部会員 
　　　　トロッコ押しての会会員 
08.5	 プチギャラリーOWLを開設	 
	 	 	 	 	 ・ストンアート,コルクアート,	 
	 	 	 	 	 	 	 写真などの作品展示	 
モットー：自然体。	 

・著書	 

1991.6　　感性計測先端技術集成	 

　　　　　人間工学的アプローチ・2章2節	 

　　　　　（株）サイエンスフォーラム	 

1991.7　　ヒューマンインタフェースの未来	 

　　　　　人間に親しむコンピュータ	 

　　　　　（株）富士通ブックス：共著	 

1994.10.　オフィス環境プランニング　	 

　　　　　情報機器とオフィス環境：担当　	 

　　　　　（株）富士テクノシステム　　　　　	 

1998.5　　ヒューマンインタフェース	 

　　　　　機器と操作環境のデザイン：担当	 

　　　　　（株）オーム社　　	 

2000.10.　ユーザー優先のデザイン設計	 

　　　　　ワークスタイルと情報機器のデザ	 

　　　　　イン：担当	 

　　　　　共立出版株式会社　	 

2001.6　　Webサイトつくり「成功の秘訣」	 

　　　　　　監修・共著	 

　　　　　共立出版株式会社　	 

2005.9　　人にやさしいユニバーサルデザイ	 

　　　　　ン・美しく快適な社会にむけて・	 

　　　　　　共著	 

　　　　　教育図書株式会社	 

2007.5　　人にやさしいユニバーサルデザイ	 

　　　　　ン・改定版・教育図書株式会社	 

	 

	 
千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・デザイン制作	 

1964.　	 　インターホンのデザイン	 

1965.　　	 高速道路非常電話機のデザイン	 

1966.　　	 磁気ディスク装置のデザイン	 

1967. 　　	 データーライターのデザイン	 
　　　　　電子交換機のデザイン	 

1969～84　富士通カレンダーの企画製作	 

1990. 　　	 シグマシステム株式会社	 
　　　　　・シンボルマークのデザイン	 

　　　　　・社名のデザイン	 

2006. 　	 　神奈川大学・人間工学研究室	 
　　　　　ポスターのデザイン　　	 

電子交換機のデザイン	 
（ミニチュア模型）	 
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小林　康人	 

・学術論文	 

1987.6　　新しい道具の出現と人間工学	 

　　　　　（日本人間工学会誌　Vol.23）　

1987.10.　情報機器と使いやすさの考察	 

　　　　　計測自動制御学会・特別企画　　	 

　　　　　（ヒューマンインタフェース）	 

1990.10.　銀行営業店舗におけるハーモナイ	 

　　　　　ズドデザインの展開	 

　　　　　計測自動制御学会・特別企画　　	 

　　　　　（ヒューマンインタフェース）	 

1991.6　　作業システムの人間工学的条件	 

　　　　　	 （日本人間工学会誌	 Vol.27）	 

1991.12.　お客様とそのお客様のためのデザ	 

　　　　　イン（日本人間工学ID部会報）	 

1992.12.　コミュニケーション・デザインと	 

　　　　　その展開（日本人間工学ID部会	 

　　　　　報･ソフトデザインの目指すもの）	 

1994.6　　情報化社会の落とし穴	 

　　　　　（日本人間工学会誌　Vol.30）	 

1995･3　　制御室の人間工学的設計（ISO－TC	 

　　　　　159‐WG8）	 

　　　　	 （日本人間工学会誌ISO	 /TC-159対	 

　　　　　策委員会の歩み）	 

1995.3　　ハーモナイズドデザイン・	 

　　　　　新しい視点からの取り組み	 

　　　　　（アーゴデザイン部会Vol.15）	 

	 	 	 	 	 	 	 　　	 

1995.6　	 日本から発進する・新しい規格　	 

　　　　　（日本人間工学会誌Vol.32）	 

1997.5　	 人間工学国際規格　JIS規格便覧	 

　　　　　（日本人間工学会・国内対策委	 

　　　　　員会）	 

1999.11.	 21世紀におけるワークスタイル　	 

　　　　　の一考察	 

　　　　	 青葉学園短期大学紀要　第24号	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

図:日本よりISOへ提案した「人間工学　	 

　　システム設計」の基本的考え方	 

機器	

環境	 運用	

人間	

著書:Webサイトづくり	 
　　　成功の秘訣	 表紙	 

著書:ヒューマン	 
　インタフェース	 表紙	 

２／４	



57

小林　康人	 ３／４	

・一般誌	 

1986.6　　インナーオフィス：共著	 

　　　　　（デザインニュース　203号）	 

　　　　　日本産業デザイン振興協会　　　	 

1990. 9　	 ＰＯＳのデザイン	 

　　　　	 	 FUJITSU.Vol.42	 富士通社内報	 

1990.10　スペースデザイン考	 

　　　　　ＥＤ（エンバイロメントデザイ　	 

　　　　　ン）No.37	 近代家具出版　　　　	 

1992. 7　	 ビジュアルコミュニケーション・	 

　　　　　デザインの考え方とその活動	 

　　　　　共著　	 

　　　　	 	 FUJITSU.Vol.43	 富士通社内報	 

1992. 3　	 情報化とオフィス・共著	 

　　　　　ＥＤ（エンバイロメントデザイ　	 

　　　　　ン）No.44	 近代家具出版	 

1926～3.　ハーモナイズドデザイン	 

　　　　　技術と経済NO.302-312隔月/6回	 

　　　　　（科学と経済の会）	 

1993. 5	 	 	 	 ヒューマンインタフェースの考え	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 方・共著	 

　　　　　富士通ジャーナルNo.207	 

1993. 9　	 インナーオフィス・未来オフィス	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 のデザイン	 

　　　　　FINIPED-76	 特集：情報と感性－Ⅱ	 

　　　　　情報処理教育助成財団　	 

1994.1　	 新しいデザイン活動とGUIデザイ	 

　　　　	 ン　Sinfonic	 レポートNo.7	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 統計情報開発センター	 

1994.5　	 ヒューマンインタフェースデザイ	 

　　　　	 ンによる金融機関店舗のシステ	 

　　　　	 　ム設計	 

　　　　	 経営システムVol.4	 No.2	 

　　　　	 日本経営協会	 

1996.2　	 マルチメディアがオフィスを変	 

　　　　	 える「オフィスはパソコンの中　	 

　　　　　にある」	 

　　　　	 OFFICing	 No.7	 松下電工	 

1996.5　	 生活者のためのマルチメディア	 

　　　　　情報サービス：共著	 

　　　　	 FUJITSU.Vol.47	 富士通社内報　	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

著書:ユニバーサル	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 デザイン　表紙	 

インナーオフィス（コンピュータの中
のオフィス）と新しいデスク（模型）	 
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小林　康人	 ４／４	

・外部講師と講演	 

1986.	 　　OAオフィスとスペースデザイン	 

　　　　　主催:日刊工業新聞　　	 

1987.	 	 	 　使いやすさとGB/BB　	 

　　　　　主催:日本人間工学会ID部会　	 

1987. 　　	 情報機器の使いやすさ	 
　　　　　主催:ヒューマンインタフェース　	 

　　　　　学会	 

1988. 　　	 情報機器と人間工学	 
　　　　　主催:日本人間工学会第29回大会	 

1989. 　　	 オフィスアメニティ	 
　　　　　主催:生理人類学会	 

1990. 　　	 情報機器の新しいトレンドとデザ	 
　　　　　イン技術　依頼:企業経営研究所	 

1992. 11	 　コミュニケーションデザイン	 
　　　　　主催：日本人間工学会	 

1993.10　	 マルチメディア総合基礎研修	 

　　　　	 「人間工学とデザイン」：担当	 

　　　　　依頼:マルチメディアソフト協会	 

1994. 1	 　	 情報化社会の落とし穴	 
　　　　　主催:日本人間工学会	 

1994. 2	 　	 21世紀の情報社会	 
　　　　　依頼:神奈川県リカレント教育	 

1995. 1	 　	 マルチメディア社会の展望・講演	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 依頼:長岡市企業振興課	 

1996.1　　マルチメディアとデザイン・　　	 

	 	 	 	 	 	 	 　	 21世紀への展望	 

　　　　　依頼:川崎市企業振興課　　　　	 

1996.2　　生活情報化とデザイン・講演	 

　　　　　依頼:神奈川県中小企業センター	 

1996.3　　情報機器における安全性への取	 

　　　　　組・講演	 

　　　　　主催:日本人間工学会	 

1996.3　　富士通のヒューマン	 

　　　　　　　　インタフェースの取組　	 

　　　　　依頼:富士テクノシステム	 

1997.2　　地域情報化とデザイン・講演	 

　　　　　依頼:島根県山陰経済経営研究所	 

1997.8　　企業戦略に基づいたデザイン研	 

　　　　　究所の取組　	 

　　　　　主催:日本テクノセンター	 

1998.6　　ヒューマンインタフェースの　	 

　　　　　来（シンポジューム）	 

　　　　　主催:日本学術会議	 

2000.10	 　今ワークスタイルが変わる	 

　　　　　・講演	 

　　　　　主催:神奈川県中小企業経営セン	 

　　　　　タ、神奈川デザイン機構	 

2001.12	 　Webサイトつくりの秘訣	 

　　　　　主催:日本テクノセンター	 

2006.9　　ユニバーサルデザイン・講演	 

　　　　　依頼:川崎ロータリークラブ	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

企業内デザイン誌	 
掲載ページ	 

科学
技術	 人  間	

人間のための　　　　　　　ギ
ヤチェンジが必要	

ユニバーサル　
デザインの視点	

安全
設計	

科学技術 
の特性	

人間の　　
特性	

様々な　
ユーザ	

様々な
道具	

インタ
フェース	

講演:ユニバーサルデザイン	 
　　　説明資料	 
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イメージ	 パースペクティブ	 デザイン	 1979	 
美術出版社	 

中国　湖南大学セミナー公式報告書	 
(吉岡道隆と共著）1983	 

■主な著作	 

D

(JICA)

A4 260

永田　喬	 
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永田　喬	 

訳書	 アメリカの機械時代	 1918-1941	 
1988	 鹿島出版会	 

訳書	 現代アメリカ・デザイン史
1991	 岩崎美術社 

訳書	 アート、デザイン、ヴィジュアル・
カルチャー	 2002	 アグネ承風社（菅靖子 
と共訳） 

1986 10

2

362

2

American Design Ethic (1983) 
413 A5 232
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佐藤　中信	 
SATOU	 Nakanobu	 
長野県立松本深志高等学校	 
大学11回生（63.3卒）	 
	 
浅野スレート(株);業界新聞･雑誌
広告デザイン、カタログ・カレン
ダーデザイン。(株)開成学習研究
所;社内広報･教材開発を経て、	 
80.4　フリーイラストレーター。	 
	 
NHK出版、婦人生活社、日本文芸社、
経営実務出版、海南書房、泰光堂、
学研、サンエス技研など、雑誌・
書籍のイラスト多数。	 
	 
面白キャラクターの制作、	 au携帯
「待受画像」、「おもしろキャラ
駄館」ブログ、自作落語・漫才な
どのWeb寄席「おたのしみ寄席やじ
うま亭」を展開。	 
詳細はホームページ「ぎゃらりー
徒然庵」に掲載。	 
http://
members3.jcom.home.ne.jp/
omoshiroya/gallery.html	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

浅野スレート社	 
‘65カレンダーイラスト	 

(ビジネス実務書から)	 
株取引の話	 

NHKきょうの健康カット	 

NHKきょうの健康カット	 NHKきょうの健康カット	 

(ビジネス実務書から)	 
ビジネスと効率	 

(NHKきょうの健康から)	 
太り過ぎの原因	 
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佐藤　中信	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

(NHKきょうの健康から) 
脳と心臓の関係	 

NHKきょうの健康カット	 

(NHKきょうの健康から) 
心臓のメンテナンスを	 	 

(NHKきょうの健康から)	 
C型肝炎ウイルス	 	 

(NHKきょうの健康から)	 
医師と患者の信頼関係を	 	 

(防災グッズキャラクター)	 
犬のおまわりさん	 	 

(ビジネス実務書から)	 
ビジネスマナー	 	 

‘98二科展デザイン部	 
特別テーマ入選	 
備蓄米「たくわえくん」	 

のキャラクター	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

au携帯「待受けプロダクション」	 
待受け画像	 

UP-SOLD	 インターネット	 
ショップ出品	 

au携帯「デコフラ待受け	 
ヒット10」デコメ画像	 

au携帯「待受けプロダクション」	 
待受け画像	 

au携帯「待受けプロダクション」	 
待受け画像	 

au携帯「デコフラ待受け	 
ヒット10」デコメ画像	 

au携帯「デコフラ待受け	 
ヒット10」デコメ画像	 

漫画	 
第19回凡展出展	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「噴火する火山」	 
	 CG絵画　第14回凡展出展	 

「月下満開」	 
	 CG写真　第14回凡展出展	 

「台風近し」	 
	 CG写真	 

「月下美人」	 
	 CG写真	 

「おぼろ月夜」	 
	 CG写真	 

第4回茨城カートゥーン	 
漫画大賞　奨励賞	 

季刊誌「わたしのここから」	 
表紙イラスト’08秋号	 

提案	 
視界良好観光タクシー	 
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鈴木　成治	 

鈴木　成治	 
SUZUKI	 Shigegi	 
静岡県立浜松北高等学校	 
大学11回生（1963.3卒）	 
	 
63.4	 鐘淵紡績株式会社入社	 
　　	 意匠研究所配属	 
65.7〜66.1	 ナイロビ駐在員(1年

6ヶ月）	 
73	 	 	 ファッション情報開発課長	 
85	 	 	 株式会社カネボウファッシ	 
	 	 	 	 	 ョン研究所取締役	 
05.10	 同上取締役退任	 

94.4〜07.3	 日本女子大学非常勤	 
	 	 	 	 	 講師（家政学部被服学科）	 

01.4〜09.3 共立女子大学非常勤	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 講師（家政学部被服学

科）	 

	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

シルクネクタイ　1969	 
　国内向、ドレス用（水玉変形

ボーダー）デザインであったが、

ネクタイ用として採用された。	 

シルクスカーフ　1970	 
クリスチャン・ディオール	 

　デザインは日本で制作し、パリディオール社で

採用された。この年のディオール社のスカーフの中

で、ベストセラーになった。	

　工業意匠学科では平面デザイン専攻。  これからの社

会は「女性の時代」になると考え、女性のためのデザイン

をテーマにしようと志した。 卒業後、鐘淵紡績株式会社

に入社。 テキスタイルデザイン(服地デザイン）制作を行

う。	

	

１／２	 
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鈴木　成治	 
	 

２／２	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

　 1960年代は、日本の既製服産業はまだ発展途上であり、流行は衣服

のスタイルでなく、主に服地の柄、プリントデザインによって形成さ

れていた。このころ、鐘紡は合成繊維の事業化を機に、プリントを世

界的規模に拡販することを目指し、世界各地（パリ、ニューヨーク、香港、

シドニー、ナイロビ）に情報拠点を設置、デザイナーを駐在員として派遣した。	

デザイン画 ｢ブーケ」 

1969	 

　1970年代、団塊世代の女性の社会進出が本格

化し、いよいよ女性の時代が到来、日本の既製

服産業も一気に開花する。そのためファション

業界に商品企画の前提となるトレンド情報の

ニーズが高まった。	 

　こうした潮流の下、1980年、新たに独立採算

の関連会社「鐘紡ファッション研究所」を立ち

上げた。	 

　デザインを中核にしながら、ライフスタイル

分析をベースにした「トレンド情報販売」、商

品企画をベースにした「ビジネス提案」など、

あらゆる角度からソフトウエアビジネス化に挑

戦した。鐘紡はもとより、産地、業界、異業種、

海外では台湾、韓国、中国などに対し、ファッ

ショントレンド情報、ファッション企画、ブラ

ンドビジネス、スペシャリスト育成、会員制情

報サービスなどを積極的に展開した。	 

「竹」 （シルク地プリント）　1964	 

「花園」シルクプリント　1970	 

繊維意匠コンクール（財）日本繊維意匠センター主催　銅賞受賞。	
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寺澤　勉	 

寺澤　勉	 
TERAZAWA	 Tsutomu	 
神奈川県立湘南高等学校	 
大学短２回生（1963.3卒）	 
	 
67	 千葉大学教務員	 
70	 千葉大学助手	 
67	 東京工業大学工学部建築学科清家	 
	 	 	 清研究室に内地留学	 
87	 拓殖大学助教授（工学部工業デザ	 
	 	 	 イン学科）	 

98  同大学教授（工学研究科、工学部）	
99	 	 博士（工学）千葉大学	 

01	 	 拓殖大学工学部工業デザイン学科 
	 	 	 	 	 	 学科長	 

08	 	 拓殖大学名誉教授 
10  現在、日本デザイン学会名誉会員、 
　	 	 	 日本展示学会会員、日本ミュー

ジ 
　	 	 	 アムマネージメント協会理事、

日 
　	 	 	 本ディスプレイデザイン協会理

事 
　	 	 	 を経て参与、東京モーター

ショー 
　	 	 	 企画グループ委員	 
	 	 	 	 千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

第36回　東京モーターショー（商用
車）中央ゲート	 & モニュメント　2002	 

	 「東京モーターショー」会場計画	 	 	 The Exhibition Site Planning of TOKYO 
MOTOR SHOW  	 

第35回　東京モーターショー（乗用車・二輪車）北２ゲート　2001	 

第37回　東京モーターショー（乗用車・二輪
車）北２ゲート　2003	 

１／５	
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寺澤　勉	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

第38回　東京モーターショー（商用車）	 

中央ゲート　2004	 

 「東京モーターショー」 会場計画 （ゲートデザインを中心に）	

　&	 その他、公共作品＋論文・著書	 

	 

　東京モーターショー（以下、ＴＭＳ）は、世界の自動車に関する最

新の製品と関係情報を一般に公開する「国際展示会」である。 
　その歴史をたどると1954（昭和29）年に日比谷公園で第１回を開催、

第５回に後楽園（1958年）に会場を移し、第６回から27回（1987年）

まで東京・晴海の国際見本市会場で22回（28年間）開催された。その

後、1989年に新設された「幕張メッセ」を会場に第28回から2009年の

第41回まで14回（20年間）開催。戦後の展示会の中でも集客力と内容

の充実において実績が認められている「展示会」のひとつである。	 

　私（寺澤）は、第９回（1962年）当時、千葉大学に在籍の森崇先生

がＴＭＳ主催者の立場で会場計画を担当しておられた関係で、その設

計アシスタントとしてお手伝い（学生アルバイト）をした。それを契

機に晴海会場と幕張メッセでのＴＭＳを体験、現在（2010年）まで、

ほぼ48年間、会場全体の企画とプランニングと実施設計を担当してい

る。 
　その間、日本の自動車産業は著しい経済の発展とともに成長した。

ＴＭＳもそれと歩調を合わせて、世界の５大モーターショーに数えら

れる展示会に成長した。入場者数でいえば	 約２週間の会期中100万人
以上があり、パリサロンと並んで「人気のある自動ショー」である。	 

　会場計画の主な内容は、出品面積の調整と小間割、会場全体のイ

メージづくり（ポスターデザインやサインの基本プラン等）やゲート

のメージづくり、会場施設とサイン等の実施デザインなどである。 
　ここではＴＭＳゲートデザインの2001年以降の変遷とその他の私の

作品（写真）、論文・著書（リスト）を紹介する。	 

　第39回　東京モーターショー（乗用車・二輪車）	 

　北１ゲート　2005	 

２／５	
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寺澤　勉	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

第40回　東京モーターショー(総合ショー)オブジエ	 	 2007	 

第40回　東京モーターショー(総合ショ	 
ー)　北１ゲート	 2007	 

第41回　東京モーターショー(総合ショー）中央ゲート	 2009	 

東京国際見本市ブースデザイン（DD奨励賞）

第13回東京モーターショー予告	 	 1965	 
大阪国際見本市ブースデザイン（DD奨励

賞） 第15回東京モーターショー予告 1967	

３／５	
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寺澤　勉	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「東京・秋葉原中央通り修景事業

モールリフレシュ・計画」	

デザインコンペ最優秀賞（実施設

計・施工図面・官庁折衝） 秋葉原

電気街振興会、1986～1995	

寺澤勉・山本武人・高間豊・小椋勇記

夫（共同制作）	 

東京国際 グッドリビングショー

「会	

場デザイン」  1976	
寺澤勉・前田高裕・三村昌弘・今田

博（共同制作）	 

「横浜東邦病院サイン計画」　

＆「老人保健施設“すこや

か”インテリア・エクステ

リア色彩実施計画」	 

寺澤勉・宮河良昭・中西理恵

（協力）	 

４／５	
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寺澤　勉	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

著書／	 ・「ディスプレイ小辞典」ダヴィッド社（共著）	 1981	 

　　　	 	 ・「展示学事典」ぎょうせい（共著）	 1996	 

　　　	 	 ・「ディスプレイの世界」六燿社（共著）	 1997	 

　　　	 	 ・「環境デザイン・ベスト・ライブ」グラフィック社（共著）2005	 

　　　	 	 ・「ディスプレイ」鹿島出版会（共著）	 2010	 	 	 など	 

「東京国際照明デザインコンペ　佳作賞」 
Lighting  System  for  Safety  ＝	 山際照明造形
美術振興会	 	 1975	 

イタリア雑誌「domus」に掲載される。	 
寺澤勉・宮河良昭・前田高裕・枠田進	 （共同制作）	 

---------------------------------------------------------------------------------------------------	 
　論文／	 ・「東京モーターショー会場計画のソフトコントロールの要件と	 

　　　　　　構造」学位論文（千葉大学）、1999	 

　　　	 　・「日本デザイン学会」や「日本展示学会」等の学会論文など	 

卒業制作＝MOTEL（自動車旅行者のため

の宿泊施設)  1963	 

東京国際見本市ブースデザイン	

 DDA奨励賞　「東京モーターショ	

ー予告」　1964	 

５／５	
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宮崎　紀郎	 １／４	

宮崎　紀郎	 
MIYAZAKI	 Michio	 

静岡県立浜松北高等学校	 

大学11回生（63.3卒） 

博士（学術）（97.3千葉大学）	 

	 

63.4	 キヤノンカメラ（株）営業	 	 

	 	 	 	 	 部宣伝課デザイナー	 

66.8	 千葉大学助手（工学部工業	 

	 	 	 	 	 意匠学科）	 

97.7	 教授	 

06.3	 千葉大学定年退職	 

06.4～11.3	 千葉大学グランフェ	 

	 	 	 	 	 ロー	 

10.4	 千葉大学名誉教授	 

	 

06～	 日本デザイン学会名誉会員	

06～  JPC（Japan Packaging  
         Competition）審査委員長	

82.4〜09.9	 東京電機大学非常勤	 

	 	 	 	 	 講師（工学部建築学科）	 

	 

趣味：囲碁、競馬、読書。	 

モットー：敷衍して考える。	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

キヤノーラ新聞広告デザイン監修	 
（制作ライトパブリシティ）1965	 
Advertisement of Canon Canola for Newspaper 1965 

35ミリハーフサイズカメラ“デミ” 
リーフレット	 1966	 
35mm Half Size Camera “Canon 
DEMI” Leaflet 1966	 	 

35ミリハーフサイズカメラ“DIAL35”パンフレット	 1965	 
35mm Half Size Camera “Canon DIAL35”Pamphlet 1965	 	 
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横浜博覧会トイレピクトグラム（東陶機器、大広）1989	 
Pictogram for Yokohama EXPO 1989 

金融庁シンボルマーク	 2000	 
Symbolmark for Japan Financial 
Services Agency 2000	 	 

新聞レイアウト提案　1992	 
A Proposal For Newspaper 
Top Page 1992	 	 

千葉県がんセンターシンボルマーク	 1996	 	 
Symbolmark for Chiba Cancer Center 1996 

千葉大学名誉教授章	 1992	 
Badge for Professor Emeritus 
Chiba University 1992 

宮崎　紀郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	



74

３／４	

丸ゴシック体｢アルファ」書体デザイン	 1988	 
Font Design 1988 

画面ディスプレイ用ユニバーサルデザインフォント	 2007	 
Universal Design Font for Display 2007 

千葉大学看護学部バッジ	 1975	 
Badge for School of Nursing 
Chiba University 1975 

千葉大学ユニオンシンボルマークデザイン	 2004	 
Symbolmark for Chiba University Union 2004 

宮崎　紀郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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・研究論文・著書	 

1992.3　　新聞文字の読み取り量とイメー	 

　　　　　ジ（日本デザイン学会誌	 No.90）	 

1996.5　　モノクロ写真を使用した雑誌広	 

　　　　　告が与えるイメージ（同上）	 

1997.1　　The Effects of Colorizing  
　　　　　and Positioning Pictures in 　	 

　　　　　the Newspaper Layout on its 　	 

　　　　　Image/Bulletin ofJSSD,Vol.43, 
                  No.5 
2002.1　　日本と台湾の新聞広告イメージ	 

　　　　　比較(JSSD,	 Vol.48,No.5）	 

1993.4　　｢インダストリアルデザイン」	 

　　　　　CIの章担当（朝倉書店・共著）	 

2003.10　「デザイン事典」出版デザイン　	 

　　　　　の項目担当（朝倉書店・共著）	 

	 

・海外講演	 
1994.5　　台湾における「1994広告デザイ	 
　　　　　ンシンポジューム」招待講演	 

1998.9　　SND世界デザイン会議フィラデ	 
　　　　　ルフィア大会招待講演	 

1999.3　　｢21世紀へ向けての視覚伝達デ	 
　　　　　ザイン」招待講演（台湾）	 
2000.1　　｢現代漢字デザイン及びデジタ	 

　　　　　ル化技術」招待講演（台湾）	 

SND世界デザイン会議	 
フィラデルフィア大会	 
招待講演　1998	 
Guest Speaker of 
SND (Society for News 
Design) World Design 
Congress in Philadelphia 
1998 

Exempla’81	 伝統文化の漆	 企画・展示 
デザイン	 (於ミュンヘン)	 1981	 
Sondershau Japan Display Design 1981 

｢21世紀へ向けての視覚伝達デザイン」	 
招待講演（台湾）1999	 
Design Congress in Taiwan 1999 

宮崎　紀郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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大津　豊 
OTU	 Yutaka	 

山口県立岩国高等学校	 

大学12回生（64.3卒）	 

	 

64.4	 シチズン時計株式会社入社	 

　　	 技術部	 

65.11シチズン商事株式会社	 

　　	 デザイン室	 

86.5	 シチズン時計株式会社	 

　　	 生産性本部ライフデザイン	 

　　	 センター	 

01〜05	 雇用能力開発機構神奈川	 

　　	 　センター	 

	 

趣味：ダンススポーツ	 

	 

	 

シチズン電動レジスター	 

CR-31S 1964 
Citizen Electric Cash Register CR-31S 

シチズン電動レジスター	 

CR-Seven 1967 
Citizen Electric Cash Register CR-Seven 

　当時の事務機器は、そろばん、手動計

算機、手動タイプライター、和文タイプ

ライターなど、手動が主であったが、ア

メリカで電動式が誕生すると、シチズン

は多角経営化事業の一つとして参入した。

新人に量産モデルデザインを担当させる

ほど開発競争は激しく、木型モデル承認

後の金型手配用図面を一夜で仕上げなけ

ればならないほどであった。	 

　電動レジスターは、電動加算器をキャッ

シュボックスに合体させた構造で、小規模

商店を対象とした廉価モデルとして日米

欧で販売。	 

大津　豊	 １／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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大津　豊	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

　	

シチズン液晶ポケット	 

テレビ	 03TA-0J 1983 
Citizen Liquid Crystal Display 
Pocket Television 03TA-0J 

シチズン液晶ポケット	 

テレビ 06TA-0J 1985 
Citizen Liquid Crystal Display 
Pocket Television 06TA-0J 

　ウォッチメーカーが液晶デジタルウォッチ技術の

応用製品として、液晶テレビの開発を競ったモデル

群の一部。小型軽量省電のために、「バックライト

無し」とし、「外光」で透過した映像をミラーに映

して見るという独特の構造。主に日米で販売。	 

　ネーミングも含めて担当したペーパーバックサ

イズのカラーテレビ。バックライト内蔵型のため、 
容積の半分は乾電池とバックライトが占めている。	 

　今日隆盛を極めている大型液晶テレビと基本的

な技術は同じで、当時の技術者は１メートルサイ

ズの大型液晶テレビの登場を予言していた。	 

シチズン液晶カラー	

テレビ 「ブックビジョン」 

05TA-0J  1986 
Citizen Liquid Crystal 
Display Color Television 
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宮崎　清 
MIYAZAKI Ｋｉｙｏｓｈｉ	
大学13回生（65.3卒）	 
修士課程１回生（67.3修了）	
67.4	 千葉大学工業意匠学科助手 
85.9	 同助教授、91.3	 同教授	 
96.4	 千葉大学評議員(～05.3)	 
02.4	 千葉大学工学部長(～05.3)	 
04.4	 国立大学法人千葉大学理事	 
　　	 ・副学長(～08.3)	 
06.12千葉大学地域観光創造セン	 
　　	 ター長(～08.3)	 
08.4	 放送大学特任教授・千葉学	 
　　	 習センター所長	 
　　	 千葉大学名誉教授	 
　　	 千葉大学グランドフェロー	 
85.3	 工学博士（東京大学）	
共立女子大学、東北工業大学、筑
波大学大学院、県立会津大学、農
業者大学校非常勤講師	 
68.5	 日本デザイン学会正会員	 
97.4	 同会長（01.3まで)	 
01.4	 同特設理事・監査（～現在）	 
74.4～日本生活学会正会員	 
94.4～日本道具学会正会員	 
96.4～日本工学教育協会会員	 
05.4～日中科学技術交流協会会員	 

■　主な著書	 

・漆椀の再発見　1989　	 

・陶磁器の再発見	 1991	 

・伝統的工芸品のグランドデザイン百箇	 

　条	 1992　	 

・伝統的工芸品のグランドデザイン	 

	 	 1996	 

　	 	 	 	 以上、伝統的工芸品産業振興協会　	 

・インダストリアル・デザイン	 1993	 

・環境をデザインする　1997	 

・デザイン事典　2001　	 

　　　　　　　　　　　以上、朝倉書店　　　　	 

・現代デザインを学ぶ人のために	 

　世界思想社	 1996	 

・日本民俗辞典　吉川弘文堂	 	 2000	 

・藁Ⅰ・Ⅱ　1985	 

・図説藁の文化　1995	 

・韓国の藁と草の文化　1999	 

	 	 	 	 	 	 　　　　　以上、法政大学出版局	 

・わら加工　農文協　2005	 

・｢ワラの文化」考　三州足助屋敷	 

	 	 1989	 

・Encyclopedia	 of	 Vernacular	 

　Architecture	 of	 the	 World,	 

　Blackwell	 Publishers,	 Oxford,	 1997	 

・デザインを地域の活力に	 	 1996　	 

・ひと・くらし・みのり	 	 2000	 

	 	 水巡郷　2001	 

　以上、関東広域圏産業活性化センター	 

・藁のちから　遠野市立博物館　1999	 

・日本民俗小辞典　吉川弘文堂	 	 2002	 

・生活の創造　千葉県商工会議所	 	 2009	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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■　主な論文	 
・日本における生活空間構成とワラの文	 

　	 化に関する基礎的研究（博士論文）、	 

　東京大学、1985 
・	 ｢文化」としてのデザイン、デザイン	 

　学研究59号、1987	 

・大漁祝着「万祝」の図像解析、デザイン	

　学研究65号、1988	 

・地域社会における「適性デザイン」概念	

	 	 	 	 の検討、デザイン学研究66号、1988	 

・初期風俗画にみられる看板意匠、デザ	 

	 	 イン学研究69号、1988	 

・台湾における工芸文化の生成過程と現 
    代的課題、デザイン学研究69号、1989	 

・椀を事例とした物質文化研究の視座と	 

　領域、デザイン学研究72号、1989	 

・前田正名にみる「内発的」地域開発理	 

	 	 念、デザイン学研究77号、1990	 

　	

・内発的地域振興の視座と過程、デザイ	 

	 	 ン学研究40巻3号、1993	 

・設計(Design)與地方振興―以人心之精	 

　華建設地方、台湾手工業49号、1994	 

・台湾における地域文化の再生としての	 

　｢社区総体営造｣の展開、デザイン学研	 

　究43巻1号、1996	 

・	 CLOTHING	 MATERIALS	 IN	 THE	 NOVEL	 

	 	 OF	 THE	 DREAM	 OF	 THE	 RED	 CHAMBER、	 	 

	 	 ５TH	 ASIAN	 DESIGN	 CONFERENCE、2001	 

・地域資源活用に基づく「ベトナム伝統工	

    芸村」設立計画、デザイン学研究  48巻	 

　3号、2001	 

・IMPLEMENTING	 COMMUNITY	 EMPOWERMENT	 

	 	 FOR	 POST-EARTHQUAKE	 COMMUNITY、THE	 

	 	 SCIENCE	 OF	 DESIGN、Vol55、No5、2009	 

・洛陽地域における唐三彩制作技術の形	 

	 	 成と変容、デザイン学研究第56巻第2号、	 

　2009　　　　　　上記のほか論文多数	 

■　受賞	
66.10	 国際自転車デザインコンクール	 

	 	 	 	 	 	 特選３席　関西自転車産業協会　	 

68.12	 幼児用家具セット入選	 

　　　国際幼児家具コンペ	 

76.10	 Internationalen Handwerksmesse 
　　　Munchen、EXEMPLA’76 
	 	 	 	 　最高栄誉賞	 

84.12	 日本生活学会研究奨励賞	 

88.10	 日本デザイン学会賞	 

88.11	 福島県建築文化賞	 

89.10	 國井喜太郎産業工芸賞	 

99.	 5	 ドイツ国際コンペ・In	 Between	 

	 	 	 	 	 	 特別賞	 

99.10	 亜太編織藝術節工藝交流展	 	 

	 	 	 	 	 	 特別貢献奨	 

99.11	 日本デザイン学会特賞	 

00.11	 通商産業大臣賞	 

04.10	 Jiangsu Industrial Design Award 
	 	 	 	 	 	 2004	 江蘇省工業設計学術論壇曁	 

	 	 	 	 	 	 優秀設計評選	 優秀学術奨	 

05.	 3	 新潟県高柳町	 特別表彰	 

06.11	 中国江南大学設計科学與文化	 

	 	 	 	 	 	 研究所　特別貢献奨	 

06.	 7	 勝美勝賞	 

08.11	 三島町名誉町民	 
　　　　　　　　	 上記のほか受賞多数	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

宮崎　清	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■　地域振興活動	 

・1967年より、地域に伝えられてきた生

活文化・理念を地域振興デザインに活か

していく	 Design  Survey	 を行い、地域の
人びとと協働して内発的地域振興活動を

展開してきました。そのなかで、国指定

の伝統的工芸品が生誕しました。　	 

・経済産業大臣指定伝統的工芸品の生誕	 

　福島県三島町編組	 

・国内外で藁の文化再興運動を提唱。野に

出て地域の生活を学ぶ	 	 Design Surveyの
なかで、かけがえのないアジア圏の地域資

源である藁の生活文化再興運動を提唱・実

践してきました。　	 

・国内外の	 Design	 Surveyに基づく地域

振興活動の実践事例を展示紹介し、アジ

ア圏における生活文化デザインの振興を

図ってきました。そのなかで、「社区総

体営造」（台湾）、「アジアデザイン文

化学会」などが生誕しました。	 
・経済産業大臣指定伝統的工芸品の生誕	 

　新潟県山北地区科布	 

宮崎　清	 
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■　主な社会的活動歴	 

　【大学・研究関係】	

　中国湖南大学名誉教授　中国江南大学名誉教授	

　中国華東大学客座教授　台湾雲林科大学客座教授	

　台湾実践大学客座教授　帝京平成大学客員教授	

　中華人民共和国国家教育委員会招聘講師	

　国立民族学博物館　共同研究員	

  【国関係】	

　経済産業省伝統的工芸品審議会　委員	

　同省２１世紀伝統的工芸品産業検討委員会　委員長	

　国土庁過疎地域問題調査会　委員	

　文部科学省文化審議会　専門委員	

　学位授与機構大学評価委員会　委員	

　【自治体関係】	

　千葉県デザイン産業振興委員会　委員長	

　幕張インターナショナルスクール 評議員・理事	

　千葉県三番瀬保護マーク・標語選考委員会 委員	

　佐原市ＣＩ計画策定委員会　委員長	

　奈良市ならまち工芸工房整備研究会　委員長 	

　山梨県工業試験場運営委員会　委員	

　福岡市新作博多織・博多人形展審査会　委員長	

  【民間関係】 
　環太平洋デザイン交流推進委員会　委員	

　UNIDO	 Chief	 Technical	 Advisor	 

	 INDUSTRIAL	 DESIGN	 SUMMER	 SEMINAR	 CPTC  講師	

　　　　　　　　　　　　　　　　上記のほか委員会活動多数	

■　主な海外招待講演	 

94	 設計（Design）輿地方振興―以人心之精華建設	 

	 	 	 地方	 	 無錫軽工業学院	 

94	 21世紀的設計理念　中国工業設計協会	 

94	 日本地方産業振興的政策輿施行　台湾国務院	 

95	 社区総体営造	 台湾行政院文化建設委員会	 

98	 従｢伝統地方工芸品産業｣試論「産業文化化・文化 
     産業化」国際社区美学研究会  台北国際会議中心	

02	 伝統造形文化的継承與創新　地方工芸産業	 

	 	 	 営運行鎖策略国際検討会　台北	 

05	 生活形態與創造設計　台湾経済部工業局創	 

	 	 	 造型生活産業発展計画国際検討会　台北	 

06	 生活工藝設計的意義　中国湖南大学	 

07	 Regional	 Development	 Design	 Based	 on	 

	 　Traditional	 Resources　中国同済大学	 

11	 伝統造形文化與自然環境保全　台湾嘉義亜州社	 

	 	 	 区総体営造国際検討会　台湾嘉義文化中心	 

台湾手工業研究所市民広場に藁モニュメントを設置	

宮崎　清	 
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私は、｢手汗想創」(私の造語：手に

いっぱい汗をかくほどに、一所懸命、

さまざまなこと・ひとに想いをめぐ

らし、そして、創る）の思いを、こ

れからも大切にしていきたいと思っ

ています。	 

５／５	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

　　　　　　　　　	

■　デザインについての所感──学んできたこと	

｢われわれは、工業の大規模な

humanizationを図るべきではないか｣	 

工芸から工業設計(インダストリアル

デザイン)へ、『建築雑誌』	 1949	 

	

｢人間の作り出した文明である以上、飽く

までも人間のために奉仕するものでなけ

ればならない」　　『デザイン』 1965	 
	 
これらの小池先生のメッセージは、モ
リスにも繋がっていました。	 

   The condition of life and death  in the  
  heart of nations are also the condition  
  of life and death  in artists own.　 
                                      William Morris 
また、「意匠人心之華也」の格言にも繋

がっていました。	 

恩師・小池新二先生。写真は、工業意

匠学科における最終講義（撮影：宮崎

紀郎氏)。右は名著『汎美計画』。	 

	 

小池先生が千葉大学を去られた1967年

に当時の意匠論・意匠史研究室助手と

なり、爾来41年、終始、小池先生が遺

されたメッセージを大切にしてきまし

た。	 

	 

  ｢工藝の本質は飽くまでも『用』にあ
る。材料や技術の進歩だけで工藝が發

達するわけではない。　そこには『生

活』に對する、科学的検討、分析と綜

合がなければならない｣　	 	 工芸家２

－ラッセルライト、『工芸ニュース』

1948	

宮崎　清	 
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石川　重遠	 １／４	

石川　重遠	 
ISHIKAWA	 Shigetoh	 

新潟県立佐渡高等学校	 

大学短5回生（66.3卒）	 
博士（学術）（03.2千葉大学） 

	 

65.4（株）プラン＆コピー　	 	 

	 	 	 	 	 デザイナー	 

66.6	 フリーランスデザイナー・	 

　	 　イラストレーター	 

72.4	 千葉大学教務員(工業短期 
　　　  大学部工業意匠科)	 
86.7	 千葉大学助手(工学部工業	 

　　	 意匠学科)	 

89.6	 筑波技術短期大学大学	 

　　	 助教授−教授(デザイン学科)	 

05.10筑波技術大学教授	 

09.3	 筑波技術大学定年退職	 

09.6	 筑波技術大学名誉教授	 

 
日本デザイン学会会員 
日本国際児童図書評議会会員 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

第18回日宣美展	 入選	 1968	 
JAAC 18th EXHIBITION 1968 

■TDK雑誌広告イラストレーション	 1976	  Magazine Advertising Illustrations 1976	 	 

第17回日宣美展	 準入選	 1967	 
JAAC 17th EXHIBITION 1967 

■公募展	 
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■雑誌表紙イラストレーション	

　 専門料理　1981〜1983 
    Magazine Cover Illustration 
    1981~1983	

石川　重遠	 
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・みえる	 みえる　八木田宣子著	 
　文化出版局	 1971 
・キリンはどこからくるの	 

　福音館書店	 1972 
・かくれんぼ	 文化出版局	 1972 
・だれのぼーる	 文化出版局	 1972 
・にじのくに	 文化出版局	 1973 
・にじます	 福音館書店	 	 1976 
・ひっこし	 福音館書店	 	 1977 
・のりものあれあれ絵本	 

　文化出版局	 1979 
　1.じどうしゃ	 

　2.でんしゃ	 きしゃ	 

　3.ひこうき	 

　4.ふね	 

・Baby’s Food For Good Health, 
    Asian Cultural Centre for Unesco, 
   1984 
	 
　 
 

■絵本	 Picture Books	 
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■研究論文	 

　Papers・Thesis 
	 

1995.4　書体「ファット・フェイス」出現	 
　　　　	 の要因　	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 Factors Leading to Appearance 
　　         of Fat-Face Type 
1997.4　書体「ファット・フェイス」の 
　　　　	 形態形成  
　　　　 The Making of Form of Fat-Face 　 
2002.1　イギリスにおける印刷ビラと見出	 
　　　　	 し書体ー1477年から1871年までの	 

　　　　	 変遷	 

　　　　  Printed Bills and their Display 
                 Typefaces in England ーTheir 
                 Changes from 1477 to 1871	 
2003.2　欧文書体「ファット・フェイス」	 
　　　　	 の形成過程と出現の背景（学位	 

　　　　	 論文）博士(学術)(千葉大学)	 

                The Forming Process of Fat-Face 
                Type and The Background of Its 
                 Appearance 	 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

第４回国際毒科学会会議	 1986 
Symbol Mark Design  1986 

第13回国際テレコミュ	 

ニケーションズエナジー	 

会議	 1991 
Poster Design  1991 

■グラフィックデザイン	 

    Graphic Design	 
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安井	 敏	 

安井	 敏	 
YASUI	 Satoshi	 

名古屋商科大学付属高等学校�
大学短６回生（67.3卒）	 

�
67〜71	 石川ゼミ専攻課程�
71〜77	 大学教務補佐員�
77〜91	 王子職業技術専門校講師�
86〜95（株）グローブス役員�
96〜	 	 （株）BING	 INC代表�
07〜09（株）良品計画企画デザイン�
        室長�
�
受賞�
68　日本自転車デザインコンクール�
　　特選一席�
73　グッドデザイン賞（自転車）	 

78　毎日ID賞特選三席（子供乗り物）�
91�グッドデザイン賞（自転車）	 
04�グッドデザイン賞（紙管ユニット）	
05�iF design award gold prize�
   （紙管ユニット）�

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

	 再生紙を使った紙管は、古今東西、幅広い用途に

使われて来ました。軽く、丈夫で、安価、環境適合

性等、その素材特性は他に類を見ません。	 

　紙管は従来、全て丸管で作られて来ましたが、こ

の製品は40x40mm角管を採用することで、今までに

ない実用性能を得ました。	 

　収納棚、パーテーション、ワゴン、テーブル、ベ

ンチ、ベッド台、ペットの家等。寸法をかえたり、

色を塗ったり、カスタマイズも自在です。これらは、

丸管では問題にならなかった、温度、湿度に拠る捻

れの解消という生産技術の成果で実現出来たもので

す。	 

2004 グッドデザイン賞受賞 
2005 iF design award gold受賞	 

無印良品　角紙管ユニット 

Square paper tube Unit System	 

１／２	 
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無印良品　角紙管ユニット 

Square paper tube Unit System	 Paper tube, made by recycled 
paper, has been used widely and 
globally. Paper tube whose 
characteristics are light, strong, 
reasonable price and 
environmentally friendly is quite rare 
and precious.  
Normally paper tube is round 
shape. However this paper tube 
system applies square shape, 
which dimension is 40x40 mm, and 
makes the further practical function 
and usage. 
We can use it for partition, shelter 
and so on. Any kind of 
customization is possible. Those 
possibilities have been realized by 
new production technology, which 
prevents from twisting the square 
tube caused by moisture.	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

２／２	 安井	 敏	 



89

佐子　武	 １／４	

佐子　武	 
SAKO	 Takeshi	 
都立墨田川高等学校	 
大学16回生（68.3卒） 
	 
68.4 （株）講談社出版研究所に　　 
百科事典編集要員（編集者）とし
て入社（71年	 講談社版『現代世
界百科大事典』完成）。	 
73.6（株）ミサワホーム総合研究
所（出版制作室）に入社。以後Ｐ
Ｒ誌の編集（84年まで）。	 
82～	 ミサワホーム総合研究所発
行の一般書店売り書籍「住まいの
文化誌シリーズ」全１７巻の編集
長。編集業の傍ら、ワークとして
『形論のはじまり』を初めとする
エッセイ集（私家版５冊、市販書
籍３冊）を刊行。また風景写真撮
影を趣味にし、作品を『旅人と呼
ばれん』を初めとする５冊の私家
版写真集と１冊の市販写真集にま
とめる。	 
03 ミサワホーム総合研究所を退
社し、編集事務所「竹枝庵（ちく
しあん）」（TEL＆FAX　03‐
3814‐8284）を開所。現在、書
籍の編集と著述にあたる。	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

•編集書籍	 
「住まいの文化誌」シリーズ（全17巻）	 
ミサワホーム総合研究所刊　1983～2000	 

「住まい」に多角的な光を当て、日本の住まい

の行方を探ろうとした書籍シリーズ。執筆陣は

学者、評論家、随筆家、小説家など各界で活躍

する文化人各巻平均６０名。ビジュアル化を目

指し、見るだけで楽しい本になるよう心掛ける。

読者対象を、住まいを建てる人、設計する人、

販売する人に設定。	 

■ 日本図書館協会選定図書	 

■	 平成４年	 建設大臣表彰	 

	 

第１巻『日本人』（内容）日本人の風土、日本

人の美意識、日本人の伝統、素材と日本人、日

本人のライフスタイル、変化する日本人	 
第２巻『天災人災』（内容）災害の文化論、現

代社会と災害、災害の科学、歴史から学ぶ、災
害に強い住まい	 
第３巻『健康人間学』（内容）自然と人間、現

代を生きる、見る聞く触れる、労働休息眠り、
住まいにかかわる病、健康法案内	 

第４巻『閑暇活人』（内容）余暇と文明、茶の
文化と華の文化、日本人の伝統的な余暇のすご
し方、日本における余暇の変遷、余暇と生活空

間、今日の余暇	 →	 5巻に続く	 
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→ 4巻から続く	 
第５巻『四季遊人』――四季と日本人と住まい	 
第６巻『人世祭事』――民俗と祭りと住まい	 
第７巻『室礼先人今人』 

 ――日本の座敷の伝統的な使用法と装飾法	 
第８巻『道具人間家屋』――道具と生活と住まい	 
第９巻『家人三代』――三世代家族と住まい	 
第１０巻『人間成長期』――子供と子育てと住まい	 
第１１巻『邸宅佳人』――世界と日本の邸宅	 
第１２巻『山海人居』――古今東西の別荘	 
第１３巻『趣味人間』――趣味、仕事、そして併用住宅	 
第１４巻『築蔵人間史』――蔵と収蔵と日本人	 
第１５巻『広邸好人』――住まいの広さ狭さ	 
第１６巻『創園』――庭と住まいと人間	 
第１７巻『地球環境』――環境と住まいと人間	 
	 

Ａ４変型判、平均３００ページ、発行部数／２３万部
（シリーズ合計）。	 

佐子　武	 
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３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・著作（エッセイと評論）	 
1975『形（かたち）論のはじまり』私家版	 

	 	 ――人生論および造形論	 
1989『生存についての基礎的考察』私家版	 

	 	 ――宗教的エッセイ	 
2002『日本風景抄』私家版	 

	 	 ――日本各地の紀行	 
2002『無心と宇宙』私家版	 

	 	 ――宗教論集 	 
2003『美の再建』私家版	 

	 	 ――美論と文明論	 
2005『四畳半再生記』智書房刊	 
　　　――取り壊されることになった生家（明治時代創建）	 
　　　　　の一部（客間だった四畳半と古風な風呂場）を	 
　　　　　「離れ」として再生させた記録	 
2006『おじさんからの手紙――輝く未来の君たちへ』智書房刊	 
　　　――宗教的エッセイ	 

2008『おじさんの骨董論』智書房刊	 
	 ――骨董をテーマにした用具論、デザイン論	 

佐子　武	 
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４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・著作（風景写真集）	 
1983『旅人と呼ばれん』私家版――モノクロ、Ｂ４変型判、１４０ページ	 
1986『風光頌』私家版――カラー、Ａ４変型判、６４ページ	 
1990『遊歩録』私家版――カラー、Ａ４変型判、６４ページ	 
1995『遊歩録　其の二』私家版――カラー、Ａ４変型判、６４ページ	 
2000『路傍の光景』私家版――カラー、Ａ４変型判、７２ページ	 
2004『身辺の風光』智書房刊――カラー、初の市販写真集、Ａ４変型判、８８ページ	 

佐子　武	 
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丸山　和子	 １／４	

丸山　和子	 
MARUYAMA	 Kazuko	 
県立足利女子高等学校	 
大学17回生（69.3卒）	
	
69  本州製紙パッケージングセ　 
       ンター（現　王子製紙）	
74  丸山デザイン事務所設立	

	
社団法人日本パッケージデザイ
ン協会会員	
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

商品の想いを伝えるパッケージのフォルムデザイン、	

それを可能にする構造設計（コンストラクションデザイン）	

	

①新規性　②メッセージ性　③工業的生産性　④経済性　を基盤とした意匠の追求	

具体的なデザイン作業は、生産現場でのパッケージの供給・組立・中身の充填・封緘・集積・	

配送・店頭での陳列というパッケージングシステムの様々な流れに対応させつつ、経済性を	

損わずに、商品に対するデザインする者の思想（想い）を破綻の無い形として結実させる事と	

言える	

キャドバリージャパン　Clorets　ＩＣＥ【クロレッツ　アイス】　（粒ガム）	

2008 ジャパンパッケージコンテスト	

（JPI）日本包装技術協会主催　菓子包装部門賞 　	
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２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

森永製菓　Ｌｕ ｉ【リュイ】　（一口チョコレート）	

2007 ジャパンパッケージコンテスト	

（JPI）日本包装技術協会主催　菓子包装部門賞	

ロッテ　a i r ｓ【エアーズ】　（一口チョコレート）	

　　　　ＧＯＯＤ ＤＥＳＩＧＮ ＡＷＡＲＤ　2005  
          日本産業デザイン振興会 主催　グッドデザイン賞　　	

2005 ジャパンパッケージコンテスト	

（JPI）日本包装技術協会主催　菓子包装部門賞  	

丸山　和子	 
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３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

丸山　和子	 

森永製菓　ＶＥＬＶＥＴ　ＢＩＴＴＥＲ【ベルベットビター】　

（一口チョコレート）	

2005 ジャパンパッケージングﾞコンペティション	
（JPC）日本印刷産業連合会　洋菓子部門賞	

味の素　ほんだし　ギフト用個装	
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４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

丸山　和子	 

ＡＧＦ　コーヒー・紅茶　詰め合わせギフト	

2000 ジャパンパッケージングコンペティション	

（JPC）日本印刷産業連合会　日本百貨店協会長賞	

ロッテ　Air CRUNKY （一口チョコレート）	

ロッテ　 AIR－LE　（一口チョコレート） 	
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青木　弘行	 １／６	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 主な学術論文	 

・プラスチックフィルムの劣化に関する速度論的考察、

材料、Vol.21、309-314、1972 
・障害者教育の教具開発に関する研究、デザイン学研究、

No.19、3-36、1974 
・Photo-oxidative Degradation of Polyvinyl Alcohol and 

Measurement of Thermally Stimulated Current, 
European Polymer Journal, Vol.16, 571-575, 1980 

・Thermo-oxidative Degradation of Polyvinyl Formal and 
Measurement of Thermally Stimulated Current, 
European Polymer Journal, Vol.16, 577-581, 1980 

・「デザイン」ということばの領域と規範の探求、デザ

イン学研究、No.42、102-152、1983 
・表面性状の触温度感覚に及ぼす影響について、デザイ

ン学研究、No.53、37-42、1985 
・天然皮革と代替皮革材料の風合いの比較、デザイン学

研究、No.53、43-48、1985 
・乗心地の良いソフトバイクシート形状に対する設計方

法の検討、デザイン学研究、No.56、19-24、1986 
・ソフトバイクシートの乗心地と物性値との関係、デザ

イン学研究、No.53、25-30、1986 
・材料感覚の変容と材料体験の関連性ーワラとプラスチ

ックを対象として、デザイン学研究、No.57、5-12、
1986 

 

材料開発・材料物性というハード的側

面に留まらず、ハードとソフトの融合を

目指し「材料計画」という概念を導入。 
デザイン材料が有する各種物性値と

感覚特性との対応関係を解明した一

連の研究が、デザイン学における重

要な方向性を提示したものとして日本

デザイン学会賞を受賞。1990 	 

青木　弘行	 
AOKI	 Hiroyuki	 
岐阜県立岐阜高等学校	 
千葉大学大学院工学研究科 
(72.3修了)	 
工学博士(88.4	 東京大学)	 
	 
74.06	 千葉大学工学部工業意匠学	 
　　	 	 科助手	 
88.07	 同助教授	 
94.04	 同教授	 
97.10	 日本学術会議、人間と工学	 
　　	 	 研究連絡委員会委員	 
98.01	 文部省学術審議会専門委員	 
98.10	 日本感性工学会理事	 
98.11　学位授与機構審査会専門 
　　　　  委員、造形工学・芸術工学 
　　　　  部会主査 
06.01　全国発明表彰選考委員会 
　　　　  委員意匠専門部会副部会長 
06.04　機械工業デザイン賞（日刊工 
　　　　　業新聞社）、専門審査委員会 
　　　　　代表 
08.04　日本デザイン学会会長 
12.04　大学評価・学位授与機構、日 
　　　　　本技術者教育認定機構、認証 
　　　　　評価委員会専門委員 	 
13.04　千葉大学名誉教授	 
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青木　弘行	 ２／６	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・Dielectric Properties of Thermooxidized Poly(vinyl Formal), Journal of Polymer 
Science, Polymer Physics Edition, Vol.25, 369-378, 1987 
・Study on Thermal Behavior of Thermooxidized Poly(vinyl Formal), Journal of Polymer 

Science, Polymer Chemistry Edition, Vol.25, 369-378, 1987  
・椀の感覚特性と形状構成要素との関連、デザイン学研究、No.72、83-90、1989 
・生活用具としての椀の物理的特性、デザイン学研究、No.72、91-98、1989 
・材料分類における要因の検討、デザイン学研究、No.83、83-90、1991	 
・材料選定のためのガイドラインの検討、デザイン学研究、No.83、91-98、1991 
・音色イメージを考慮した信号音の操作特性、デザイン学研究、No.91、37-44、1992 
・Ni-Ti合金の組成と熱処理が形状記憶特性に及ぼす影響について、材料、Vol.42、 

1103-1108、1993 
・強化繊維組成の違いによるハイブリッド効果の検討、デザイン学研究、Vol.40、No.

4、43-50、1993 
・材料物性値を推論するニューラルネットモデルの構築とハイブリッド効果の探索、 
　デザイン学研究、Vol.42、No.4、31-40、1995	 
・反復冷凍処理による［PVA-PAA］ゲルの構造について、材料、Vol.44、1047-1052、

1995 
・ゲルの伸縮挙動を利用したアクチュエータの可能性、デザイン学研究、Vol.42、 No.

5、65-70、1995 
・インタフェースとしての材料研究ー材料計画からのアプローチ、設計工学、Vol.39、

No.6、202-207、1998 
・材料技術と道具観の相互依存製に関する考察、デザイン学研究、Vol.47、No.6、 

17-26、2001 
・Design Guidelines for Environmentally Conscious Products with Consumers’ 

Behavior, The Science of Design, Vol.48, No.6, 95-104, 2002 
・Haptic Evaluation on Malay Females’ Traditional Clothes in Kansei Perspective, 

KANSEI Engineering International, Vol.3, No.2, 23-30, 2002 
 
 

　	 

■	 愛着の因果モデル	 
　愛着発生の要因となる感性要素
と、感性要素から派生する愛着

感を特定し、愛着の因果モデル
を共分散構造分析を用いて導出	 

　デザイン学研究。2005	 
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青木　弘行	 ３／６	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・２次元フーリエ変換を用いたテクスチャ解析法によるメタリック塗装中の光輝

材分散性評価、色材、Vol.77、No.1、7-12、2004 
・愛着の発生に関わる因果モデルの構築ー人工物設計における質的転換を目指し

て，デザイン学研究、Vol.51、No.6、45-52、2005 
・材料計画の枠組み、デザイン学研究、特集号、Vol.13、No.2、2-3、2005 
・Shape and Form’s Characteristics of Japanese & Vietnamese Traditionally 

Daily Products, The Science of Design, Vol.56, No.3, 31-40,  2009 
・韓国における高齢者福祉施設に関する研究動向に対する一考察、デザイン学研究、

Vol.56、No.5、47-54、2010 
・Study on Current Situations of Service Engineering Research and Necessity of 

Product Value Creation, The Science of Design, Vol.56, No.5, 65-72, 2010 
・サービス・プロダクトデザインにおける価値共創について、デザイン学研究、Vol.57、 

No.3、87-96、2010 
・Conceptualization of Product Subjective Sustainability, The Science of Design, 

Vol.58, No.1, 1-6, 2011・Approaching Product Subjective 
Sustainability―Comparative Analysis of the Lifecycle of Short- and Long-lived 
Products from the Viewpoint of Kansei Engineering, Design Principles and 
Practices, an International Journal, Vol.5, 1-28, 2011 
・持続的発展に向けた価値の創造ー時間軸をデザインする時代、横幹、Vol.6、 

No.1、5-8、2012 
 
■	 工学博士　学位論文	 

　高分子の劣化現象に関する基礎的研究	 

　東京大学　1988 
 
 

 

■	 The levels of Kansei  Items and their 
Structure from Product Lifetime and 
Lifecycle Points of View 
　Seyed Javad Zafarmand (IRAN)氏との
共同研究 
　Design Principles and Practices, an 

International Journal,  
　COMMON GROUND, 2011 
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青木　弘行	 ４／６	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 受賞	 
81.3 　33rd Internationalen Handwerksmesse München / EXEMPLA’81, 
 　　　	 　Highest Honor Prize 
83.10　1st International Design Competition, Special Award 
90.9　	 日本デザイン学会、学会賞「材料の感覚特性と物性値との対応	 
　　	 	 	 に関する一連の研究」に対して	 

02.9 　International Journal of Industrial Ergonomics, Best paper Award  
「An Investigation into a Synthetic Vibration Mode for Humans」 
02.11　日本デザイン学会、年間論文賞「Development of Pediatric  
             Polycentric Knee Joint from Materials Viewpoint」	 
09.12　EcoDesign 2009 (6th International Symposium on Environmentally 
             Conscious Design and Inverse Manufacturing), Best Paper Award 

■	 第１回国際デザインコンペティション：テー
マ［集］特別賞	 1983 
　SOENFICOSY-Solar Energy Fish Conservation 
System（太陽熱利用の魚保存装置）	 
　Sergio Rivera Conde (Mexico)氏との共同制作	 
　［選評］類似の気候、経済的、技術的条件があ
れば、他の国でも利用できるもので、太陽エネル
ギーを使って、メキシコ国内の４つの漁港におけ

る漁獲物を保存するという重要な課題に対する解
答は、その実用性、慎重な研究および社会的責任

という面で高く評価された。なお、この作品を実
現するための公的な援助が得られれば、との希望
が表明された。	 
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青木　弘行	 ５／６	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 主な科学研究費補助金	 
・感性情報データベースの構築とユニバーサルデザイン設計支援ツールの開発、

2004-05年度	 
・Analysis of Product Subjective Sustainability through Kansei Engineering 

Approach, Grant-Aid for JSPS Fellows, fiscal 2009/10 
・愛着に着目した設計方法論の構築、2009-11年度	 

材料と生産技術に関する知識の入門書 
記載内容をより深く理解するために、 
「材料体験」を重視して編集 
岩井正二氏（大学院２回生）と共著 
発行：日刊工業新聞社 2008 

　	 

■	 主な著書	 
・Developments in Polymer Degradation – 5,　Oxidation of Polymers and 

Associated Thermally Stimulated Current, 149-191, Elsevier Applied 
Science Publishers, 1984 

・デザイン事典、朝倉書店、2003 
・工業デザインのための材料知識、日刊工業新聞社、2008 
・かたち・機能のデザイン事典、丸善、2011 

■	 材料体験［survey］の一例(『工業デザインのための材料知識』より) 
・ポリエチレンやポリプロピレンからできている製品を燃やして、その状態を

観察してみよ	
　う。	
・型跡（ゲート跡、割型のパーティングライン、突き出しピン跡）を確認して

みよう	
・みかんを包装してあるネットの作り方を考えてみよう。	

・家庭用掃除機を利用して簡易シート成型器を作り、既存の形状を写し取って
壁飾りを作っ	
　てみよう。	

・割り箸に水を十分含ませた後、電子レンジで加熱して柔らかくし、曲げてみ
よう。	
・ケント紙を用いてハニカム構造を作ってみよう。完成した構造体に物を載せ、

その強さを	
　体感してみよう。	
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青木　弘行	 ６／６	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 Developments in Polymer Degradation-5 (Elsevier Applied Science Publishers, USA) 1984 
　高分子の劣化現象に関する独創的研究成果を紹介する世界的啓蒙書	
　高分子材料の劣化現象を、反応過程で生成する各種カルボニル基に着目し、その挙動を速度論的観点から

検証。生成カルボニルが熱刺激電流を増大させることを理論的に解明。	
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西田　幸生	 １／５ 

西田　幸生	 
NISHIDA	 Yukio	 
東京都立江戸川高校	 
大学18回生（70.3卒）	 
	 
70.4	 凸版印刷株式会社入社	 
77.4	 株式会社ヴァンガードを設立	 
08.4	 千葉大学デザイン学科	 
	 	 	 	 	 非常勤講師	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■ 店頭ツールデザイン 
 参天製薬＋エヴァンゲリオンコラボ展開 
 ・デザイン：フロアディスプレイ・トップ 
　ボード・サイドPOP・定番棚POP他 
 （2012年８月から展開） 
  
爽快系目薬カテゴリーでシェアトップ商品
の参天製薬「サンテFX」。エヴァンゲリオ
ンの起用で、CM・ネット広告などの広告施

策なしで売り上げ増を実現。	 
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２／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

西田　幸生	

■ 化粧品用什器及びSPツールデザイン	 
売場で消費者の目をとらえ、商品の魅力を伝え、購買に結びつけるツールの開発。 



105

３／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■ 食品用SPツールの開発 
食品のシズル感を表現し、消費者が手に取りたくな

る魅力を持つデザイン展開。 

西田　幸生	

■ 薬品SPツールの開発	 
CMイメージと店頭SPとのイメー
連動を意図した販売什器の開発。 

■ 飲料SPツールの開発	 
天然のミネラル・清涼感・清潔感

を表現、多様に展開可能な什器の

開発。 
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４／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

西田　幸生	

■ 飛び出す絵本デザイン	 
店頭で求められる、より立体的でギミックがありインパクトの強

い表現に対応したペーパークラフトツールの開発・デザイン。	 

■ ペーパークラフト及び特集本編集──トヨタ・日産・ホンダの	 
クラッシック名車、各20台のペーパークラフトの構造設計デザイ
ン及び本の編集デザイン。   

■ おもちゃ売場店頭ディスプレイデザイン 

■ カタログ・エディトリアルデザイン	 
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５／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■  スタンディデザイン 
映画内容を的確かつスムーズに紹介し、強い表現でオー

ディエンスの導入を促進する。 

西田　幸生	

■ コーナーDPデザイン 
激戦のデジカメ売場で、商品の魅力を分かり易く正しく体感

してもらい、販売力アップを促す魅力ある什器の開発。 
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１／２	

大矢　富保　	 
OYA	 Tomiyasu	 
私立早稲田高等学校	 
大学19回生（71.3卒）	 
71.4三菱電機（株）デザインセン
ターデザイナー、89.10ビデオグ
ループマネージャー、00.10宣伝
部、03.10宣伝部デジタルメディ
アグループマネージャー	 
趣味：テニス。	 
モットー：Positive	 	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

安齋　利典	 
ANZAI	 Toshinori	 
福島県福島高等学校	 
大学院28回生（82.3卒）	 
82.4三菱電機（株）デザインセン
ター、デザイナー、05.4宣伝部、
10.4宣伝部ウェブサイト統括セン
ター長	 
趣味：音楽、写真	 
モットー：迷ったら実行	 	 

－三菱電機オフィシャルウェブサイト－	

三菱電機オフィシャルウェブサイトの総合プロデュース	 

　三菱電機オフィシャルウェブサイトは「企業価値向上」と「商談機会創出」を目的として、	 
HCD:Human	 Centered	 Design	 Process；人間中心設計とISMS：Information	 Securty	 Management	 
System；情報マネジメントシステムを基本方針として構築されている。	 
　特に、社内研究部門の協力によるHCDからは、数々の独自機能開発やガイドライン策定等の発展
がありユニークなサイトとなっている。	 

・ISMS認証基準ISO/IEC 27001:2005 JIS Q 27001:2006を「三菱電機オフィシャルウェブサイトの開発・運用・保守業務」範囲で取得。 

三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

サイトマネージメント■HCD

●ISMS

企画・構築

インフラ整備

コンテンツ

ウェブマーケティング

運⽤用管理理

他部⾨門との連携・サービス提供

・HCDとISMSが基本方針：　継続的に最適で安全なサイト構築の基盤	
　これら２つのマネジメントシステム/プロセスが基本となって、統合サイト	
　マネジメントへ発展。	
・HCD：Human Centered Design Process；人間中心設計	
　⇒　コンテンツの最適化のためのPDCAマネジメントシステム/プロセス	
・ISMS：Information Security Management System；情報セキュリティ・	
　マネジメント・システム	
　⇒　目的達成のためのPDCAマネジメントシステム/プロセス	
　　　＜サイトの目的＞ 企業価値向上：企業情報・顧客情報を守る	
　　　　　　　　　　　　　　　商談機会創出：製品情報・顧客情報を守る	

■ISMSとは、個別の問題毎の技術対策の他に、組織のマネジメントとして、自ら
のリスクアセスメントにより 必要なセキュリティレベルを決め、プランを持ち、資源

配分して、システムを運用することである。 

・企業ウェブサイトの情報　⇒　常に新しく正確	
・情報を正しく理解　⇒　使い勝手	
・使い勝手の3側面　⇒　使いやすさ、有用性、おもしろさ	
これらを実現するためにはHCDの概念と方法論をコンテンツデザイン
プロセスに導入することが不可欠　⇒　勝手のよいインターフェース	

・公開前も公開後もデザインを改ざんされてはならない。 	
・制作過程、完成後のデザインの維持に関して重要なマネジメントシステム	
・サイトデザインは情報資産であり、より一層の高い安全性が求められる	

・公開前も公開後もデザインを改ざんされてはならない

３）ウェブサイトデザインとISMS	

・企業ウェブサイトの情報　⇒　常に新しく正確

２）HCDの必要性	

と が基本方針：　継続的に最適で安全なサイト構築の基盤

１）オフィシャルウェブサイト構築基本方針	

システムを運用することである

Ｐ

Ｄ

Ｃ

ISM Sの導入
及び運用

ISM Sの監視
及びレビュー

ISM Sの維持
及び改善

ISM Sの確立

ＩＳＭＳ
Ａ

設計による
解決案の作成

要求事項に対する
設計の評価

利用の状況の
把握と明示

ユーザーと組織の
要求事項の明示

マーケティング視点ユーザビリティ視点

各種評価による
問題点の抽出

ゴールを目指しプロセスの
繰り返しが重要

HCD

Ｐ

Ｄ

HCD
Ｃ

Ａ

インプット ユーザビリティ・ワークショップ
インスペクション調査

現状のサイト、テストサイト、
プロトタイプ等

（改善提案と含む）
調査結果
（改善提案と含む）

アウトプット

調査、分析

インプット サーベイランス・
マネジメントレビュー

確立・導入・運用の
進捗説明

維持・改善の指示
（決定事項）

アウトプット

レビュー・ディスカッション

三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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赤瀬　達三	 １／４	

赤瀬　達三	 
AKASE	 Tatsuzo	 
東京都立九段高等学校	 
大学18回生（72.3卒）	 
	 
69.4	 	 村越デザイン事務所勤務
73.11	 ㈱黎インダストリアルデザ	 
	 	 	 	 	 	 イン事務所（現・黎デザイ	 
	 	 	 	 	 	 ン総合計画研究所）を設立	 
	 	 	 	 	 	 し代表取締役に就任	 
06.4	 	 千葉大学教授、	 
07.4	 	 千葉大学大学院教授	 
08.4	 	 黎デザイン総合計画研究所	 
	 	 	 	 	 	 代表に復帰	 
	 
博士（工学）東京大学	 
国土交通省国土交通大学校・千葉
工業大学・千葉大学特別講師	 
日本デザイン学会・日本サインデ
ザイン協会・都市環境デザイン会
議・土木学会会員	 
	 
専門：サイン計画コンサルタント、
デザインディレクター。	 
モットー：用と美を踏まえた創造
力で公衆に奉仕する。	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

営団地下鉄サインシステム整備デザイン監修	 
Design consulting on Tokyo TRTA Subways 
Sign System Project  
Involved term: 1972-2003 
Client: Teito Rapid Transit Authority 

1972年、村越デザイン事務所のチーフデザイ	 
ナーとしてサインシステムを立案。以来32年
間にわたり、サインマニュアルの作成、130

駅のサイン実施設計デザイン監修。	 
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赤瀬　達三	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

みなとみらい線サインシステム計画デザイン監修	 
Design consulting on Minatomirai Sign System Project 
Involved term: 1993-2004 
Client: Yokohama Minatomirai Railway Company 

横浜駅コモンサインプロジェクト・デザイン監修	 
Design consulting on Common Sign Project at Yokohama 
Station 
Involved term: 1995-2010 
Client: City of Yokohama, Urban Development Bureau 
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赤瀬　達三	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

アークヒルズサイン計画・環境デザイン計画デザイン監修	 
Design consulting on Ark Hills Sign System and 
Environmental Design Project 
Involved term: 1984-1986 
Client: Mori Building Co., Ltd. 

六本木ヒルズ全域サイン計画デザイン監修	 
Design consulting on Roppongi Hills Sign Improvement for 
Pedestrians, Office Floors and Parking Area 
Involved term: 1999-2008 
Client: Mori Building Co., Ltd. 
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赤瀬　達三	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

首都高速道路案内標識レイアウト改訂デザイン監修	 
Design consulting on drawing up the Sign Graphic Manual 
at Tokyo Metropolitan Expressway 
Involved term: 2006-2008 
Client: Metropolitan Expressway Co., Ltd. 

NEXCO高速道路案内標識レイアウト改訂デザイン監修	 
Design consulting on drawing up the Sign Graphic Manual 
at Nippon Expressway 
Involved term: 2008-2010 
Client: Nippon Expressway Research Institute 
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児山　啓一	 １／４	

児山　啓一	 
KOYAMA	 Keiichi	 
岡山県立大安寺高等学校	 
大学20回生（72.3卒）	 
	 
72.4	 (株)村越愛策デザイン事務所	 
92.4　同、代表取締役	 
97.7	 	 社名を(株)アイ・デザイン	 
　　　に変更	 
	 
千葉大学・長岡造形大学非常勤講師	 
日本デザイン学会・日本インダスト
リアルデザイナー協会・日本サイン
デザイン協会・IIID(International	 
Institute	 for	 Information	 
Design)・Sign	 Design	 Society会員	 
埼玉県景観アドバイザー	 
	 
専門分野：インフォメーションデザ
イン、サインデザイン	 
常に利用者の立場で考え、一人でも多
くの方々に役立つ公共デザインを心が
けます。	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

中部国際空港サイン設計	 
Sign system design : Central Japan International 
Airport  
Involved term : 2000-2005 
Client :  
Central Japan International Airport Co., Ltd. 

中部国際空港は日本で最初に本格的にユニ
バーサルデザインを導入した空港で、建築と
共にサインも高く評価され、その後のUDのモ

デルケースとなっています。	 
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２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

成田国際空港サイン計画 
Sign system design : Narita International Airport 
Involved term : 1972- 
Client : Narita International Airport Corporation 

新千歳空港サインシステムデザイン 
Sign system design : New Chitose Airport International and 
Domestic Terminals 
Involved term : 2007-2012 
Client : Hokkaido Airport Terminal Co., Ltd.  

児山　啓一	 

成田空港は、村越愛策
デザイン事務所が開港
以前からり、よりわか
りやすい情報を提供す
るために、建物の拡張
に合わせて幾度もリ
ニューアルを繰り返し
ながら、通算して約半
世紀にも及ぶ大事業と
なりました。	 

新千歳空港国際線

ターミナルは日、英、

中（簡体）、中（繁体）、

韓、ロシア語の6カ国
表示と、大きな表示

が特徴です。建築と

同様、サインにも

様々なUD的配慮をし
ています。	 
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３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

JR東海サインシステムデザイン 
Sign system design : Central Japan Railways 
Involved term : 1987- 
Client : Central Japan Railway Company 

JR西日本サインシステムデザイン 
Sign system design : West Japan Railways 
Involved term : 1988- 
Client : West Japan Railway Company  

児山　啓一	 

JR西日本の運賃表
は、予め作図された

デザインベースに自

動的に運賃データを

流し込んで印刷しま

す。 
サイン全般は毎年更

新されるサインマニュ

アルにより管理され

ています。	 

ＪＲ東海のフルカラー

ＬＥＤ発車案内は、 
見やすさ、読みや

すさを徹底的に追

求しました。	 

サイン全般は毎年更

新されるサインマニュ

アルにより管理され

ています。	 
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４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

富士河口湖町観光活性化案内標識のデザイン 
Sign system for sightseeing : Fuji-kawaguchiko area  
Involved term : 2006-2010 
Client : Town of Fuji-kawaguchiko 

コミュニケーション支援ボードのデザイン 
Design and planning : Communication support board 
Involved term : 2008-2011 
Client : Foundation for Promoting Personal Mobility and 
Ecological Transportation 

児山　啓一	 

知的障害、聴覚障害

の方々や高齢者、外

国人等とのコミュニ

ケーションを円滑に

行うためのサポート

ツールとして、公共交

通機関等で利用でき

るコミュニケーション

支援ボードを作成し

ました。	 

富士河口湖町では、

外国人観光客にとっ

てわかりやすい案内

情報を構築するため

に、国土交通省観光

活性化プロジェクトの

モデルケースとして

標識整備を行ってき

ました。	 
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清水　啓子　　　デザインハウス生活応援団	 

清水　啓子	 
SHIMIZU	 Keiko	 
(旧姓；岩藤)	 
千葉県立千葉高等学校	 
大学21回生（73.3卒） 
	 
74.4（株）三越商品本部設計デザ	 
　　	 イン課	 
78.4	 渡独(マンハイム、ハイデル	 
	 	 	 	 	 ベルグ)	 
80.4（株）柳井紙工アイデアセン	 
　　	 ター	 
84.4（有）絆リサ-チ生活研究室	 
92.9	 デザインハウス生活応援団	 
　　	 設立	 
97～03	 帝京平成大学情報専門学	 
	 	 	 	 	 　校マルチメディア科講師	 

01～	 千葉情報経理専門学校DTPデ	 

　　	 ザイン科講師	 
　　	 感性工学学会会員	 
	 
趣味：温泉旅行、フラメンコ	 
モットー：不失花　時分花	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

ホーローのスパター模様パッド 1988	

製造：野田ホーロー	

三越の生活工房のカタログ(1988～1990)	 

商品開発・マーチャンダイジング・企画制作：絆リサーチ・コーヨー社家庭用品のリサｰチ、

コンセプトメイキング、ネーミング、売場ゾーニング、商品・パッケージデザイン、什器、パ

ンフレット　まで一連のマーケッティングデザインの開発 	

力士の吟醸酒 
ネーミング 
不知不識しらずしらず 
1989　製造：釜屋 
パッケージ　舘武 
企画　絆リサ-チ	

１／２	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

名称　菓の伝　　ネーミング　・小粋也 　・花胡蝶 　・豆時雨、　レシピ、パッケージデザインディレクト、ディスプレイ	

講演　創意台湾	 

「デザインの新しい領域とその役割」	

雲林工科大学　2002．7　	 
(株)サンエス1997年コンフェクショナリー・フェア　５ブースディスプレイ　企画制作	 

(株)イトーヨーカドーＰＢ和菓子銘店[菓の子や]	 2006年 和風バレンタイン企画　	

清水　啓子　　　デザインハウス生活応援団	 ２／２	
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１／４	

中村　豊四郎	 
NAKAMURA	 Toyoshiro	 
大阪府立北野高等学校	 
大学21回生（73.3卒）	 
89.7	 アール・イー・アイ	 
（株）設立、　	 
00.10	 同	 代表取締役	 
www.rei-jp.com/REI/	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

萩野　美有紀	 
HAGINO	 Miyuki	 
宮城県第一女子高等学校	 
大学30回生（82.3卒）	 
印刷会社、フイルムメーカー	 
を経て	 
91.4	 アール・イー・アイ	 
（株）入社	 

■東京メトロ（東京地下鉄）　   案内サインシステム制作 

   Sign System for Tokyo Metro 

一日600万人が利用する地下鉄のデザイン検討の重要視点として、従来の利用者に

加え高齢や障害のある利用者、海外や地方からの観光客、美しい都市東京を求める

生活者をとらえ、心地よくわかりやすいシステムを作り上げた。	

アール・イー・アイ株式会社　R.E.I	 industrial	 designers	 inc.	 	 
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アール・イー・アイ株式会社　R.E.I	 industrial	 designers	 inc.	 	 
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３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

アール・イー・アイ株式会社　R.E.I	 industrial	 designers	 inc.	 	 

■都営地下鉄サインシステム制作 

    Sign System for Toei Subway 

都営地下鉄のサインシステムでは、東京メトロのシステムと整合をはかる

一方、乗り間違いを防ぐため区別すべき箇所を明確に表現した。	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

アール・イー・アイ株式会社　R.E.I	 industrial	 designers	 inc.	 	 

■四国民家博物館 
　（四国村) 

Shikoku Folk House 
Museum 

 

　・民家解説編集 

　・案内板デザイン 

　・ロゴマークデザイン 

 

	

■触知と音声による施設案内 

−視覚・聴覚・触覚を統合したサイン計画 

Information system unified with 
soundscapes and visual signs and tactile. 

 

　・メルパルク熊本（写真左） 

　・ぱるるプラザGIFU（写真右）	
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野中　公子	 １／４	

野中　公子	 
NONAKA	 Hiroko	 
千葉県立船橋高等学校	 
大学21回生（73.3卒）	 
	 
73.4	 三菱電機（株）デザイン室デ	 
	 	 	 	 	 ザイナー	 
75～85	 西武百貨店商品部商品開発	 
	 	 	 	 　	 室、販売計画部	 
85～98	 商品科学研究所　商品研究、	 
	 	 	 	 	 　機関誌編集	 
93～04	 共立女子大学非常勤講師	 
00～　文京学院大学非常勤講師	 
05～　Office	 C&N	 主催	 
	 
趣味：家事を科学する	 
モットー：踏み込んだところにドラ	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 マがある	 

家庭用品商品開発（西武百貨店）	 
1975～80　Oh!	 My	 Dining	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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野中　公子	 	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

家庭用品の調査研究と提案　1985～95	 
商品科学研究所	 

研究論文	 
　	 

1985 　働く女性の情報整理用品及び学習に伴う商品　　　　　　	 
1986 　働く女性の出張の実態とその用具　　　　　　	 

1987　通勤時のエクササイズウォーキングに適した靴とバック	 

1988 　家庭におけるパーソナルワープロの比較研究	 

1989 　身近になったパソコン通信　　　　　　	 

1990 　電子手帳の比較テスト　　　　　　	 
1991 　家事管理用パソコンソフトの実用性研究　　　　　　	 

1992　父親の子育て意識と実態	 

1994　録音機能付ミニカセットデープレコーダーの比較テスト	 

1995 	 	 阪神大震災の被災者から学ぶ我が家の防災手帳	 

          ・　研究結果は、働く女性のための商品化（西武百貨店）に活か	

　　　　　　された。 また、行政、作り手、生活者をつなぐ媒体として商品	

　　　　　　科学研究所の生活情報誌　Two　Way　で発表した。 
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野中　公子	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

主な担当記事	 
	 
1995　生理用ショーツ　　　　　　	 

1996　食べずに捨てた食品の実態とその対策　　　　　　	 

1996　背負い型小学生の通学カバン	 

1996　家電製品の修理事情	 

1996　水の使用実態と節水対策　　　　　　	 

1997　商品情報の利用実態と生活者の意識　　　　　　	 

1997　カビ取り用洗浄剤をテストする　　　　　　	 

1997 　PHS	 

1997　コンパクトオーブンレンジ	 

1998　中高年女性のシェイプアップ水着	 

1998 　商品科学研究所25年の記録	 

           ・ 商品科学研究所の生活情報誌　Two  Way  は、	

              行政、作り手、生活者をつなぐ生活情報誌として	

              隔月に発行された。	 

	 

生活情報誌　Two	 Way　の編集　1995～98	 
商品科学研究所	 
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野中　公子	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

Office	 C&N　2005～	 
人、物、地球、コミュニケーションの場作りを目指した活動を開始	

くらしの良品研究所	 
コーディネーター	 
（無印良品）	 

東欧の文化紹介	 
（日本ホビショー）	 

チェコ　ボビンレース	 

スロバキア　デトバ刺繍	 



128

三橋　俊雄	 	 

「自然共生と内発的地域づくり」「地域生活文化」「伝統産業・地場産業の活性化」「福

祉機器・ユニバーサルデザイン」などの研究と実践を展開。京都府丹後地域における高齢

化・過疎化地域を対象に、地域資源を活用した内発的地域づくりを「エコミュージアム」

という視点で推進するほか、京都市内の高齢者を対象に「記憶の中の京の暮らし」という

テーマで京都文化の基底をなす生活文化・生活の知恵の調査研究を行う。また、丹後半島

の日常生活に今も残るマイナーサブシステンス（遊び仕事）の自然共生的価値の研究など

をすすめている。さらに、台湾をフィールドにした調査研究を行っている。	 
三橋俊雄	 
MITSUHASHI	 Toshio	 
芝学園高等学校	 
大学21回生（73.3卒）	 

73.4	 ＧＫインダストリアルデザイン	 
　　	 研究所　入所	 
79.10（株）シー・エフ・アイ	 入社	 
85.4	 筑波大学大学院修士課程	 入学	 
87.4	 筑波大学大学院博士課程	 入学	 
88.4	 千葉大学自然科学研究科環境科	 
	 	 	 	 	 学専攻博士課程	 入学	 
91.3	 千葉大学自然科学研究科環境科	 
	 	 	 	 	 学専攻博士課程	 修了	 
91.4	 筑波技術短期大学デザイン学科	 
	 	 　	 助教授	 
93.4	 千葉大学工学部デザイン工学科　	 
　　	 講師	 
97.4	 京都府立大学人間環境学部環境	 
　　	 デザイン学科　教授	 
08.4	 京都府立大学生命環境科学研究	 
　　	 科環境科学専攻　教授	 

91.3	 博士（学術）（千葉大学）	 

受賞	 
92.9	 日本デザイン学会、研究奨励賞	 
	 	 	 「内発的地域開発計画に関する一	 
	 	 	 	 	 連の研究」に対して	 

	 

生活文化調査：のぞきからくり唄最後の伝承者	

西陣織製品開発：ファッションバッグ、京漆小箱	
　	

高齢者自立機器開発：	

Walking Aid 

１／５	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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■現在の主な研究	 

１）自然共生型の生活文化・行動を内包するマイナーサブシ

ステンス（遊び仕事）研究の構築(科研・基盤研究

（B)2010-2012)	 

　自然共生教育と地域活性化計画について考究することを通

して、「遊び仕事」の今日的価値・役割について検討する。	 

２）台湾客家の食文化研究	 

　民俗学、文化地理学の視点から、客家の食文化変容につい

て、日本時代の文献や現地踏査を通して、その共生循環・一

物全体活用、協働性、共同体的行動規範などについて明らか

にする。	 

３）台湾の竹と生活文化・生活技術	

　民俗学的・道具学的視点から、台湾の竹に関する適材適所、地

産地消、技の探求、一物全体活用、象徴性・真正性などに注目し

て調査・研究する。	

■主な学術論文 

１）開発における「適正デザイン」概念の基礎的検討──ア

プロプリエイト・デザインに関する研究（１）、共著、デザ

イン学研究No.66、31-38、1988 

２）内発的地域開発計画の特質──過疎地域・新潟県山北町

における実践を通して、共著、デザイン学研究	 No.80、

43-50、1990 

３）ものづくりを通した自然と人間の共生に関する行動と観

念−福島県三島町の自然に働きかけるものづくりの実態調査

を通して、共著、デザイン学研究No.113、71-80、1996 

４）中国の近代化に伴う食生活文化の変容──上海都市郊外	 

「嘉定鎮」の食生活用具調査を通して、共著、生活文

化史No.29、59-72、1996 

５）Design	 of	 Roads	 for	 Social	 Communication	 ─	 

Functions	 and	 Meanings	 of	 Roads	 in	 Community、共

著、	 The	 Science	 of	 Design	 Vol.48	 No.2	 no.146、

25-32、2001 

６）Some	 Aspects	 of	 an	 Endogenous	 Regional	 

Development、共著、	 The	 Science	 of	 Design	 Vol.48	 

No.6	 no.150、47-56、2002 

７）延辺朝鮮族における台所道具文化の変容、共著、

生活文化史No.46、61-85、2004 

８）Research	 on	 Persimmon	 trees	 Landscape	 

Patterns	 and	 Life	 Culture	 of	 Kamiseya,Miyazu	 City	 

in	 Kyoto	 Prefecture、The	 3rd	 International	 

Symposium	 of	 Local	 Resource	 Application	 &	 

Community	 Empowerment、33-40、2007 

９）京丹後市袖志地区における水と暮らし─シミズ、

カワ、イケ、イネの調査を通して、文化創意産業発展

新趨勢、2008 

10）マイナーサブシステンス（遊び仕事）とエミュー

ジアム、韓国・地域文化デザイン国際シンポジウム、

2009 

■博士（学術）論文	 
地域開発計画の「内発性」に関する基礎的研究──デ

ザインを通しての地域の潜在的資質の内発的活性化を

軸として、千葉大学、1991	 

三橋　俊雄	 	 ２／５	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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■丹後の山村に見るブリコラージュ	 
人間は、自然物をその道具に見立てその形状や構造を

最大限に活かして目的にかなった道具につくりあげて

いく「ブリコラージュ」の手法をとってきた。写真手

前は、鎌などを研ぐための砥石の台。一本の木の三つ

叉部分をそのまま切り取り利用した、まさにブリコ

ラージュの傑作。後方は現在使用のもの。(宮津市、奥

波見集落1998年）	 

■粉搗きとジェンダー解放	 
マリ共和国の女性たちが５時間かけて穀物を粉に搗いている。ジェ

ンダーの問題として安易に自動粉挽き機を導入することは、かえっ

て彼女たちの集落での「立場」を失うことになりかねない。発展途

上地域における「近代化」は、教育や技術の習得など多角的見地か

ら時間をかけて行うことで真に内発的地域づくりに向かうのではな

いか。（科研・基盤研究Ｃ「西アフリカにおける援助活動による住

民組織化へのインパクトに関する研究」2005年）	 

■著書	 
１）身体障害者の生活環境と道具、みんなのねがいNo.58、全国障

害者問題研究48-51、1974	 

２）もう一つの観光開発─新潟県山北町観光開発基本計画、共著、

住民運動No.62、48-52、1989	 

３）エコツーリズムと内発的地域づくり、丹後地域文化オープン

カレッジ、古今書院、1-16、2001	 

４）地域のアイデンティティ（266-267）、デザインにおける適正

技術論（322-323）、デザイン事典、朝倉書店、2003	 

５）緑と華の楽園、菩提長青村の存続に関する検討──日本の震

災復興事例を参考にして、一個老人福利・社区的営造、行政院文

化建設委員会（台湾）、19-63，2004	 

６）ブリコラージュ・方杖と砥石台、道具学への招待、道具学叢

書001、ラトルズ、134-135、2007	 

７）伝統與創意-部落編織深度体験営、国立台北芸術大学（台湾）、

18-20、40-49、2008	 

三橋　俊雄	 	 ３／５	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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セイコー競技時計1974（GK）　	

セイコー麹町通り時計1974（GK)　　	

セイコー柏駅前時計1974（GK) 

共石ガソリンポンプ1974（GK) セイコー都ホテル世界時計1974（GK)　　	

セイコー羽田世界時計1974（GK)　	

三橋　俊雄	 	 ４／５	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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　渡辺測器XYプロッター（GK)　　	 

楠本化成環境試験器1983（CFI)　　	

東京スタイルファッション家具1975（GK)　　	 

シチズンプリンター1986（三橋）	アルプス電気パソコン1984（CFI)　	

写真送りました	 写真送りました	

三橋　俊雄	 	 ５／５	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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若杉　集	 １／２	

若杉	 集 	 	 
WAKASUGI	 Syu	 

東京教育大学付属高等学校	 

大学21回生（73.3卒）	 

　	 

77　	 栃木県益子町で築窯	 独立	 

87頃	 焼締急須を中心に製作を始める	 

00　	 益子陶芸展　審査員特別賞 
03	 	 	 日本陶芸展入選	 

04	 　益子陶芸展　濱田庄司賞	 

06	 　おおたき北海道陶芸展	 大賞	 

10	 　日本伝統工芸展入選	 

11	 　長三賞常滑陶芸展入選	 

多種の益子産陶土を使って焼成

後の発色をグラデーション展示 
2009年11月　個展 
益子「陶庫」にて　	

 
 

「北郷谷木ぐされ土焼締須」 
2012年5月　個展　 
池袋東武にて	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	
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若杉　集	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「窯変焼締急須」	 	 

2009年10月	 個展	 

益子「陶庫」にて	 

2004年10月第５回益子陶芸展　濱田庄司賞 
「益子北郷谷土組合子」 
益子陶芸美術館所蔵	 

「北郷谷黄土焼締酒器揃い」 
2005年4月　個展 
佐野「藤野屋」にて	
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有限会社　スタジオ　Ａ＆Ｏ　　　Studio	 A&O	 Ltd.	 １／４	

田中　千秋	 
TANAKA	 Chiaki	 
神奈川県立川崎高等学校	 
大学22回生（74.3卒）	 
	 
74	 小田急ハルク入社	 
76	 Hans	 Von	 Klierデザイン	 
	 	 	 事務所（MILANO）入所	 
78	 Carlo	 Bartoli建築事務所　	 
	 	 （MILANO）入所	 
85	 Studio	 A&O	 設立	 
	 	 	 代表取締役	 
インテリア・家具・プロダクト
を主にデザイン活動を展開	 
景観学会会員として環境とデザ
インの調和を探究	 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

電気自動車用充電装置　　　　　　　　新神戸電機（沖縄電力）　　　　　　　　　　1993	 
CHARGER	 FOR	 ELECTRIC	 AUTOMOBILE　SHIN-Kobe	 Electric	 Machinery	 CO.,LTD.	 
（The	 Okinawa	 Electric	 Power	 CO.,LTD.）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 1993	 

電気自動車の初期実用化時代における急速充電装置	 
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２／４	

工業意匠学科同級生(大塚裕史氏)とプロジェクトチームを 
組み G マークを獲得した商品	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

住宅用出窓“ふくわうち”　不二サッシ株式会社　1991	 
BOW	 WINDOW“FUkUWAUCHI”	 	 FUJI	 SASH	 CO.,LTD.　1991	 

有限会社　スタジオ　Ａ＆Ｏ　　　Studio	 A&O	 Ltd.	 

住宅用玄関ドアー“ふれあい”　不二サッシ株式会社　　1992	 
ENTRANCE	 DOOR　	 “FUREAI”　　FUJI	 SASH	 CO.,LTD.	 	 	 	 1992	 

住宅建材業界初、曲面アルミ押出形材を使い新しい表情を創出	 
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有限会社　スタジオ　Ａ＆Ｏ　　　Studio	 A&O	 Ltd.	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

チェアー“ガルボ”　柏木工株式会社　　1987	 
CHAIR“GARBO”KASHIWA	 MOKKO	 CO.,LTD.　1987	 

ホワイエ　バーカウンター　川口総合文化センター　　	 1991	 
BAR	 COUNTER	 OF	 FOYER	 　　　KAWAGUCHI“LILIA”　　　1991	 
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有限会社　スタジオ　Ａ＆Ｏ　　　Studio	 A&O	 Ltd.	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

修正テープカッター“リムカ”　ニチバン株式会社　1990	 
TAPE	 CUTTER　　　“RIMUKA”　NICHIBAN	 CO.,LTD.　1990	 

片手で扱える利便性と使い捨てでないテープカッター	 

ケースの美しさが評価された商品	 

粘土へら＆ケース　フレーベル館株式会社　2005	 
SPATULAS	 AND	 CASE	 FROEBEL-KAN	 CO.,LTD.　2005	 

幼稚園、保育園児でも安全にかつ興味を持って	 

使えるような粘土へら	 
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宮城　壮太郎	 

宮城　壮太郎	 
MIYAGI	 Sotaro	 
東京学芸大学附属高等学校	 
大学22回生（1974.3卒）	 
	 
73.4	 浜野商品研究所商品研究所	 	 	 
	 	 	 	 	 入社	 
88.9	 宮城デザイン事務所設立　	 	 	 	 
	 	 	 	 	 現在に至る	 
92〜95	 平成4〜7年度Ｇマーク商品　　	 
	 	 	 	 	 	 	 選定審査委員　	 
96〜	 日本デザインコンサルタ　　	 
	 	 	 	 	 ント協会	 会員　	 
98〜05	 千葉大学工学部デザイン	 
	 	 	 	 	 	 	 工学科非常勤講師　	 
04〜	 湘南工科大学工学部機械デ	 
	 	 	 	 	 ザイン工学科	 非常勤講師　	 
06	 	 	 富山デザインコンペ審査委員　
07〜08	 新日本様式協議会評議会委員　
07年〜	 法政大学大学院システムデザ	 	 
	 	 	 	 	 	 	 イン研究科兼任講師　	 
	 	 	 	 	 	 	 千葉工業大学工学部デザイン	 
	 	 	 	 	 	 	 科学科非常勤講師	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

Bio-Light(旺文社）1986	 

照明器具(松下電工）2002	 

無停電電源装置(山洋電気）2005	 

空気清浄器(松下電工）1997	 

１／５	
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宮城　壮太郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

FUJICA	 HD-I(富士写真フィルム）1979	 

受付ペン(アスクル）2005	 テープカッターなど(アスクル）2004	 

ホッチキス(プラス）2006	 

２／５	
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宮城　壮太郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

TSUN	 TSUN(アッシュコンセプト）2004	 

グラスセット	 
(Cherry	 Terrace）	 
2001	 

オールラウンドボウルズ(Cherry	 Terrace）2004	 

腕時計	 
(interform）	 
2000	 

歯ブラシ	 
(マーナ）	 
1995	 

３／５	
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宮城　壮太郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

アスクル本社ビル(アスクル）	 
2004	 
共同設計：日本IBM	 

渋谷東急プラザ(東急不動産）	 
1985、2004、2007　	 
共同設計：	 

H2Oデザインアソシエイツ	 

宮城デザイン事務所軽井沢スタジオ	 
1998	 

４／５	
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宮城　壮太郎	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

アスクルC.I.	 
(アスクル）	 
1992	 

セルリアンタワー東急ホテルサイン計画(東急電鉄）2001	 

山洋電気C.I.(山洋電気）1990	 

パッケージデザイン(アスクル）1999	 

５／５	
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ダイハツ工業株式会社　	 DAIHATSU	 Co.	 Ltd	 １／４	

石崎　弘文	 
ISIZAKI	 Hirofumi	 
愛光学園高等学校	 
大学23回生（75.3	 卒）	 
	 
81	 ダイハツ工業株式会社	 
　	 デザイン部入社	 
08	 現在	 ダイハツ工業株式会社	 
	 	 	 デザインブロック担当理事	 
	 
趣味	 水泳・自転車(ロード)	 	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ダイハツ	 オプティ	 1992	 	 

合理性のミラに対して感性に訴求する新しい軽乗用として、オプティを追加。	 

デザインコンセプト「ＭＯＶＩＮＧ　ＡＲＴ」	 

工芸品の様ないつまでも手になじむあたたかさをイメージしてコンセプトを	 

ムービングアートとした。永い生命力を持つスタイリングとすべく、小さい	 

車の古典的な手法をベースにロングライフデザインを狙った。	 

前後にテンションを持つティアドロップシェイプはコペンで集大成となった。	 

スケッチは、開発スタートの初日に画いたもの（1989）	 
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ダイハツ工業株式会社　	 DAIHATSU	 Co.	 Ltd	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

限られた軽自動車の制約の中で、次世代は全高を上げるしかないとトールワゴン計画をスタート(1990）。	 

1993年デビューのはずが、経営判断でプロジェクトが中断。	 

プロジェクト再開後、1995年に販売スタート（１ヶ月で45,000台の受注をうけた）。	 

開発初日に画いたもの	 

プロジェクト再開時に画いたもの	 

ダイハツ	 ムーヴ	 1995	 	 

デザインコンセプト「ＦＵＮ	 ＴＯ	 ＵＳＥのＣＡＳＵＡＬ	 ＢＯＸ」	 

見て乗って、そしてなにより使って楽しい車とすることをデザインの	 

狙いとした。ウルトラコンパクトノーズとビッグキャビンを象徴的に	 

表現したＡピラーのキャラクターラインと、当時類例の少なかった	 

ハイマウントリアコンビネーションランプが大きな特徴。	 

初期ﾓﾃﾞﾙはイタリアI.DE.A社エルコーレ･スパーダと共同作業による。	 
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ダイハツ工業株式会社　	 DAIHATSU	 Co.	 Ltd	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

	 1997年、東京モーターショーモデルとして	 

「ネイキッド」を提案。	 好評につき1999年	 

	 新軽規格のサイズに全面変更して量産化。	 

ダイハツ	 ネイキッド	 1999	 	 

デザインコンセプト「ＮＡＫＥＤ」	 

素材感を強くアピールした構築的なスタイリングで、男性	 

的で気楽に使えるタフさを表現した。	 

前後ドアパネルの共通化やヘッドランプ、ターンランプの	 

共通化等安くつくる工夫も楽しく織込んだ新ジャンルの車。	 

（ＮＡＫＥＤも私の命名）	 
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ダイハツ工業株式会社　	 DAIHATSU	 Co.	 Ltd	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ダイハツ	 コペン	 2002	 	 1999年東京モーターショーにショーモデルとして提案。	 

好評につき量産化決定。2002年発売。	 

デザインコンセプト「ＦＦスポーツ」	 

量産アンダー（ミラ）のＦＦエンジンレイアウト	 

を活用したティアドロップシェイプのスポーツタイプ。	 

ｽｹｯﾁは当社ﾁｰﾌﾃﾞｻﾞｲﾅｰ山本叔弘の手による	 

ｸﾞｯﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ金賞受賞	 

（軽自動車初）	 

ﾄﾞｲﾂﾚｯﾄﾞﾄﾞｯﾄ賞受賞	 

初代オプティ以降追い求めてきたロングライフデザインをめ	 

ざして安定感、親しみ深さを古典的な手法をベースとして表	 

現し、若い人からシルバーまで永くつきあえるスタイリング	 

とした。2002年デビュー以降現在６年を越えるが、いまだに	 

フル生産（700台/月）が続き、ロングライフデザインは狙い	 

どおり実現しつつある。	 
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玉垣　庸一	 	 １／４	

玉垣　庸一	 
TAMAGAKI	 Yoichi	 
岐阜県立岐阜高等学校	 
大学24回生（76.3卒、大学院80.3修了）	 

博士(工学）（98.3	 千葉大学）	 

	 

80.4	 千葉大学工学部技術補佐員	 

83.4	 同教務職員	 

89.2	 同助手	 

98.6	 同助教授	 

	 

受賞	 

90	 日本デザイン学会、研究奨励賞	 

「ベクトル空間におけるパラメトリック	 

曲面群としてのカラーモデルの表現」	 

に対して	 

	 

所属学会	 

日本デザイン学会、日本図学会	 

	 

■博士（学術）論文 
「三色表色系に基づくＣＧ色立体の研究」	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■主な学術論文	 

１．商ベクトル空間としての色空間について――コンピュータグラフィックスのた

めの三色表色系（1）	 ―― 、	 デザイン学研究Vol.52	 No.1、	 pp47-54、	 2005	 

２．三色表色系に対するユークリッド計量の導入――コンピュータグラフィックス

のための三色表色系（２）	 ―― 、	 デザイン学研究Vol.52	 No.1、	 pp55-62、	 

2005	 

３．平行投影行列によるフォンクリースタイプ色順応変換の拡張――コンピュータ

グラフィックスのための三色表色系（３）	 ―― 、デザイン学研究Vol.52	 No.2、	 

pp1-8、	 2005	 

４．ＨＳＶカラーモデルとオストワルト表色系の類縁性、デザイン学研究	 Vol.54	 

No.3、	 pp9-19、	 2007	 

５．RGBディスプレイの色域に適用できる新たなオストワルト型カラーシステム、	 

デザイン学研究Vol.54	 No.3、	 pp19-28、2007	 

６．Tristimulus Matching for Color Management of 3D Computer Graphics、デザイ

ン学研究	 Vol.54	 No.3、	 pp29-38、	 2007	 

■主な著書	 

海を渡った50sデザイン、1988、（分担執筆）	 

デザイン編CG標準テキストブック、(財)画像情報教育振興協会、1996、（分担執

筆）	 
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２／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

車両の印象（海を渡った50sデザイン）	 1988	 

玉垣　庸一	 	 
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玉垣　庸一	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■主な研究	 

ＣＧの陰影計算とカラーモデルを融合した新たな色立体	 

	 	 

　３次元ＣＧのシェーディングモデルと２次元ＣＧのカラーモデル

を結びつけた新たなＣＧ色立体をいくつか考案した。右の図はその

ひとつであり、ＨＳＶカラーモデルの等Ｓ面が玉葱のように入れ子

のシェル構造となることから色玉葱と名付けたものである。	 

　図では一部を切除してあり、いちばん内側のシェルが無彩色の球

面であり、内部は空洞であることが見て取れる。無光沢の拡散反射

面と仮定したシェルを取り出し、一様な天空輝度分布の下に置いた

場合を計算すると、各反射地点の相対輝度と高さが比例するような

シェードを得ることがわかった。色立体表面の反射率変化も組み合

わせることによって輝度の平方根や立方根に比例した明るさ尺度を

得ることもわかった。各色の輝度の絶対値を高さに比例させようと

すれば、無彩色のシェルが最外殻となる不思議なかたちの色立体が

得られる。	 	 

色玉葱	 
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４／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

	 	 

色玉葱、	 色ニンニク、	 色キャベツ、	 色きのこ 

――カラーモデルとシェーディングモデルの統合による色立体――、デザイン学研究	 Vol.19-2、2012　　　　　　	 

玉垣　庸一	 	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

（株）日立製作所　Hitachi,Ltd. 

青木　正英	 
AOKI	 Masahide	 
東京都立新宿高等学校	 
大学25回生（77.3卒）	 
	 
77.4（株）日立製作所デザイ　　	 
	 	 	 	 	 ン研究所入所	 
81.4	 日立セールスUK（ロンド	 
	 	 	 	 	 ン）に海外業務研修で	 
	 	 	 	 	 駐在	 
97.4	 日立照明（株）デザイン	 
	 	 	 	 	 センター設立・出向	 
99.9	 日立ライティング（株）	 
	 	 	 	 	 に転属	 
	 
趣味：タウンウオッチング、	 
	 	 	 	 	 	 模型製作。	 
モットー：デザインを楽しむ。	

住宅用照明器具�”KIRARIシリーズ�”	 2002-2003	 
Ceiling	 Light	 &	 Pendant	 ”KIRARI	 series”	 2002-2003	 
ガラス調の質感を再現したキラリ感のあるデザイン	 

シリーズ	

ミニヘアードライヤー　“POPROLL”　1986	 
Compact	 Hair	 Dryer	 ”POPROLL”	 1986 

１／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

（株）日立製作所　Hitachi,Ltd. 

コンパクトディスククリーナー　1986	 
Automatic	 CD	 Cleaner	 1986 

ハンズフリードライヤー	 1989	 
Hands	 Free	 Dryer	 1989 

ポパイデザインオブザイヤー	

２／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

（株）日立製作所　Hitachi,Ltd. 

ワイドテレビ/CSデジタルチューナー　1996	 
Wide	 TV	 &	 CS	 digital	 tuner	 1996	 
マルチウインドウ番組ガイドで一発選局。	

20形ビデオテレビ　1979	 
VTR	 combined	 TV	 1979	 
入社して最初にデザインしたテレビ。	 

当時としては画期的なビデオ一体型。	

３／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

（株）日立製作所　Hitachi,Ltd. 

ルームエアコン	 �”BIGFLOW”	 1990	 
Room	 Air	 Conditioner	 �”BIGFLOW”	 1990	 
ハルクホーガンのＴＶＣＭ「ホソナガー！」で話題となった。	

冷蔵庫「うるおいチルド」1993	 
Refrigerator	 1993	 
ＴＶＣＭに篠　ひろ子を起用した。	

４／４	
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海老澤　洋子	 １／４	

海老澤　洋子	 
EBISAWA	 Yoko	 	 
東京学芸大学附属高等学校	 
大学25回生（77.3卒）	 
	 
77.4	 SONY（株）	 
　　	 物流技術センターパッケー　　　	 
　　	 ジGp.デザイナー、	 
80.4	 PPセンターゼネラルオー	 
　　	 ディオGp.デザイナー	 
84.6	 SONY退社以降フリーランス	 
　　	 主にHILOデザイン研究所と　	 
　　	 共にキッチンツールのデザ	 
　　	 イン、虎ノ門病院のサイン	 
　　	 計画、東京大学生産研究所	 
　　	 のサイン計画などに従事	 
	 
ものつくり大学製造技能工芸学科
非常勤講師	 
東洋大学ライフデザイン学部人間
環境デザイン学科非常勤講師	 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

オーディオカートリッジシリーズ　パッケージ（ソニー）1979	 
Package	 for	 Sony	 Audio	 Cartridge	 1979	 

オーディオアクセサリーシリーズ　	 
パッケージ（ソニー）1977	 

Package	 for	 Sony	 Audio	 Accessory	 1977	 
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海老澤　洋子	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

デジタルクロックラジオ（ソニー）1981	 
SONY	 Digital	 Clock	 Radio	 1981	 

ドルビーC	 ウォークマン（ソニー）1983	 
SONY	 Dolby	 C	 ”WALKMAN”	 1983	 

コンパクトカセットハーフ（ソニー）1982	 
SONY	 Compact	 Cassette-tape	 Half	 1982	 
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海老澤　洋子	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

キッチンガジェットシリーズ	 明道	 DOMESTIC（HILO）1997	 
Kitchen	 Gadget	 Series”DOMESTIC”for	 Myodo	 1997	 
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海老澤　洋子	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

キッチンワイヤシリーズ	 明道	 DOMESTIC	 PRO（HILO）1999	 
Kitchen	 Wire	 Series“DOMESTIC	 PRO”for	 Myodo	 1999	 
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面矢　慎介　	 
OMOYA	 	 Shinsuke	 
群馬県立前橋高等学校	 
大学25回生（77.3卒、大学院
79.3修了）	 
	 
79.4（株）GKインダストリアル
デザイン研究所、95.3(株）GKデ
ザイン機構・GK道具学研究所副
部長を退職、95.4	 滋賀県立大学
人間文化学部助教授、08現在は、
生活デザイン学科教授。	 
博士（学術）（千葉大学2004)	 
MA(RCA)(英国ロイヤルカレッジ
オブアート1990)	 

趣味:読書（海外文学の翻訳書が
中心。学生時代のサークルは文
芸部に所属）	 
モットー:大学に閉じこもらず。
「民間」にいたころの軽いフッ
トワークで動き回る。	 

	 

面矢　慎介	 
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面矢　慎介	 
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面矢　慎介	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

英国と日本における近代家庭機器の発展
過程およびデザイン変遷に関する研究	
 -- 熱系家庭機器の近代化を中心に --	

	
論文概要	

　　20世紀において工業的に生産された製
品（プロダクト）のデザイン変遷は、デザイ
ナーの造形思想の変化からだけでは説明

できない。製品のデザインは、利用可能な
技術、製品化した企業の活動、流通・販売

のシステム、購買し使用した生活者の行
動・心理・慣習など、さまざまな分野にわた
る諸要因の総和として成立するものだろう。

個々の製品には、デザイナーたちの造形
思想を超えた、これら社会全体のダイナミ
ズム、つまり、個々の製品をめぐる諸要因

のはたらきが反映されているはずである。	
	

	
	
	

	
	

 本論文では、英国と日本において近代以
降に量産されてきたいくつかの製品の発
展・普及の過程について、特にそのデザイ

ンの変遷過程に着目しながら、具体的な考
察をおこなった。そのための事例研究の対

象として、家庭内での熱の利用に関わる
「熱系」の家庭機器の中から、電気ケトル
（魔法瓶と電気ポットを含む）、家庭用の風

呂（浴槽および浴室設備）、調理用の鍋の
３群を選んだ。本論では、これらの各事例
ごとに、日・英での機器の近代的変容（近

代化）の過程について、その変容をもたら
した社会的背景、技術的背景、経済的背

景、文化的背景（生活慣習・生活志向）か
ら考察した後、それぞれの発展・普及・変
容の要因およびプロセスの特性について、

日・英で比較した。結論では、日・英の熱系
家庭機器の近代化について総括するとと

もに、これらの機器の近代化を「進化」とと
らえる概念や理論について検討した。	

３／３	
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１／４	

中瀬　博幸	 
NAKASE	 Hiroyuki	 
名古屋市立向陽高等学校	 
大学25回生（77.3卒）	 
	 
78.5	 徳島県工業試験場	 
91.9	 徳島県立工業技術センター	 
　　	 生活科学課勤務	 
	 
インテリアコーディネーター	 
２級建築士	 
福祉住環境コーディネーター	 
	 
89、91	 ジャパンデザインコンペ	 
	 	 	 	 	 	 	 石川	 奨励賞	 
98	 平成9年度地域技術指導貢献賞	 
	 
研究歴	 
82～床座生活のための座具の研究	 
86～トータルインテリアの研究	 
89～ニューオフィス市場における	 
　　インテリア	 
92～先端的競技用車椅子の研究	 
96～ユニバーサルデザイン住宅の	 
　　開発	 
07～高齢者用家具の開発	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「樹」	 
製造：中瀬博幸(卒研作品)	 

ニューシルバーのための家具「茜」シリーズ	 
製造：本林家具(株) 
撮影：米津光	 

座位保持椅子製作用測定椅子	 
製造：中瀬博幸(専攻生作品)	 

座具「正座椅子」	 
製造：	 (株)ジャパンニューファニチァ	

座具(初期モデル)	
撮影：米津光	 

座具「楽座椅子」(改良品)	 
製造： (株)ジャパンニューファニチァ	

中瀬　博幸	 
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中瀬　博幸	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

革張ジャイアントテーブル	 
製造：(協)眉山コレクション	 
撮影：米津光	 

黒い家具シリーズURBAN-B	 
製造：(株)丸二	 
撮影：米津光	 

黒い家具シリーズURBAN-B	 
製造：(株)丸二	 
撮影：米津光	 

CFRP製バスケ用車椅子	 
製造：工業技術センター（試作）	 
撮影：米津光	 

宇宙船α	 
製造：(協)眉山コレクション	 
撮影：米津光	 

阿波和紙+突板加工による 
阿波踊り人形	 
製造：清田化粧合板	 

リウマチの方も使いやすい 
座面昇降椅子	 
製造：(協)コムラ製作所	 

高齢女性が座りやすい 
Ｓサイズソファ	 
製造：(有)大久保椅子製作所	 
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中瀬　博幸	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

工業技術センター新築時のインテリアコーディネート企画 
(公設機関の中に県内企業の技術素材や県内作家作品を取り上げ、県内	 
外の方にアピールできるように配慮しました。)	 

工業技術センター共通空間の 
インテリアレイアウト	 

各部屋の配色・素材一覧	 コーディネート実例２(会議室)	

コーディネート実例１(所長室)	

コーディネート資料２	 

コーディネート資料１	 

徳島の塗装　撮影：米津光	

徳島の杢張　撮影：米津光	

徳島の藍染　撮影：米津光	

徳島の和紙　撮影：米津光	

徳島の陶芸　撮影：米津光	 

徳島のラグによる阿波踊りのタペストリー	 

徳島の素材と技術紹介ポスター 
グラフィックデザイン：坂東孝明 
撮影：米津光	 
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中瀬　博幸	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ユニバーサルデザイン住宅のインテリア企画 
・1996～2001年にかけて行った一般住宅の内装企画です。ご高齢の方や車椅子の方も、その家族構成や様々なハンディーキャップの種類と程度に合わ	 
　せて対応を変えていくことができる住宅です。	 

玄関（外側）	 リビングダイニング１撮影：幸田青磁	 サニタリー入り口	 浴室	 

玄関（内側）	 

キッチン	 

リビングダイニング２撮影：幸田青磁	 トイレ（車椅子対応１）	 浴室（高齢者対応）	 

リビングダイニング３	 トイレ（車椅子対応２）	 浴室（車椅子対応）	 
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吉田　光利	 

吉田　光利	 
YOSHIDA	 	 Mitsutoshi	 
群馬県立高崎高等学校	 
大学25回生（77.3卒）	 
	 
77.4	 花王石鹸株式会社	 
	 	 	 	 （現在の花王株式会社）作成部入社	 
	 	 	 	 	 入社以来、花王の全カテゴリーの	 
	 	 	 	 	 商品デザイン開発に関わる	 
	 
05.9～	 パッケージ作成部長	 
08.3～	 グラフィックデザイン部長	 

セグレタ	 (Segreta)	 2007	 

エスト	 (Est)	 2007	 アジエンス	 (Asience)	 2007	 

エッセンシャル	 (Essential)	 2007	 
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吉田　光利	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

リーゼ	 (Liese)	 2007～8	 ケープ	 (Cape)	 2006～7	 

リーゼ	 (Liese)	 2007～8	 
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吉田　光利	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ロリエアクティブガード	 (Active	 Guard)	 2005	 

スーパースリム	 (Laurier	 SSG)	 2005	 

ロリエアクティブガード	 (Active	 Guard)	 2007	 

ロリエエフ	 (LaurierＦ)	 2004～6	 

スーパーガード	 (Laurier	 SG)	 2007	 

きれいスタイル	 (Laurier	 PL)	 2005	 

ロリエ	 (Laurier)	 2006	 
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吉田　光利	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

キュキュット	 (Cucute)	 2004～7	 マジックリン	 (Magiclean)	 2004～7	 

ヘルシア	 (Healthya)	 2004～7	 健康エコナ	 (Econa)	 2005～7	 

ハミング	 (Humming)	 2005～6	 ハミングフレア	 (Humming-F)	 2008	 アタック	 (Attack)	 2004～6	 
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片山　享男	 １／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

片山　享男	 
KATAYAMA	 Takao	 
東京都立明正高等学校	 
大学28回生（80.3卒）	 
	 
80.4	 	 富士電機冷機（株）	 
85.2	 	 (株）ダイチ	 
87.11	 プラス（株）を経て	 
94.12	 フリーランスとして活動	 
03.5	 （有）ビーバルーンズ設立	 
　　　代表取締役	 
96〜98　職業能力開発大学校	 
　　　　造形工学科非常勤講師	 
99〜07　拓殖大学工学部	 
　　　　工業デザイン科非常勤講師	 
	
自動販売機・ストリートファチャー・オフィ
ス家具の企画・デザイン及び設計の仕
事を経て独立。	
現在、オフィス家具、インテリア雑貨のデ
ザイン提案を行っている。モットーは自由
な発想とデザインを楽しみながらシンプ
ルに作り上げていくこと。　	
趣味：華道	
日本デザイン学会会員	
http://www.beballoons.com 
t-katayama@beballoons.com 
	 AIR	 LOUNGE	 G-type（ITOKI）2007	 

Puzzy’s-chair（LUMINAX)	 2007	 	 MEZZO	 series	 (ITOKI)2003	 
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２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

PEACE	 WALLー壁のかけら展（BeBALLOONS)2006	 

PEACE	 WALL	 （BeBALLOONS	 ）2006	 

OUTPUT-working	 High-table	 （BeBALLOONS)2004	 	 WOOD	 PANEL（LUMINAX)2007	 

片山　享男	 
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３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

MEZZO(ITOKI)2000	 Gマーク受賞	 RIORD(ITOKI)2002	 

DDD-table(ITOKI)2005	 Gマーク受賞	 XV-EXECTIVE(ITOKI)2005	 

片山　享男	 
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４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

emit(ITOKI)2003	 LINX	 PANEL-SYSTEM(PLUS)1991	 Project-room	 (PLUS	 音羽倶楽部)1993	 

Entrance	 Sign	 (WING-Building)2004	 Street	 Light	 (Kinmon)1996	 	 CupVender	 (Fujidenki-reiki)1983	 

片山　享男	 
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花澤　周志	 	 	 １／２	

花澤　周志	 
HANAZAWA	 Hiroshi	 
千葉県立千葉東高等学校	 
大学29回生（81.3卒）	 
	 
81.4	 東洋リノリユーム株式会社	 
　　	 現東リ（株）営業推進部	 
　　	 （広告宣伝担当）入社。	 
　　	 東京第２営業所、販促宣伝	 
　　	 部、販促デザイン部を経て
09.4	 同社販促企画部。	 
	 
・ベ ネッセアートサイト直島ファン	
　クラブ会員	
・インテリアコーディネータ870417A	 
趣味：旅。	 
モットー：『行きたかった』こと
と『行かなかったこと』は同じ。	 

・著書	 

2003.5　　dwipa03  
2006.10　	 dwipa06	 
2009.12　	 dwipa09	 　	 

多島美の瀬戸内海。国内から見れば辺境に

位置する海流の中の島々。国内約300の有人

島を民俗学、生物学、地学、歴史、意匠、

建築等様々な視点から広く浅く訪ね歩く自

費出版シリーズ。	 

dwipa＝サンスクリット語で『島』	 

	 

1994.1	 	 	 	 執筆共著／（社）インテリア産	 

　　　　　業協会発行インテリアコーディ	 

　　　　　ネーターハンドブック販売編	 　　　　　

第８章	 床・壁・天井仕上げ材	 

2000.3　　共同編集／（社）日本インテリ	 

　　　　　アファブリックス協会発行イン	 

　　　　　テリア情報ハンドブック　　　　　	 

・制作	 

1988.1　　東リJAPANTEXブースプラン　	 

〜1998.1　　　　　	 

1988.3　　東リJAPANSHOPブースプラン	 

〜1992.3　　　　　	 

1989.10　	 建築設計家向けPR誌編集担当	 

〜2008.3	 

1992.4　　（社）日本インテリアファブ　　　　　　

リックス協会シンボルマークデ　　　　　

ザイン	 

・個展	 

2003.8　　千葉市緑区NAJAにて『島の写真	 

　　　　　展』	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

上：dwipa	 ３部作表紙	 

	 up:dwipa series book  
       covers	 
左：dwipa03内面	 

右：dwipa06,09内面	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

91JAPANSHOP 
テーマ：素材の棲む国─マダガスカル編─	

JAPANTEX’91 テーマ：純素材高感度1991 

 JAPANTEX’96 
 テーマ：LIFE 
 高齢者福祉施設における	
創発的空間提案	

２／２	花澤　周志	 	 	 
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池田　吉伸	 １／４	

池田　吉伸	 
IKEDA	 Yoshinobu	 
千葉県立船橋高等学校	 
大学30回生（82.3卒）	 
	 
82.4	 広告制作会社（株）アド・	 	 
	 	 	 	 	 エンジニアーズ・オブ・	 
	 	 	 	 	 トーキョー入社。	 
87.8	 有限会社デラックス・カン	 
	 	 	 	 	 パニー設立。現在に至る。	 
	 	 	 	 	 アートディレクター	 
	 	 	 	 	 グラフィックデザイナー	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「テレパル」小学館	 1986	 
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池田　吉伸	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「テレパル」小学館	 1987	 

「東京ウォーカー」角川書店	 1988	 
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池田　吉伸	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「ビッグコミック」小学館	 1999	 
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池田　吉伸	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「図説現代用語便覧」双葉社	 1993	 「青春の光トカゲ」　　　フジサンケイビジネスi	 2005	 
「バニーのブックカフェ」フジサンケイビジネスi	 2007	 
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伊藤　透	 １／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

伊藤透 
ITO	 Toru	 

都立富士高等学校	 

大学30回生（82.3卒）	 

	 

TORU	 ITO	 DESIGN代表	 

長岡造形大学　非常勤講師	 

㈳日本パッケージデザイン協会理事	 

82.4	 (株)資生堂宣伝制作部入社	 

89.8(株)資生堂退社、渡仏	 

90.1	 カレノアール(CARRE	 NOIR)社入社	 

95.1	 TORU	 ITO	 DESIGN設立	 

06.4	 帰国	 

	 

受賞	 

日本パッケージデザイン大賞、特賞	 

JPC	 通産大臣賞　他	 

 
趣味：旅行、読書、映画鑑賞 
URL：www.toruitodesign.com 

Ipsa Metabolizer 2006 Design Tex 2008 

Ipsa 2008 Switer AI-15 2011 
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伊藤　透	 2／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Shiseido Rosarium 1986	 Bio-Performance1988 

The Make-up1987	 
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伊藤　透	 3／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Shochu 2010 Plum Wine 2007 

Shochu 2007 

Pure White W 2011 
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伊藤　透	 4／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Bi-Matic 1994 Shiseido Nasca 2009 Memorise 2010 

Tefal Tajine 1997 Tefal Fondue 1996 Uwabami Jogi 2011 
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キヤノン株式会社　Canon	 Inc.	 	 １／４	

大橋	 俊夫	 
OHASHI	 Toshio	 
千葉県立船橋高等学校	 
大学　回生（82.3卒）	 
82.4（株）設計機構入社	 
グラフィックデザイン	 
85.10	 キヤノン（株）入社	 事務機	 
品質保証Ｃ	 グラフィックデザイン	 
87.1	 システムデザインセンター	 
92.1	 映像事務機デザインセンター	 
94.7	 キヤノン販売（株）広報宣伝
本部	 制作センター	 
97.1～03.6	 キヤノン（株）総合デ
ザインセンター	 
関東学連千葉大男子バレー部ＯＢ	 
趣味：スキー、ランニング	 
モットー：｢ダメでもともと｣	 
　　　　　｢Let	 it	 be.｣	 

電卓海外向販促材・総合カタログ制作　ＡＤ（Ｄ：長谷川デザイン事務所）1989	 
Calculators	 Catalogue	 for	 USA	 1989	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

電卓海外向販促材・総合カタログ制作　ＡＤ（Ｄ：長谷川デザイン事務所）1990	 
Calculators	 Brochure	 for	 Hong	 Kong	 1990	 
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２／４	

電卓海外向販促材・総合カタログ制作　ＡＤ	 
（Ｄ：アコグラフィス	 アソシエイツ㈱）1990	 
Calculators	 Brochure	 for	 Australia	 1990	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

電卓海外向販促材・チラシ制作　ＡＤ	 1991	 
Data	 Management	 Calculator	 Leaflet	 for	 Overseas	 1991	 

電卓海外向販促材・チラシ制作　ＡＤ	 1991	 
Electronic	 Calculator	 Leaflet	 for	 Overseas	 1991	 

キヤノン株式会社　Canon	 Inc.	 	 
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３／４	

関数計算機海外向販促材・総合カタログ	 
制作　ＡＤ（Ｄ：長谷川デザイン事務所）	 
1991	 

Scientific	 Calculators	 Brochure	 
for	 Overseas	 1991	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

ファックス海外向販促材・カタログ制作　ＡＤ、Ｄ	 1991	 
Personal	 Fax	 Brochure	 for	 Overseas	 1991	 

日本語ワープロ用ＰＯＰ制作	 
ＡＤ、Ｄ	 1991	 
Word	 Processors	 Point	 of	 Purchase	 

Advertising	 1991	 

キヤノン株式会社　Canon	 Inc.	 	 
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４／４	

マイクロフィルム関連機器海外向販促材・チラシ制作	 
監修（制作：㈱シェフハウス）1996	 
Digital	 Microprinter	 Leaflet	 for	 Overseas	 1996	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

マイクロフィルム関連機器海外向販促材・チラシ制作	 
監修（制作：㈱シェフハウス）1997	 
Roll/Fiche	 Carrier	 Leaflet	 for	 Overseas	 1997	 

ＣＤドキュメントレコーダ	 
海外向販促材	 カタログ制作	 監修	 
（制作：㈱シェフハウス）1998	 

CD	 Document	 Recorder	 Brochure	 
for	 Overseas	 1998	 

キヤノン株式会社　Canon	 Inc.	 	 
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金田	 享子	 

金田	 享子	 
KANEDA	 Kyoko	 
	 
大学30回生（82.3卒）	 
静岡県立浜松北高等学校	 
82.04	 (株)オリエンタルランド入

社東京ディズニーランド開業
に携わる	 

83.10	 (株)丹青社	 

02.04	 (株)丹青シグネクス	 

03.04	 アトリエ景発足	 

07.08	 アトリエ景株式会社設立	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

本町ガーデンシティ/ セントレジスホテル大阪 
Hommachi Garden City / St.Resig Osaka	 

所属団体：	 

(社)日本サインデザイン協会	 

(社)日本グラフィックデザイナー協会	 

受賞歴：恵比寿ガーデンプレイスサイ

ン計画、ウェスティンホテルサイン計

画、本町ガーデンシティサイン計画、

セントレジスホテル大阪ほか。	 

モットー：施設の規模や領域にこだわ

りなく「伝えるデザイン」が専門域。

サインデザインを通じてたくさんの人

をつなぐこと、つなぐことで温かい笑

みがこぼれるような景色作りを目指し

ています。	 

１／２	 
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ホテル日航アリビラ	 

Hotel Nikko Alivila	 

金田	 享子	 ２／２	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

大阪ステーションシティ 

Osaka Station City	 

小田原プレミアム梅干プロジェクト	 

Odawara Premium Umeboshi project	 
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浅賀　武	 １／４	

浅賀　武	 
ASAKA	 Takeshi	 
東京都立西高等学校	 
大学31回生（83.3卒）	 
	 
83.4	 オリンパス光学工業（株）	 
第一開発部デザイングループ、
05.12（株）IPB、06.5（財）日本
産業デザイン振興会、現在に至る。	 
	
全国発明表彰、グッドデザイン賞など
受賞多数。	
法政大学非常勤講師（デザイン工学
部） 
	 
趣味：写真、鉄道、模型	 

好きなこと：“わ” （和と輪）	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

製品デザイン（オリンパス光学工業株式会社）	 
Product	 Design	 for	 35mm	 film	 Cameras	 (OLYMPUS	 Optical.co.,Ltd)	 	 

AM-100　1987	 

TRIP	 100　1992	 
O-product　1988	 

OM40　1985	 
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浅賀　武	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

顕微鏡システムのデザインとブランディング（オリンパス光学工業株式会社）	 
Design	 and	 Branding	 for	 Microscope	 System	 (OLYMPUS	 Optical.co.,Ltd)	 	 

システム生物顕微鏡	 BX50　1993	 教育顕微鏡	 CH30　1997	 手術用顕微鏡	 OME-7000　2003	 
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浅賀　武	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

グッドデザイン賞などデザイン振興事
業の運営（日本産業デザイン振興会）
2006-2008	 

Design	 support	 and	 promoting	 
oganization	 	 (Japan	 Indusutrial	 

Design	 Promotion	 Organization)	 
2006-2008	 

ドットコードリーダー	 
Scan	 Talk	 R-300　1999	 

院内管理システム端末	 
Solemio	 nurse　2004	 

自動血液分析装置	 AU5400　1999	 

小規模事業へのデザイン的支援（オリンパス株式会社）	 
Design	 support	 for	 small	 business	 (OLYMPUS	 Corporation)	 	 

	 
※	 私は運営を担当しマークは作成していません	 
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浅賀　武	 ４／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「現代鉄道写真抄」参加　1997/2000	 

写真集発行	 1997・写真展開催	 1998　	 

趣味：鉄道写真	 
（写真集・写真展・フォトコンなど）	 
Hobby	 :	 Photo	 shooting	 of	 railway	 

奈良井　2008	 

奈良井　1983　	 

卒業研究のその後：奈良井宿	 
街並み保全地区のストリート
ファニチャーに関する提案を

1983年に楢川村役場に提出。	 
その後、提案の通り、電柱の

移設と古い街並みに相応しい
街路灯の設置が実現。	 

奈良井　1983　	 

奈良井　2008　	 

Proposal	 on	 street	 furniture	 of	 Narai,	 
the	 streetscape	 convention	 area.	 
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酒井　隆司	 

酒井　隆司	 
SAKAI	 takashi	 
長野県立伊那北高等学校	 
大学31回生（83.3卒）	 
	 
83.4	 ブラザー工業（株）入社	 
00	 (有)アールツー･ドットコム･	 
　	 ジャパン設立　代表取締役	 
	 
00	 中小企業診断士登録	 
02	 ITコーディネータ登録	 
	 
中京大学オープンカレッジ	 
　新規創業,マーケティング講師	 
愛知県中小企業振興公社	 
　外部専門家登録	 
名古屋市中小企業振興センター	 
　経営診断員	 
中小企業基盤整備機構	 
　ＩＴ推進アドバイザー登録	 

研究論文	 

• 日本科学技術連盟　官能検査シンポジウム	 
「書字機会における文字イメージの分析」	 

• 経済産業省ＩＴＳＳＰ事業	 
「エクセルを活用したバランススコアカード

経営の実践マニュアル」	 

	 

	 

講演・セミナー	 

• 名古屋市工業技術振興協会：「バランススコ
アカード経営をエクセルで実践する」講演会	 

• 中京大学：「新規創業」、「エクセル活用セ
ミナー」、「インターネット活用セミナー」	 

• 中部産業連盟：「財務分析セミナー」、「４
ＤＭ紹介セミナー」	 

• 名古屋ソフトウェアセンター：「問題発見・
課題解決」、「アイディア発想法」	 

• 愛知県経営者協会：「エクセルによる経営革
新セミナー」	 

• 経済産業省ＩＴＳＳＰ事業：「４ＤＭによる
経営革新セミナー」	 

• 愛知県中小企業振興後社：「見える化経営の
理論と実践」	 

• 岐阜県産業経済振興センター：「エクセルに
よる経営革新セミナー」	 

関連する発明	 

特許第２１３９５７９号	 

「簡易レタリングテープ作製機」	 

特許第２１３３４５１号	 

「反転印字を行うテープ印字装置」	 

特許第２１２８３２９号	 

「印字位置の変更可能な印字装置」	 

特許第２５７０３３４号	 

「ダイヤル選時式テープ印字装置」	 

特許第１８１８９６３号	 

「記録装置」	 

	 

関連する考案	 

実用新案第２５６４２１０号	 

「ラベル印字装置」	 

実用新案第２１４９３０４号	 

「剥離紙付き印字テープ切断機構を備えた

印字装置」	 

実用新案第２０２１１１８号	 

「テープ印字装置用テープカセット」	 

実用新案第２０９７６４８号	 

「テープ切断装置」　	 

　　　　　	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

１／４	
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酒井　隆司	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

特許請求の範囲　（特許2139579号）	

Ａ　文字や記号等を入力する入力部

（→2） と、	

Ｂ　その入力部により入力された文字や

記号等の文字データを記憶するメモリ

部（→4）と	

Ｃ　前記入力部により入力された文字や

記号等を表示する表示部（→3） と	

Ｄ　その背面から押圧されることで印字

された像を被転写物に転写するために、

レタリングテープ面に離型促進剤が塗

布され、長尺状に形成された樹脂フィル

ムからなるレタリングテープ（→5） と	

Ｅ　着脱自在に装着され、前記レタリン

グテープ面に像を形成するためのインク

リボン（→10） と	

Ｆ　前記メモリ部に記憶された文字デー

タに基づき、その文字データの示す文

字や記号等の形状を反転させた鏡像を

前記インクリボンを介してレタリングテー

プ面に印字する印字手段（→9） と	

Ｇ　前記鏡像が印字されたレタリング

テープを切断するカッタ（→18） とを備え

たことを特徴とする	

Ｈ　簡易レタリングテープ作成機	

・1986年5月に、インスタントレタリングを

ユーザーが自由に作成できる「ワードプ

ロッター」という製品コンセプトを考案した	

・同年11月に、「簡易レタリングテープ作

製機」という名称で、インレタテープを作

製するための技術的な構成要素をまとめ

て単独にて特許出願を行った。（内容に

ついては右段参照）	

２／４	
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酒井　隆司	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・1987年11月に、「簡易レタリングテープ
作製機」の発明を発展させて、貼付けラ

ベルもできる「反転印字を行うテープ印

字装置」を技術者と共同で発明して、特

許出願を行った。	

・レタリングテープを作製する場合は左

右に反転させてベーステープに印字し、

貼付けラベルを作製する場合は、レタリ

ングテープの印字面に両面粘着テープ

を貼り合せる構造となっている。	

・従って、印字した文字がベーステープ

により保護されるので、耐久性がある。	

特許請求の範囲　（特許2133451号）	
Ａ　透視性を有する第一のテープ

（→70）に、インクリボン（→74）を介して、
文字等を裏返しパターンの反転印字す

るサーマルヘッド（→72）を備えた印字
機構と	

Ｂ　前記第一のテープ（→70）を送る
テープ送り機構（→99,100）と	
Ｃ　前記インクリボンを巻き取るリボン巻

取機構（→82,84）と	
Ｄ　前記印字機構、テープ送り機構およ

びリボン巻取機構を内部に収容するハ

ウジング（→12）とを含み、かつ、	
Ｅ　前記テープ送り機構が、前記第一の

テープを送る際に、第一のテープの反

転印字が行われた印字面に、前記第一

のテープの背景となるテープ基材とその

テープ基材の両側に設けられた粘着財

層とその粘着剤層の片側に予め粘着さ

れた剥離紙とから構成された第二の

テープ（→102）を圧着するとともに、そ
の第二のテープが圧着された第一の

テープを前記ハウジング外へ排出する

（→99,100）ことを特徴とする	
Ｆ　反転印字をおこなうテープ印字装置	

３／４	
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酒井　隆司	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・ブラザー工業は、1987年より 「反転印

字を行うテープ印字装置」の開発を行い、

1988年11月に製造・販売を開始した。	

・国内はキングジムへのＯＥＭ供給を行

い「テプラ」という商品名で発売され、海

外はブラザーブランド「Ｐ-ｔｏｕｃｈ」の商品

名で発売された。	

・「Ｐ-ｔｏｕｃｈ」という商品名は酒井が考案

し、1987年に商標登録した	

・ 「テプラ」と 「Ｐ-ｔｏｕｃｈ」は、世界中で

大ヒット商品となり、その後競合品も参

入して、電子ラベルライターという新しい

マーケットを創りあげた。	

・ブラザー工業は、「ラベルライター」を

発売してから2000年までの間で売上

2000億円、営業利益500億円という収

益を獲得し、 「ラベルライター」は会社の

中核事業となった。	

・1994年に、「ラベルライター」の基本発

明となった「反転印字を行うテープ印字

装置」は、社団法人発明協会より発明

賞の表彰を受けた。	

・私は、工業意匠学科の電々公社プロ

ジェクトで、多変量解析によるユーザー

セグメントを行いターゲットごとに商品開

発を行う手法を学んだ。それを活用して

ワープロユーザーを分類し、このような

製品アイディアを想到することができた。	

1989年ｽﾃｰｼｮﾅﾘｰ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ｲﾔｰ受賞	

４／４	
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１／１	

酒寄　映子	 
SAKAYORI	 Eiko	 
東京都立竹早高等学校	 
大学	 31回生（83.3卒）	 
	 
83.4	 三菱電機株式会社入社、デ
ザイン研究所にて、AV機器のデザ
イン、マーケティング・コンセプ
トメーキングを担当。80年代から
高齢化対応を研究テーマとしUDに
至る。2001年より開発企画部門に
て、UD推進などを担当。	 
	 
趣味：旅行、海遊び	 
モットー：基本に忠実に	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

共同開発者	 澤田	 久美子	 
SAWADA	 Kumiko	 
筑波大学芸術専門学群（83.3卒）	 

ユニバーサルデザイン開発評価ツール　�����������

　「できるだけ多くの人に使いやすいように、予め考えてデザインする」ユニバーサルデザイン
（UD)開発を行うための支援ツールを開発した。このツールは、デザイナー・設計者などの開発
者がユーザビリティ評価の専門スタッフとともに、自身が開発する製品やシステムをチェックし、

UDのスキルを高めつつ、課題や解決のヒントを見つけ出すための支援ツールとして2004年度
に構築し、開発に導入された。	

　はじめに、製品の特性や位置づけなどを整理し、使用環境・使う可能性のあるユーザーを見極
め、目標を設定する。次に主な使い方の操作フローに沿って、課題ポイントを抽出する。そして、
高齢者、視覚障がい者などのユーザー特性ごとに、各項目をチェックし得点が導かれる。チェッ

ク項目は、簡単でわかりやすい使い方、安全性と利便性の追求、識別しやすい表示表現、楽な
姿勢・身体的負荷の視点からの35項目。より創造的にUD取り組むため、デザイナー自身が「感
じること」や「創造的に解決すること」の支援を重視したツールを目指した。	

評価シートの例	

結果シート(部分) 

三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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羽田　隆志	 １／２	

羽田　隆志	 
HADA	 Takashi	 

新潟県立長岡高等学校	 

大学31回生（83.3卒）	 

	 

�
83.4  日産自動車（株）第3デザ�
���インインスタジオ�
87.10千葉大学教務職員�
���工学部工業意匠学科��
97.4  設計・デザイン事務所��
���PLAN” The Room�
04.4  静岡文化芸術大学准教授�
���現在に至る�

�
趣味：乗り物。	 

モットー：対立すべし変更すべし。	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

V.S.Monkey（フレームキットオートバイ）1999（株デイトナから限定100台販売）	 
世界に類のない仮想軸ステアリングのオートバイ。フロントフォークを持たない。	 
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羽田　隆志	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

[黒色の車両]  
超小型３輪スポーツカー
「EX3」（“PLAN”	 The	 

Room）	 2003年	 
共同：（株）ムデルエン

ターテイメント	 
49ccスクーターのエンジ
ンを搭載した原付カー。	 

車両総重量97kgと極めて
軽量であるため、加速力

以外の運動性能は異常と
言えるほどに高い。	 

[赤色の車両]  
超小型３輪電気自動車
「T3」（静岡文化芸術大

学）2006年	 
共同：静岡文化芸術大学

元教授　高梨廣孝氏	 
後輪にインホイールモー
ターを内蔵した電気自動

車。車両総重量を139kg
まで軽量化できたため、

小さな鉛バッテリーでも
充分な航続距離を得た。	 

両車両とも原付枠にて登
録、保険加入して公道走
行が可能。	 
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佐野　葉子	 
SANO	 Yoko	 
東京都立国立高校	 
(大学54回、2006.3卒)	 
大学院自然科学研究科デザイン専攻　
（2008.3修了）2008.4三菱電機入社、
デザイン研究所インタフェースデザイ
ン部にて、カーナビゲーションシステ
ムのGUIデザインを担当。	 
趣味：旅	 

カーナビゲーションシステムのGUIデザイン	

HDDカーナビゲーションシステム　NR- HZ001  
Car navigation system 

ナビ操作時	

AV操作時	

INFO(情報)画面	

UDマップ表示	
（左：３色覚、右：2型2色覚の見え方シミュレーション）	

マルチリレーオペレーション	

音声入力とタッチパネルとリモコンの操作モードを連携させ、走行中や停車中等、状況に合わ	

せて入力できるマルチリレーオペレーションを実現した。業界初のインタフェース。	

共同開発者　小阪田　政宏	

岩崎　建樹	 
IWASAKI	 Tatsuki	 
千葉県東葛飾高校	 
（大学32回生、1984.3卒）	 
1984.4三菱電機入社。テレビ･車載機
器のデザイン､コンセプトデザイン､
インタフェースデザイン等を担当。
2004～06年三菱電機中国有限公司。
2009年より開発企画部長	 
趣味：欧州・中国旅行	 

１／１	三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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佐藤　公信	 １／４	

佐藤　公信	 
SATO	 Kiminobu	 

愛知県立岡崎高等学校	 

大学32回生（84.3卒）	 

大学院工学研究科工業意匠学専攻

（87.3修了）	 

	 

87.4	 千葉大学工学部技術職員	 

91.3	 同大学助手（工学部工業意	 

	 	 	 	 	 匠学科）	 

02.4	 同大学助教授	 

11.5	 同大学院工学研究科教授	 

	 

日本デザイン学会会員	 

日本展示学会会員	 

日本音響学会会員	 

日本インテリア学会会員	 

人間・環境学会会員	 

専門分野：音環境デザイン、空間

演出。	 

■	 主な研究論文	 

１. DESIGNING A LIVING FOR CULTURAL 
RESOURCE-BASED REGIONAL 
REINVIGORATION Sustainability and 
Assessment in Isumi City, Chiba Prefecture, 
Bulletin of Japanese Society for the Science 
of Design, Vol.57 No.4, pp.77-86（2010） 
２. 集住空間の共有領域に関する設計意図の
特徴─建築雑誌「新建築」掲載作品を例とし

て：デザイン学研究、	 57(6)、19-24（2011）	 	 

３． RESEARCH INTO THE EVALUATION 
OF INTERACTIVE EXHIBITS BASED ON 
STUDIES OF VISITORS’ BEHAVIOR AND 
UTTERANCES-Analysis on Interactive 
Exhibits at Science Museums-Part 2-, Bulletin 
of Japanese Society for the Science of Design 
Vol.57(6), pp.71-78, 2（2011）	 

■	 主な著書	 

１．展示論、共著、本人分担：音響─聴覚

情報・雰囲気の創出─(pp.98-99),	 日本展

示学会出版事業委員会編,	 雄山閣(2011.7)	 

２．音の百科事典、共著、本人分担：バイ

ノーラル(pp.751-752)立体音響(pp.

943-945)	 コンピュータ音楽(pp.462-464)電

子音楽(pp.673-675)、音の百科事典編集委

員会、丸善株式会社(2006.4)	 

３．展示学事典、共著、	 本人分担：展示と

音（pp.100-101）、展示と音像（pp.102－

103）、日本展示学会「展示学事典」編集委

員会編、ぎょうせい,(1996.1)	 

４．インダストリアルデザイン、	 共著、本

人分担：空間演出デザイン（pp.151-156）,	 

森典彦編、朝倉書店、(1993.4)	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

■ デザイン 
１．ベンチ「語らいベンチ」：清水忠男、

佐藤公信、原寛道、金澤匠平、今健一、	 

（財）日本産業デザイン振興会グッドデザ

イン賞	 No.08B10060,	 (2008.10)	 

“Ｋａｔａｒａｉ　Ｂｅｎｃｈ”Ｇｏｏｄ　Ｄｅｓｉｇｎ　Ａｗａｒｄ　

2008	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

２．千葉都市モノレール新型車両乗降促

進音：佐藤公信、千葉都市モノレール社

(2011〜 )	 
“Departure Sound Sign” Chiba mono-
rail  2012 

４． 前二輪三輪自転車NEXTRIKE, 松尾拓弥、佐藤公信、

清水忠男、日経デザイン2005年05号、pp.33、 (2005.5) 	 
“Nextrike”Bicycle for Short Stay Tourists   2005 

３．瓶詰めにされた音風景：佐藤公信、第３回“「東京」を観る、「東京」

を読む。”展、日本大学文理学部百周年記念館、(2007.11)  
“Soundscape in TOKYO”Exhibition for TOKYO Reading & 
Watching   2007 

佐藤　公信	 ２／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

2. 千葉都市モノレール新型車両乗降促

進音, (2011) 
3.瓶詰めにされた音風景：佐藤公信, 第３

回“「東京」を観る、「東京」を読む。”展,日
本大学文理学部百周年記念館, 
(2007.11)  
4. 前二輪三輪自転車NEXTRIKE,日経デ

ザイン2005年05号,pp.33, (2005.5)  
5. B.G.M(Music or Message)：佐藤公

信, 福井国際青年メディアアートフェスティ

バル・ふくいメディアシティー・フォーラム

優秀賞, (1996.11) 	

５．Soundscape in 
Lonmiladonno: Lonmiladonno火
山灰展のための音環境インスタ

レーション作品　(2011.11)	 

“Soundscape in 
Lonmiladonno”Sound Installation 
for Exhibition   2011 

６． B.G.M(Music or Messege)：佐藤公信,	 福井
国際青年メディアアートフェスティバル・ふく

いメディアシティー・フォーラム優秀賞、

(1996.11)	 	 

“B.G.M(Music or Messege)”：1st. Prize 1996	

佐藤　公信	 ３／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠科デザイン集	

７．流山の魅力再発見　春・秋の散策会のためのロケーション・サイン、誘導サイン、

案内サイン等の継続的デザイン提案：大学院1年生との共同制作　(2010〜	 )	 

.“Location Sign System for Nagareyama Walking”   2011 

８．流山オープンガーデンのための住民主

導のサイン・キットの提案：大学院生との

共同提案（2010〜	 ）	 

“Location Sign Kit for Nagareyama Open 
Garden Festival”   2010 

佐藤　公信	 ４／４	
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１／１	

米沢　みどり	 
YONEZAWA	 MIDORI	 
静岡県立静岡高校	 
大学	 32回生（84.3卒）	 
	 
84	 入社　インテリアコーディネーター　　	 
98	 通信システム統括	 移動通信端末	 
	 	 	 事業センター	 商品企画グループ兼務	 
99	 アイプラネット出向	 	 
	 	 	 ネットソリューションカンパニー	 　　	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 プロデューサー	 
08	 三菱電機インフォメーションシス	 
	 	 	 テムズ兼務　次世代空港プロジェクト	 
	 	 	 担当課長	 
	 
趣味：超大型犬と暮らす、ガーデニング	 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

Laptop Personal Computer mp286L	
1989年if賞受賞　原正樹、米沢みどり	 

昇華型	 Color	 Printer	 S340	 	 

1989年イタリア	 Smau賞受賞	 

エンジニアリングワークステーション MELCOM ME100/200/400　1988年	

情報機器	

三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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渡邉誠	 
WATANABE	 Makoto	 

都立墨田川高等学校	 

大学32回生（84.3卒、大学院86.3修了）	 

博士（工学）（92.3千葉大学）	 

	 

86.4	 セイコー電子工業株式会社入社	 

95.4	 千葉大学工学部講師	 

97.6	 千葉大学工学部助教授	 

07.4	 千葉大学大学院工学研究科教授 　　	 

	 

01　	 英国Brunel	 University客員教授	 

05～	 グッドデザイン賞審査委員	 

09	 　浙江大学客員教授	 

	 

所属学会	 

日本デザイン学会、日本ファジィ学会 
日本感性工学会、Design Research  
Society 

■主な学術論文 

１．Core-competence of the In-house Design Department in Electronics Company 
of Japan and Korea: Makoto Watanabe， Bulletin of the 5th Asia Design Conference， 

CD-ROM， 2001　	 

２．Product design in brand recognition: Makoto Watanabe， Bulletin of the 5th Asia 
Design Conference， CD-ROM， 2001  
３．A Study Of Traffic Disaster Information Board Design: Makoto Watanabe， 

Bulletin of the 5th Asia Design Conference， CD-ROM， 2001  
４．Assessment of the organization-based design knowledge: Makoto Watanabe， 

Bulletin of the 5th Asia Design Conference， CD-ROM， 2001  
５．Knowledge Conversion in Industrial Design Education : MakotoWatanabe， 

Exploring Emerging Design Paradigm， ICSID2001， Education Seminor， 

pp177-184， 2001 Oct.  
６．A video summarization algorithm using the semantic score method: Makoto 
Watanabe， Bulletin of Japanese Society for the Science of Design， Vol.48， №6， 

pp.31-38， 2002  
７．CONSTRUCTION OF GUIDELINE/CHECKLIST "C-SYSTEM" IN UNIVERSAL 
DESIGN - PRACTICE OF COLLABORATIVE RESERACH AND DESIGN PROJECT 
"DESIGN FOR YOU" AT CHIBA UNIVERSITY (1) : Makoto Watanabe， International 
Conference for Universal Design， CD-ROM， 2002   
８．Developing the Universal Design Support System “YOU-base”: Makoto 
Watanabe， Common Ground， Design Research Society， ISBN1857213483， 2002 	 
９．Core-competence of the In-house Design Department in Manufacturing 
Company in Japan：Makoto Watanabe，　Bulletin of Japanese Society for Science of 
Design， Vol.49， No.1 Issue no.151， 1-8， 2002  
	 

 

渡邉　誠	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／３	 
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１０．An Experiential Approach to Products Aesthetic Sustainability: Analysis of 
Aesthetic Unsustainability in Japanese Mobile Phones: Makoto Watabnabe， 6th 
Asian Design International Conference， Journal of the Asian Design International 
Conference Vol.1， CD-ROM， 2003 　	 
１１．The Education System of Industrial Design in Japan: Makoto Watanabe， In 
The Name of God， Seminar on Industry and Art Iranian Academy of Arts， 2005. Jan 
１２．Structure Visualization in Design Developing Process of Japanese Car 
Companies: WATANABE Makoto， IWATA Kunio， Bulletin of Japanese Society for 
the Science of Design， Refereed， 53(4)， 39-46 ， 2006  
１３．Comparative Analysis of From-structural Patterns of Aesthetic Boredom of 
Mobile Phone Between Japan and Iran: An Inverse Approach to Product Aesthetic 
Durability(III)， ZAFARMAND Seyed Javad， WATANABE Makoto， Bulletin of 
Japanese Society for Science of Design， Refereed， 53(5)， pp.11-20， 2007 
１４．Development of Competences for Service Design， ONO Kenta， LEVY Pierre， 

WATANABE Makoto， Proceedings of International Service Innovation Design 
Conference， Refereed， CD-ROM， 2008 
１５．Design Collaboration Activities in Fashion and Manufacturing Industry: A direct 
approach to designer's role of design collaboration， YOON Jeewon， ONO Kenta， 

WATANABE Makoto， Bulletin of Japanese Society for Science of Design， Refereed， 

56(1)， 39-46， 2009 
１６．A Study on the Design Collaboration of Manufacturing Industries: Research 
on the Japanese watch company， YOON Jeewon， ONO Kenta， WATANABE 
Makoto， Bulletin of Japanese Society for Science of Design， Refereed， 56(1)， 

31-38， 2009   

渡邉　誠	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

２／３	 
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■主な著書 

左脳デザイニング，海文堂出版，1993，分担執筆	 

EXCELによる調査分析入門，海文堂出版，1996，分担執筆	 	 

渡邉　誠	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

３／３	 

＜デザインマネージメントに関する研究＞ 

デザインにおけるさまざまなマネージメントの課題に関す

る研究から、商品ラインナップにおけるデザイン課題の抽

出と具体的な対応法、デザイン評価のあり方とその実践的

な試み、今日的デザインプロセス構造の明確化とその応用、

およびデザインにおけるシステム論などに関する研究を

行っている。以上のようなテーマについて日本の企業内デ

ザイン部門を対象に、研究を行っている。	 

デザインプロセス研究	

＜ユーザーインターフェイスデザインの研究＞ 

プロダクト・デザインおよび、プロダクト・デザインに関

連するサービス・デザインのユーザーインターフェィスに

関する研究、人間行動分析による人間の行動のモデル化と

それをもとにしたシステムの開発。	 

ユーザー行動分析例	

■研究概要	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

北米向AV機器	

1999年　世界初（当時）16：9HD	  
プロジェクションTV（73ｲﾝﾁ）	 

1999年　世界最大（当時） 
4：3プロジェクションTV（80ｲﾝﾁ）	 

1999年DVDプレーヤー	 

阿部　敬人	 
ABE	 Takato	 
埼玉県立川越高校	 
大学34回生（1986.3卒）	 
	 
86	 デザイン研究所入社	 
92	 イタリアミラノ駐在	 
97	 デザイングループマネージャー	 
04	 開発企画グループマネージャー	 
08	 情報システムデザイン部部長	 
	 
趣味：ルアーフィッシング、ゴルフ	 
モットー：経験こそ真実なり	 

共同研究者　小玉　亮	 

１／２ 三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

音響機器	

1995年	 
DIATONE50周年記念モデルDS-A5	 
トップにカナディアンメープル、

バッフル板にサテンシカモアを使
い、音の温もりと立ち上がりをデ

ザイン。	 
１組19.8万円（当時）	 

1995年	 
DIATONE50周年記念モデルDS-A3	 
ウォールナットとカナディアン

メープルの斬新な構成。ツイータ
周りの人工皮革も業界初。	 

1組36万円（当時）	 

２／２ 三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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岩渕　信顕　	 
IWABUCHI	 Nobuaki	 
宮城県仙台第一高等学校	 
大学34回生（86.3卒）	 
86.4	 三菱電機（株）デザイン研
究へ所属。車載、PCディスプレイ、
空調デザイン、関連企業出向を経
て、現在はAV機器デザインを担当。	 
趣味：小旅行	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

石塚　健彦　	 
ISHIZUKA	 Takehiko	 
千葉県立千葉東高等学校	 
大学37回生（89.3卒）	 
89.4三菱電機（株）AVシステム部
デザイナー、01.5携帯電話サイト
企画担当を経て07.10インタフェー
スデザイングループマネージャー	 
趣味：ドライブ、演劇鑑賞	 

岡田　麻美	 
OKADA	 Asami	 
茨城県立土浦第一高等学校	 
大学53回生（2005.3卒）	 
大学院自然科学研究科デザイン専
攻(2007.3修了)	 
2007.4三菱電機(株)入社、インタ
フェースデザイン部でAV機器のイ
ンタフェースデザインを担当	 
趣味：サックス演奏	 	 

BD・HDD内蔵テレビ　LCD-BHR400シリーズ	

前面ディスクトレー	

GUIデザインの例（録画一覧画面）	 リモコン	

１／１	三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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大場　晴夫	 
OBA	 Haruo	 
静岡県立浜松北高等学校	 
大学34回生（86.3卒）	 
	 
86�ソニー株式会社入社 
89�Cranbrook Academy of Art 
��企業留学 
92�noiseArt �TED4 Kobe 
99�PHDA55 
��SMAU ID Award 
99�VAIO L Series 
    �Gマーク	 金賞	 
00�VAIO LX Series 
�� Gマーク / Red Dot 
01�Visual Flow 
�    Gマーク 
05�QUALIA 001 
   �Red Dot 
08�Special Moments  
   �CHI 2008 
 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ソニー株式会社　Sony Co.Ltd	 １／３ 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ソニー株式会社　Sony Co.Ltd	 ２／３ 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ソニー株式会社　Sony Co.Ltd	 ３／３ 
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樋口孝之	 
HIGUCHI	 Takayuki	 

都立墨田川高等学校	 

大学34回生（86.3卒，88.3修士）	 

博士（学術）（04.3千葉大学）	 

	 

88.4	 清水建設株式会社	 

97.10	 樋口孝之デザイン研究室	 

98.8	 文化庁派遣芸術家在外研修員	 

	 Kunstakademiets	 Arkitekt-	 

	 skole（デンマーク）	 

04.4	 千葉大学	 

	 

所属学協会	 

日本デザイン学会	 

日本インテリアプランナー協会	 

樋口　孝之	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／４ 

■主な学術論文・著書 

１．明治中期に公布された意匠条例に用いられた「意匠」概念，JSSD185，45-54，2008	 

２．明治中期において文化に関わる言説に用いられた「意匠」概念，JSSD185，35-44，	 

　　2008	 

３．明治初期から中期の美術工芸振興活動にあらわれた「意匠」概念，JSSD181，87-96，	 

　　2007	 

４．明治の辞書にみられる西洋語に対応した「意匠」の語義，JSSD161，11-20，2004	 

５．日本における漢語「意匠」の受容と解釈，JSSD161，1-10，2004	 

６．「たくむ」「たくみ」語義の形成と変遷，JSSD158，101-110，2003　	 

７．デザイン事典，日本デザイン学会編集（分担執筆），デザインと多様性科学−多様な価値の 
　　　存在としての豊かさ，324-325，社会の科学，344-345，朝倉書店，2003	 

英語designとその対訳語	 『附音挿図英和字彙』（1873年）design関連

語の対訳	 

日本におけるデザイン思考・行為をあらわす言語概念の研究	 
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樋口　孝之	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

２／４ 

■デザイン活動	 

自然環境と人工環境が上手に連関する環境形成に向けたデザイン開発の思想と手法．ま

た，文化の自律と多様な価値の混在のゆたかさを尊重し，より良い地域生活文化を構築

するためのデザインの検討と実践．	 

■主な教育プロジェクト 

共生環境デザインによる房総半島活性化支援	 

大陸間デザイン教育プログラム	 
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樋口　孝之	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

３／４	 

セコム上信越本社ビル：情報通信と警備保障を行う企業の本社ビル。

信頼を表す堅牢感と開放を表す透明感を組み合わせた空間。	 

京橋Ｓビル：技巧的な大工棟梁に古く起源をもつ

建設会社のサテライトオフィス、クラフツマン

シップへ敬意をはらい木工造作技術を最大限に引

き出す。	 
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樋口　孝之	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

４／４	 

タラサ志摩：やわらかな曲線で重なり合いながら構成さ

れたフォルムにより視線の移動にともなう多彩な変化．

現代的空間のなかに伝統的建築要素を再構築．	 

アミティエ新大阪：高度な免震構造を備えた集合居住

施設において，変位に適応させたインテリア計画．	 
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コマツ　Komatsu	 Ltd.	 １／２	

柳田　泰宏	 
YANAGIDA	 Yasuhiro	 
千葉県立検見川高等学校	 
大学34回生（86.3卒）	 
	 
86.4	 日野自動車(株)入社	 
	 	 	 	 	 デザイン部所属	 
92.8	 Pratt	 Institute	 
	 	 	 	 	 (NY,USA)	 大学院工業	 
	 	 	 	 	 デザイン学科卒	 
97.4	 コマツ入社	 
	 	 	 	 	 開発本部商品企画室	 
	 	 	 	 	 デザイングループ所属	 
	 
油圧ショベルの外装､キャブ
の内外装デザインを担当。	 
現在はマネージャーとして
全商品のデザインを監修し
ています。	 
趣味：ギター､旅行	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

油圧ショベル	 PC138US-8,	 2006	 
Hydraulic	 Excavator	 PC138US-8,	 2006	 

・車体後端部が飛び出していない後方超小旋回機と呼ばれる機種で､狭い箇所で	 
　の作業に利便性を発揮します。	 
・外観デザインの狙い：コマツ統一VIによるブランドイメージ強化､小旋回性を	 

　　　　　　　　　　　具現化したラウンドボディ､整備性向上､安定感の視覚化。	 
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コマツ　Komatsu	 Ltd.	 	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

油圧ショベル	 PC200-8,	 2005	 
Hydraulic	 Excavator	 PC200-8,	 2005	 	 

・世界７ｶ国の工場で生産されている	 
　コマツのグローバル主力商品です。	 
・外観デザインの狙い：	 

	 	 コマツ統一VIによるブランドイメージ	
    強化､転倒時運転者保護構造	

    キャブの視覚化､パワフル感､ 
　 信頼感の創造。	
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岡本　浩志	 	 １／３	

岡本　浩志	 
OKAMOTO	 HIROSHI	 
名古屋市立向陽高校	 
大学35回生（87.3卒）	 
	 
87.4	 (株)テクノアートリサーチ　
デザイン設計Ｇ　デザイナー	 
94.1～	 同制作部	 
チーフデザイナー	 
05.1～	 同制作部	 
エグゼクティブチーフデザイナー	 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 
趣味：スキー、旅行	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

トヨタ	 プリウス	 エクステリア　2003	 
TOYOTA	 PRIUS	 Exterior	 Design	 2003	 

トヨタ	 プリウス	 エクステリア“キースケッチ”	 
　	 TOYOTA	 PRIUS	 Exterior	 “Key	 Sketch”	 

	 主なデザイン賞	 
“グッドデザイン大賞	 2003”	 
“Car	 Design	 Award	 2003-2004”	 

“IDEA	 2004	 Ｇold	 Winner”	 
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岡本　浩志	 ２／３	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

トヨタアイシス	 エクステリア　2004	 
	 TOYOTA	 ISIS	 Exterior	 Design	 2004	 

トヨタアリオン	 エクステリア　2002	 
TOYOTA	 ALLION	 Exterior	 Design	 2002	 

レクサスIS-F	 エクステリア　2006	 
LEXUS	 IS-F	 Exterior	 Design	 2006	 
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岡本　浩志	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

レクサス	 ES	 エクステリア　1996	 
	 LEXUS	 ES	 Exterior	 Design	 1996	 

トヨタ	 カリブ	 フロントフェース　1995	 
TOYOTA	 CARIB	 Exterior	 Front	 Face	 Design	 1995	 

トヨタ	 エスティマ	 エクステリア　1999	 
	 TOYOTA	 ESTIMA	 Exterior	 Design	 1999	 

３／３	
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長井　千春	 １／２	

長井　千春	 
NAGAI	 	 Chiharu	 
和歌山県桐蔭高等学校	 
大学36回生（88.3卒、大学院94.3修了）	 
	 
愛知県立芸術大学美術学部 
デザイン・工芸科陶磁専攻　准教授	
 
６年間のドイツ留学で陶磁器デザイン 
を学ぶ。 
(Burg Giebichenstein,Hochschule  
für Kunst und Design Halle. 
1993年卒業　Diplom Designerin) 
神戸芸術工科大学助手を経て現職。	
 
日本デザイン学会会員	
博士（学術）	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

「白の器 」、カップ・磁器、2005年　　 	
「骨笛」、花器・磁器、1999年　　	

「十六夜」、ボール・磁器、2006年、小田陶器株式会社 
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長井　千春	 ２／２	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

・このスペースに写真とキャプション（英文も）入れてください。	

・キャプションには、製品名の他に、そのデザインの特徴など 

　短い説明を入れてもかまいません。	

・写真は１～６点程度とします。	

・さらに多くの写真を入れたい場合は、次のページにします。	

・必要により共同制作者の名前を記入してください。	
 

「べんとう豆」、陶磁器、中子・檜、2006年 小田陶器株式会社　 
そら豆をイメージした懐石弁当箱形状の器。持ち運ぶのではなく、食卓で詰め合わせ料理を楽しむために。 
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大森　正樹	 １／４	

大森　正樹	 
OMORI Masaki 
東京都立駒場高等学校	 

大学37回生（89.3卒）	 

	 

89.4	 JR西日本入社　車両部、鷹取	 

　　	 工場で鉄道車両の設計、デザ	 

　　	 インを担当	 

　　	 設計の他、車両のサインや、	 

　　	 プロモーション用パンフレッ	 

　　	 ト、JR西日本サインマニュア	 

　　	 ル（車両の章）等のグフィッ	 

　　	 クデザインワーク	 

07.7	 お客様サービス部課長	 

10.7	 車両部設計室課長	 

	 

日本インダストリアルデザイナー協会

（JIDA）会員	 

日本デザイン学会会員	 

日本カタルーニャ友好親善協会会員	 

阪神タイガース検定会場試験合格	 

鉄道設計技士［鉄道車両］	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

223系1000代	 
（ 95年、「新快速」用電車）	

285系（98年、寝台特急「サンライズエクスプレス」用電車	 

グッドデザイン金賞、ブルネル奨励賞、ブルーリボン賞受賞）	 

設計、デザインに関わった主な車両	

223系	 0代	 (94年、関西空港アクセス	

快速用電車）グッドデザイン賞受賞　	 
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２／４	

281系（94年、関西空港アクセス特急「はるか」用電車）	 
グッドデザイン賞、ブルネル賞受賞	 

　	

特急サンダーバード路線図（95年、パンフレット用）	

321系 　(05年、通勤用電車）	 

683系（00年、特急「サンダーバード」用電車）	 

設計、デザインに関わった主な車両	

大森　正樹	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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３／４	

特急サンライズエクス	 
プレス路線図	 	 
（98年、パンフレット用）	 

JR西日本路線図	 （01年、企業HPインデックス用、基本図）　	 

特急オーシャンアロー路線図（96年、パンフレット用）	

アーバンネットワーク路線図	

（05年、通勤電車車内用、試作）	 

大森　正樹	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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４／４	

優先座席ピクト	 
グラム	 (99年）	 

路線図を用いたアートワーク	 	 

(10年、タイガースデザインのアレンジ──路線図がトラ）	 

講演等	

・「デザインの展望　コミュニケーションデ	 

	 	 ザインを考える～鉄道事業におけるデザイ	 

	 	 ンの可能性～」07年～、千葉大学	 

・「コミュニケーション・デザインを考える	 

	 	 ～阪神タイガースのデザインから学ぶもの	 

	 	 ～」07年、京都工芸繊維大学	 

・「ダリの聖地を巡って～ダリのプロモーショ	

	 	 ン活動、世界へのメッセージ、ダリのコミュ	

	 	 ニケーション」08年、日本カタルーニャ友	 

	 	 好親善協会	 

・「鉄道からデザインを考える～公共デザイ	 

	 	 ン、コミュニケーションデザインとはなに	 

	 	 か」	 09年、	 武蔵野美術大学	 

	 

論文等	 

・「住宅メーカーと共同開発の試み	 ～285系	 

	 	 寝台特急電車の設計について～」（共著）	 

	 	 98年、日本鉄道技術協会JREA賞受賞	 

・「マイトレイン～20年後の鉄道システムを	 

	 	 展望する～」07年、日本鉄道技術協会懸賞	 

	 	 論文佳作入選	 

・「JR西日本　車両開発・投入経緯と主な成	 

　果」（共著）10年、JRガゼット	 

大森　正樹	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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前川　正実	 １／４	

前川　正実	 
MAEKAWA	 Masami	 

埼玉県立本庄高等学校	 
大学37回生(89.3卒) 
	 
89.4	 (株）島津製作所デザイン部門	 
	 	 	 	 	 プロダクトデザイナー	 
94～	 ユーザインタフェースと機能	 
	 	 	 	 	 開発及び，製品開発上流工程	 
	 	 	 	 	 の品質向上と効率化に重きを	 
	 	 	 	 	 置いたデザイン活動を行う	 
08.2	 (株）操作デザイン設計	 代表	 
	 
日本人間工学会	 
日本デザイン学会	 
日本感性工学会	 
人間中心設計推進機構　各会員	 
	 
趣味：自転車，旅行，写真	 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

[Product Design]	 
クリニカルイオンメータ	 CIM-300	 1993	 
Na/	 K/	 Cl	 ION Meter	 CIM-300	 1993	 
Gマーク受賞製品	 

[Product Design]	 
ガスクロマトグラフ質量分析計　GCMS-QP5000	 1993	 
Gas Chromatograph with MS Detector	 GCMS-QP5000	 1993	 
日刊工業新聞機械工業デザイン賞　受賞製品	 	 

[Product Design]	 
ミクロ電子天秤　AEM-5200	 1993	 
Micro Electronic Balance	 
AEM-5200	 1993	 
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前川　正実	 ２／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

[Product and GUI Design]	 
デジタルラジオグラフィシステム　DIGITEX	 PRO	 1997	 
Digital Radiography System	 DIGITEX	 PRO	 1997	 

[Product Design]	 
MRI装置	 MAGNEXα	 1994	 
MRI	 System	 MAGNEXα	 

1994	 

[GUI Design]	 
液体クロマトグラフ	 ワークステーション	 Class-VP	 ver.6.0	 1999	 
LC WorkStation Class-VP	 ver.6.0	 1999 

[GUI and Function Design]	 
CT-3次元画像処理ビュワ	 GeniusSpace	 2001	 
CT-3D	 Image Viewer GeniusSpace	 2001	 
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前川　正実	 ３／４	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

[GUI Design]	 
一般撮影システム	 Radiotex safire	 2003	 
General Radiographic System 
Radiotex safire	 2003	 
Gマーク受賞製品	 

日刊工業新聞機械工業デザイン賞　受賞製品	 

[UI Design]	 
外科用Ｘ線テレビシステム	 OPESCOPE	 PLENO	 2002	 
Surgical Mobile C-Arm Imaging System	 OPESCOPE	 PLENO	 2002	 
Gマーク受賞製品	 

[GUI & Function Design]	 
全自動血液凝固分析装置　CP2000	 2007	 
Full Automatic Blood Coagulation Analyzer 
CP2000	 2007	 
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前川　正実	 ４／４	
	 

・執筆	 

2010.12	 　　　GUIデザイン──ユーザ要求事項の抽	 

　　　　　　　出、DESIGN	 PROTECT	 No.88、	 日本デ	 

　　　　　　　ザイン保護協会	 
	 

・登録特許	 

P4144303	 	 　　核医学検査装置の検査スケジュール	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 　	 　作成プログラムおよび核医学検査装置	 

I325311(台湾)	 マンモグラフィ装置	 

P4591407	 	 　　反応キット	 
	 

・公開特許	 

2006-084433	 	 	 コーンビームＣＴ装置	 

2008-077608	 	 	 業務進行管理システム	 

2008-129700	 	 	 データ処理システム及びそのプログ	 

　　　　　　	 	 ラム	 

07-132740	 	 	 	 	 反応容器キット	 

WO/2007/119459	 マンモグラフィ装置	 

WO/2008/081525	 マンモグラフィ用検出器ユニットおよび	 

　　　　　　	 	 これを備えたマンモグラフィ用核医学	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 診断装置	 

2000-020196	 	 	 視線入力装置	 
	 

・実用新案登録	 

3124943　　	 	 	 ピペッタ	 

3128904　　	 	 	 乳房形状整形具	 

3133717　　	 	 	 収容箱及びそれを用いた収容箱セット	 

	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

[UI & Function Design]	 
クリニカルPETシステム　Eminence	 2003	 
Clinical PET System Eminence	 2003	 	 Gマーク受賞製品	 

・研究論文	 

2010.5　	 	 Method of Finding Situations   Which  Cause Problems 
                  in Human  Computer Interaction, Korea and Japan Joint  
                  Ergonomics Symposium 
2010.7       A Method of Discovering Design	 Subject Area to Develop 
                  Attractive  Products , IADIS IHCI 
2010.9　　製品開発におけるデザイン課題の特定に関する一考察、	 

　　　　	 	 日本感性工学会	 

・講演	 

2009.2	 	 	 	 観察、インタビューによりユーザ要求事項を抽出する方法	 

　　　　　──現場でユーザ要求事項を抽出してUIデザインに反映す	 

　　　　　る、HCD-net講演会	 
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カシオ計算機株式会社　CASIO	 COMPUTER	 CO.,	 LTD.	 

小島　一泰	 
KOJIMA	 Kazuyasu	 
茨城県立古河第三校等学校	 
大学39回生（91.3卒）	 
	 
91.4	 カシオ計算機（株）入社	 
	 	 	 	 	 デザインセンター所属。	 
	 	 	 	 	 腕時計のデザインを担当。	 
	 	 	 	 	 現在女性時計のディレク	 	 	 	 
	 	 	 	 	 ションを主に担当しています。	 
	 
趣味：自転車	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

CASIO	 “Sheen”　デザインディレクション	 2007-2010	 

１／２	
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カシオ計算機株式会社　CASIO	 COMPUTER	 CO.,	 LTD.	 

CASIO	 “G-SHOCK”	 
左から：GW-100（2001	 Gマーク受賞）、DW-9700（1999）、DWG-100（1999）	
	 

CASIO	 “Baby-G”	 　	 
左から：BGA-113（2009）、BG-2000（2006）、BGR-30（2003	 Gマーク受賞) 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

２／２	
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Eシリーズ	
（写真はMR-E50R-PW）	

リビングインテリアの一部としての	
存在を目指し、シンプルモダンを	
外観基調とした大型冷蔵庫。	
インテリアに合わせやすい木目調・	
暖色系・メタルなどのカラー展開で	
選びやすいラインナップとした。	
（下はカラーラインナップ）	
	

Fシリーズ	
（写真はMR-F40R-P）	

フレンチドアの使いやすさを	
シンプルな外観でまとめた	
中容量機種。	
インテリアを引き立てる優しい	
印象のピンクの外観カラーを	
持つのも特徴。	

新井　悟史	 
ARAI	 Satoshi	 
東京都海城高校	
大学40回生（1992.3卒）	

	

92.4  三菱電機（株）入社。	

92～ 産業機器・公共施設向け監視	

        制御室トータルデザイン、	

98   デジタルプレゼンテーション研究	

99    携帯電話デザイン	

05    空調機器関連デザイン	

06    冷蔵庫デザイン	

	

趣味・モットー：奉仕	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

共同開発者：高砂英之（デザインディレクション）	 

国内向け冷凍冷蔵庫（2009年）	

１／１	三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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原寛道	 
HARA	 Hiromichi	 

土佐高等学校	 

大学40回生（92.3卒）	 

千葉大学大学院工学研究科工業意匠学専攻	 

（94.3修了）	 

博士（工学）（07.3千葉大学）	 

	 

94.4　株式会社環境デザイン研究所 
00.7   有限会社原デザイン設計室 
01.10  千葉大学非常勤講師 
02.6   東京都立科学技術高等学校市民講師 
03.8   千葉大学工学部デザイン工学科 
          工業意匠計画講座助手 
06.4   千葉大学工学研究科 
　　　　 デザイン科学専攻助教 
11.10	 千葉大学工学研究科 
　　　　 デザイン科学専攻准教授 

	 

■主な学術論文 

１．都市観光を手がかりとしたまちづくりにおける歩行者空間への要望と評価──

台湾・高雄市を例として：李俐慧，	 佐藤公信，	 原寛道，	 清水忠男，	 デザイン学

研究（2007）	 

２．子どもの集団遊びと環境構成のあり方──保育現場における自由遊びを例とし

て：保育学研究（2006）	 

原　寛道	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／２ 

■主な研究	 

（１）散策型観光促進の歩行者用サインシステムデザインの開発	 

従来のサイン計画は歩行者が主体的に

散策を楽しむものは少なく、目的に効

率的に誘導することが主眼であった。

このプロジェクトは、地域に点在する

魅力を主体的に楽しむための、遊歩道

におけるサイン計画である。この提案

に関して、アンケート調査、利用者に

対するヒアリング調査、観光客を想定

した被験者の利用追跡調査によって、

有効性が確認された。	 
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原　寛道	 

　	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

２／２	 

（２）ユニット式ジャングルジム「スペースキューブ」の開発	 

近年、遊具の事故が大きく報道されることで、遊具の在り方につい

て見直そうという気運が高まりつつある。今回開発した遊具は、現

代の子どものニーズに合わないジャングルジムの新しい形を、遊び

の安全性の確保と魅力の創出という２つの側面から提案したもので

ある。極小曲面を応用した鞍型のFRP	 ユニットによってジャングル

ジムを構成することを考案し、このことにより、遊びの安全性の確

保をしつつ、多様な空間性による魅力の創出を可能にすることを実

現した。	 

（３）精神的ストレスを緩和する環境設定「ナチュラルスヌーズレン」のデザイン開発	 
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松内　紀之	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

2008年8月	 大分県中津市明蓮寺に	 
おけるインスタレーション	 
	 

制作場所から400Km離れた地で展
示・発表した。運搬性と収納性を
考慮した畳める構造のキャンドル	 

ケースを制作した。	 

松内　紀之	 
MATSUUCHI	 Noriyuki	 

奈良県立北大和高等学校	 

大学40回生（92.3卒）	 

大学院修士課程（94.3修了）	 

	 

94.4（株）大丸	 装工事業部、	 

	 	 	 	 	 フリーランスでの活動を経て、	 

04.4	 西日本工業大学工学部講師	 

07.4	 同デザイン学部准教授	 

08.4	 倉敷市立短期大学准教授	 

	 	 

日本デザイン学会会員	 

日本都市学会会員	 

奈良県建築士会会員	 

	 

趣味：楽器	 (コントラバス) 演奏、テ
ニス。主に、インテリアデザインと

デザイン教育分野で活動してまいり

ました。最近２年間で、地域イベン

トのための光のオブジェ制作に３回

取り組みました。	 

１／１	
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泉福　剛	 
SEMPUKU	 Tuyoshi	 
千葉県立千葉東高等学校	 
大学46回生（1998.3卒）	 
大学院自然科学研究科デザイン専
攻（2000.3修了）	 
2000.4三菱電機入社。インタ
フェースデザイン部配属。携帯電
話、カーナビなどを担当。	 
趣味：散歩	 

－携帯電話インタフェース－	

 

FOMA	 D902iのインタフェースデ
ザイン。ドコモ初のFLASHメ
ニュー。企画立案からスクリプ
ト、デザイン製作まで手掛ける。	 
共同研究者：山崎聡	 

V401Dのインタフェースデザイン。	 
業界初の指でなぞって操作する	
「コントロールパッド」を装備。	
画面のスクロールやカメラズーム	
操作、ショートカット操作を実現。	

束田　智輝	 
TUKADA	 Tomoaki	 
群馬県立前橋高等学校	 
大学41回生（1993.3卒）	 
93.4三菱電機入社、デザイン研究所	 
配属。PC、携帯電話家電製品などを
担当。	 
趣味：テニス、スポーツ全般、ガ
ジェット購入	 
モットー：素心深考	 

飯澤　大介	 
IIZAWA	 Daisuke	 
渋谷教育学園幕張高等学校	 
大学44回生（1996.3卒）	 
大学院自然科学研究科デザイン専
攻（1998.3修了）	 
98.4三菱電機入社。デザイン研究
所インタフェースデザイン部にて
携帯電話、家電製品を担当。	 
趣味：読書、音楽、スポーツ	 

デジタルムーバ	 D50xiシリーズ
の商品企画及びインタフェース
デザイン。メニュー操作、文字
入力、カメラ、音楽再生等、携
帯電話における基本的なUIのデ
ザインを手掛ける。	 

携帯電話のコンセプトデザイン。	 
最新の研究成果に基づく携帯電話
コンセプトのデザインとプロトタ
イピング。	 

Flash:	 Adobe	 System社のアニメー
ション実行環境	 
UI:	 User	 Interface	 

D902i,D50xiはNTTドコモから発売、
V401DはVodafoneから発売されました。
FOMA,デジタルムーバはNTTドコモの
登録商標です。	 

１／１	三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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１／２	

下川　倫和	 
SHIMOKAWA Tomokazu 
山口県立豊浦高等学校	 
大学　回生（94.3卒）	 
	 
94.4.東リ（株）商品本部デザイン室
（現フロア企画部デザインG）、
08.4.床材チーフデザイナー	 
趣味：写真、MTB	 
モットー：取り敢えずやってみる。	 	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

渡邊　美帆	 
WATANABE Miho 
兵庫県立加古川東高等学校	 
大学　回生（2001.3卒）	 
	 
01.4.東リ（株）デザイン室、
10.4.壁装部デザイナー	 
趣味：生花､ソフトテニス､ゴルフ	 
モットー：笑顔！	 	 

“ファルベ”	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 “チプロン”	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 “シェイロ”	 
“FARBE”	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 “CIPLON”	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 “SHAYLLO”	 

ビニル床タイル	 　“シェイロ”	 
Solid	 Vinyl	 Tile	 “SHAYLLO”	 	 

東リ株式会社　TOLI Corp.	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

ビニル床タイル　	 “アミッシュオーペ”	 
Solid	 Vinyl	 Tile	 “AMISH	 OPE”	 
	 

	 
	 

ビニル床タイル	 /	 チップインレイドタイルシリーズ	 /	 2002	 
(	 Solid	 Vinyl	 Tile	 /	 Chip	 Inlaid	 Tile	 Series	 /	 2002	 )	 
	 

ファルベ：全24色	 	 	 (FARBE:24colors)	 
チプロン：全15色	 	 	 (CIPLON:15colors)	 

シェイロ：全6色	 	 	 	 (SHAYLLO:6colors)	 
アミッシュ：全27色	 (AMISH:27colors)	 
アミッシュオーペ：全8色	 (AMISH	 OPE:8colors)	 

“アミッシュオーペ”　　　	 “アミッシュ”	 
“AMISH	 OPE”　　　　　　　“AMISH”	 	 

東リ株式会社　TOLI Corp.	 
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雪印メグミルク株式会社　MEGMILK SNOW BRAND Co.Ltd １／１	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

松木　一太	 
MATSUKI	 Ichita	 
埼玉県立浦和西高等学校	 
大学42回生（94.3卒）	 
同大学院（96.3卒）	 
	 
1996.4	 雪印乳業（株）	 
	 	 	 	 	 	 	 宣伝部制作課	 
2011.4	 雪印メグミルク（株）	 
	 	 	 	 	 	 	 研究開発部	 
	 
趣味：釣り、サッカー。	 
	 
千葉が大好きです！	 

雪印北海道100カマンベールチーズ　2008  
雪印北海道バター　2005 

雪印6Pチーズ　2005 雪印北海道スキムミルク　2011 

雪印ネオソフト　2007 
雪印スライスチーズ　2002 



247

有限会社アイディーエル　IDL	 corporation	 

石橋　忠人	 
ISHIBASHI	 Tadahiro	 
千葉県立薬園台高校卒	 
大学43回生（95.3卒）	 
	 
95.4	 株式会社ケンウッドデザイン	 
	 	 	 	 	 ビジネスコンサルティング会	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 社勤務を経て、	 
03	 	 	 独立開業。	 
	 	 	 	 	 フリーランスのプロダクトデ	 
	 	 	 	 	 ザイナーとして家電、情報通	 
	 	 	 	 	 信機器、医療機器器、玩具等	 
	 	 	 	 	 のデザインを行っています。	 
	 
07～ 千葉工業大学非常勤講師	 
	 
http://www.idlab.jp/	 

カフェポッドエスプレッソマシン“デバイスタイル	 PD-1”2007	 
Café	 POD	 ESPRESSO	 MACHINE“deviceSTYLE	 PD-1”2007	 	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

１／１	
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齋藤　紀行	 
SAITO	 Noriyuki	 
国立木更津工業高等専門学校　機
械工学科	 
大学43回生（95.3卒、大学院97.3
修了）	 
	 
日本軽金属株式会社を経て株式会
社ノーリツ勤務。住空間における
お湯まわりの道具をデザインして
いる。	 
	 
所属学会・団体 
日本デザイン学会 
道具学会（2010年より理事） 
焚き火友の会 
 
趣味：Pandaの世話	 
	 
97.12［肥後守博物館］開設	 
http://www.higonokami.net	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集 

ルナボウル　オープン　2003	 

（フレームデザイン担当）	 

lunabowl	 open	 2003	 

(designed	 flame	 structure)	 

Riz	 2007	 

System	 bathroom	 

RC-A001　2009	 

Remote	 controller	 

Web絵本『おふろにはいろう!』	 

風呂文化研究会にて制作　2010	 
『道具学への招待:	 道具学叢書001』	 

	 共著　2007	 

■	 執筆など	 

■	 プロダクトデザイン	 

齋藤　紀行	 １／２	
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修士論文のテーマは「肥後守の生誕

と展開-ひとつの近代刃物史」。雑

誌などにも取り上げられ、様ざまな

反響を得た。その内容をもとにウェ

ブサイトを開設、今に至っている。	 

小さな道具に対する関心とともに、

手を使う原始的なものづくりの啓蒙

という観点で、ライフワークともい

える活動。	 

	 

［肥後守博物館］	 

http://www.higonokami.net	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集 

■	 ウェブミュージアム「肥後守博物館」	 

２／２	齋藤　紀行	 
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下村　義弘	 １／３	

下村　義弘	 
SHIMOMURA	 Yoshihiro	 
千葉県立八千代高等学校	 
大学43回生（95.3卒）	 
	 
00.3	 千葉大学大学院自然科学研	 
　　	 究科博士（工学）	 
00.4	 千葉大学助手大学院自然科	 
　　	 学研究科	 
03.4	 千葉大学フロンティアディ	 
　　	 カル工学研究開発センター	 
　　（兼任）	 
07.4	 千葉大学准教授	 
	 
日本生理人類学会理事 
桑沢デザイン研究所非常勤講師	 
 
趣味：ロボット作り、和太鼓、マ	 
　　　ウンテンバイク、生体電気	 
　　　インタフェース作り	 
モットー：「ひとの作ったもので	 
　　　	 	 	 	 	 	 満足するな」	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

風灯：Solar（(有)Living	 World）2005	 回路設計	 
夜間の風の揺らぎ検出・増幅とLEDの平滑発光・太陽光パネルとキャパシタによる自己給電	 
Wind-lit: Solar 2005; Circuit design 

医療用はさみジョーウェル・エルゴ・スーパー剪刀（(株)メディカルR&D）2008	 
医療器具で最初の人間工学先行のグリップデザインとユーザビリティ評価	 
ES240-01-CFME 2009; Form design and ergonomic evaluation 

	 2008年度グッドデザイン賞	 	 2009年度グッドデザイン賞	 
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下村　義弘	 ２／３	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

MNA®CCメジャー（ネスレ日本(株)、オフィス	 ツールデザイン）2010	 
高齢者栄養状態スクリーニング用下腿周囲長メジャー	 
ヒトがヒトを測る際の計測誤差を抑制する人間工学先行のフルデザインとユーザビリティ評価	 

Calf circumference measuring tape for Mini Nutritional Assessment® by Nestle Nutrition Institute 2010 

vEMG（ライオン(株)）2011	 
迅速な人間工学的製品評価を可能にする	 
表面筋電図ビジュアライザ（開発中）	 

Visual ElectroMyoGraphy 2011 

裏面	 
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下村　義弘	 ３／３	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

箸の持ち方の研究　2008	 
いわゆる伝統的な持ち方“Ｐ型”は、
そうでない“Ｓ型”よりも筋の協調制

御の学習が促進される可能性がある。
非利き手で5日間のトレーニングをし、

その前後で筋電図を比較（下表）。	 
Study on the manipulation mode of 
chopsticks 2008 

皮膚コンダクタンス解析技術（(株)いすゞ中央研究所）2008	 
ストレスに対する精神性発汗の一過性生理応答（SCR）の分離
方法を周波数解析の手法を用いて開発した。	 

Analyzing method of skin conductance response for the 
assessment of techno-stress 2008 

Response of skin conductance in driving

SCR

SCL
Raw wave

Scissors Mode；Ｓ型	 Pincers Mode；Ｐ型	 
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寺島　正之	 

寺島　正之	 
TERASHIMA	 Masayuki	 
大阪府立高津高等学校	 
大阪府立大学工学部応用化学科	 
大学43回生　（95.3卒）	 
	 
95.4	 松下電工(株)入社	 
	 	 	 	 	 住建エクステリア、情報機器デ	 	 	 
	 	 	 	 	 ザインを経てユニバーサルデザ	 	 
	 	 	 	 	 イン担当	 
02　	 グッドデザイン金賞	 
	 
日本デザイン学会、日本人間工学会、	 
日本建築学会会員	 
二級建築士	 
	 
趣味：写真、自転車	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

レーザーマーカー墨出し名人	 2001	 
	 Laser	 Marker	 2001	 

ウッドエントランスポール	 1998	 
Woody	 Entrance	 Pole	 1998	 

１／２	
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洗面化粧台ウツクシーズ	 
ユニバーサルデザイン監修	 2007	 
(	 デザイン：深澤直人	 )	 

Universal	 Design	 for	 Washstand	 2007	 
(	 Design	 :	 Naoto	 Fukasawa	 )	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

寺島　正之	 

墨出し名人プロ自慢	 2003	 
Laser	 Marker	 Pro	 2003	 

ワイヤレスサービスコール	 2005	 
Wireless	 Service	 Call	 2005	 	 

オートポリス	 2004	 
Car	 Sensor	 Alarm	 2004	 	 

２／２	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

小野健太	 
ONO	 Kenta	 	 

姫路東高等学校	 

大学45回生（96.3卒、大学院98.3

修了）	 

千葉大学大学院自然科学研究科人

間地球環境科学専攻博士後期

課程(01.3修了)	 

	 

01.4	 三菱電機デザイン研究所入社	 

02.5	 Design	 Studio,	 Mitsubishi	 

Electric	 Telecom	 Europe	 

S.A.	 	 

03.4	 千葉大学工学部助手	 

07.4	 千葉大学大学院工学研究科　	 

　　	 助教	 

11.5	 千葉大学大学院工学研究科　	 

　　	 準教授	 

 
趣味：街中探索、読書。	 

モットー：楽しむ！	 

■主な学術論文	 
１．Development of 
Competences for Service 
Design：ONO Kenta，LEVY 
Pierre，ISHIZUKA Akihiro，

HACHIMA Satoshi，
WATANABE Makoto，Bulletin 
of International Service 
Innovation Design Conference，

411-416（2008）	

２．日本・韓国の電気機器・精密

機器業界における事業ドメイン

とインハウスデザインの関係 －

インハウス・デザイン・マネージ

メントに関する研究(1)：渡邉 誠，

小野 健太，金 哲浩，杉山 和雄，

デザイン学研究，第48巻 第4号，

31-36（2001）	

３．家電メーカーにみるデザイン

決定プロセス：杉山 和雄，金 哲

浩，小野 健太，渡邉 誠，デザイ

ン学研究，第45巻 第6号，

11-18（1999）	 

サービスデザインのフレーム提案2008	 	 

小野　健太	 １／４	 
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小野　健太	 ２／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

GSM向け携帯電話（M21i）のインタフェースデザイン提案	 

Interface	 design	 for	 GSM	 mobile	 phone	 (M21i)	 
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小野　健太	 ３／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

GSM向け携帯電話（Ｍ750）のインタフェースデザイン提案	 

Interface	 design	 for	 GSM	 mobile	 phone	 (M750)	 
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小野　健太	 ４／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Cebit	 2002	 向けデモンストレーション画面提案	 

Proposal	 for	 demonstration	 screen	 of	 Cebit	 2002	 

	 

千葉大学工学部工業意匠学科 同デザイン工学科 同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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ティーシーディーエス　　t	 c	 d	 s	 

株式会社オンワード樫山	 SUIVI.	 フェア販売促進ツール一式：	 
Bleu	 et	 Bleue	 ＜Blue	 Fair,	 Suivi.＞［ポスター・DM	 4C’／4C’	 A2、封筒］	 1997	 
Semaine	 de	 Ecossaise	 ＜Tartan	 check	 week＞［ポスター・DM	 4C’／4C’	 A2	 ＜上写真：

表面＞、封筒、各種コミュニケーションカード］	 1997	 
Poster	 /	 Direct	 Mail	 and	 etc.	 of	 Onward	 Kashiyama	 Co.,Ltd.	 SUIVI.	 	 1997	 
*	 アートディレクション、デザイン	 担当	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

千葉　哲彦	 
CHIBA	 Tetsuhiko	 
学習院高等科	 
大学44回生（H8.3卒）	 
	 
メーカー企画室、広告代理店制作
部のデザイナー、アートディレク
ターを経て、フリーランスのクリ
エイターとして活動。TCDS	 千葉
哲彦デザイン事務所［Tetsuhiko	 
Chiba	 Design	 Studio］として業
務を拡張、2008年よりティ−シー
ディーエス［tcds］に名称を変更
し現在に至る。一方近年は歯科医
師として医療に従事。医療とデザ
インの境界領域について研究、専
門をヘルスプロモーションデザイ
ンとし、2002年中高年男性の自殺
制止をテーマとした作品で第69回
毎日広告デザイン賞受賞（第2部
／発言広告の部	 奨励賞）、2004
年HIV感染経路に関し警告を発し
た作品で第13回かながわエイズポ
スターコンテスト	 優秀賞受賞。	 
日本デザイン学会正会員 
日本顎関節学会認定 顎関節症専
門医 
日本歯科人間ドック学会認定医 
日本口腔外科学会会員	

１／４	
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ロンシャン広告（雑誌、新聞、交通など全てのメディア）:	 
PERROQUE	 4C’	 全5段	 産經新聞社	 産經新聞	 1998年10月掲載	 ＜a＞、横浜元町ロケ	 4C’	 2P	 光文社	 VERY	 1999年4月号掲載	 
＜b：掲載写真より＞、ECAILLE	 DE	 CUIR	 4C’	 1P	 第7回フランス映画祭横浜’99カタログ表3掲載、恵比寿ガーデンプレイス

ロケ	 4C’	 2P	 光文社	 VERY	 1999年10月号掲載	 ＜c：掲載写真より＞、OURS	 4C’1P	 角川書店	 marie	 claire	 1999年10月号掲
載	 ＜d＞、SCARABĒE	 4C’	 1P	 ワールドフォトプレス	 VISIO	 2000年10月号表4掲載	 ＜e＞、VISAGE	 アシェット婦人画報社	 
ELLE	 2001年4月号別冊付録表4掲載	 ＜f＞、池袋東武百貨店ロンシャンオープン告知ポスター	 4C’	 B1	 池袋駅構内掲出	 など、

日本における全広告を制作　1998−2001	 
Advertisement	 of	 Longchamp	 for	 Newspaper,	 Magazine	 and	 etc.	 in	 Japan	 	 1998−2001	 

*	 アートディレクション、デザイン	 担当	 

２／４	
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３／４	

a b c

d

e g

f

医療機関におけるデザイン（ダイアグラム、エディトリアル、ポスター、アイデンティティ等）:	 
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯学系／歯学部「国際交流Ⅱ」4C’A4	 116ページ ＜a：表1、b：表2・P1＞、同機関
コミュニケーションマーク	 2003、国立大学歯学部長会議リーフレット	 4C’	 A4	 6ページ（alpha	 books刊『図説デザイン集』

収録）＜c：内側	 P2〜4＞、同機関シンボルマーク	 2004、東京都立大塚病院20周年記念デザイン［絵画制作から同絵画を使用
した記念誌カバー	 4C’A4	 ＜d：表1＞、記念図書カードのデザイン］2007、東京都立大塚病院クリニカルパス講習会ポスター	 
＜e：キャラクター＞	 2007、国立大学法人東京医科歯科大学ユニバーシティーアイデンティティ（alpha	 books刊『日本のロ

ゴ＆マーク集	 Vol.2』収録）＜f：ロゴタイプ・ロゴマーク（使用例）、g：アプリケーション・グッズ（一部）＞	 2009−	 
Design	 for	 Medical	 Facilities	 	 2003−	 

*	 クリエイティブディレクション、アートディレクション、デザイン、イラストレーション、コピー	 担当	 
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４／４	

外交専門誌『外交』（発行：外務省、発売：時事通信社）の装幀:	 
“日本外交史絵巻”企画、カバーデザイン（表1−背−表4および表3）	 4C’	 仕上がりサイズA5	 ＜図左上：Vol.13表1−背−表4お
よび表3をつなげて表示、図左下から右へ：Vol.14以降の表1と表3を上下に配置＞、同誌ロゴマーク・シンボルマーク制作	 ＜

図右下：シンボルマーク（Vol.16表4より）＞、ポスター（雑誌各号表1拡大）	 4C’	 A2	 2012−	 
Book	 Design	 of	 “Diplomacy”	 	 2012−	 
*	 クリエイティブディレクション、アートディレクション、デザイン、コピー（Vol.13、14）、イラストレーション（Vol.

16）、CG加工（Vol.17）	 担当	 
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solla	 

石橋　加苗（旧姓：伊東）
ISHIBASHI	 Kanae	 
栃木県立矢板東高等学校	 
大学45回生（97.3卒）	 
	 
ミシンにより絵を描き、自然や生
命をテーマに作品づくりを展開。
家具会社、張り工房にてデザイン	 
制作に携わった経験より、捨てら
れて行く革などに新たな価値を見
いだすモノづくりを目指している。	 
02年よりsollaの活動をスタート。	 
雑誌などのイラストも手がける。	 
http://www.solla.jp/	 
	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

個展「the	 exhibition	 of	 sewing	 drawing	 /ブックカバー」京都　恵文社　2004	 

「the	 exhibition	 of	 sewing	 drawing	 /	 Book	 cover	 」KEIBUNSHA	 Kyoto　2004	 

１／１ 
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数値制御装置	

2004年　数値制御装置	
「MITSUBISHI	 CNC	 700シリーズ」 	 
機械オペレーター作業分析研究に基づい

た数値制御装置(CNC) 。見やすく疲れに
くい「新ヒューマンマシンインタフェース」や、

画面遷移することなく目的の設定操作が
できる「ポップアップ画面」、機械の動作が
直感的に理解できる「３Ｄソリッド表示」な

ど豊富な機能の搭載により、段取り時間を
大幅に短縮できます。  	

福田　圭作	 
FUKUDA	 Keisaku	 
栃木県立宇都宮東高校	 
静岡大学工学部(1999.3卒)	 
大学院自然科学研究科デザイン専攻　
（2002.3修了）	 
	 
2002.4三菱電機入社、デザイン研究所
インタフェースデザイン部にて、FA機
器等のGUIデザインを担当。	 
	 
趣味：釣り、山登り	 

FA統合エンジニアリングソフトウェア　	 2009年	 
FA統合エンジニアリングソフトウェア	
「MELSFOT	 iQ	 Works」	 

シーケンサ、モーションコントローラのエン
ジニアリングソフトウエアと表示器の画面

作成ソフトウエアをすべてパッケージ化し、
各ソフトウエアを連携させながらシステム
開発を一括管理できる「MELSOFT 
Navigator」を中心に据えたエンジニアリン
グ環境 。制御システムのネットワーク構成

と使用機器（ユニット）の構成をグラフィック
で表現し、ネットワークや入出力割付など
のパラメーターを一括して設定できます。 	

FA機器のGUIデザイン　  FA: Factory Automation 

１／１	三菱電機株式会社　Mitsubishi Electric Corporation 
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蘆澤雄亮	 
ASHIZAWA	 Yusuke	 

豊田西高等学校	 

大学50回生（02.3卒）	 

04.3	 千葉大学大学院自然科学研究科	 

	 人間環境デザイン科学専攻	 

	 博士前期課程　修了	 

06.4 	 船橋情報ビジネス専門学校	 

	 非常勤講師	 

08.3	 千葉大学大学院自然科学研究科	 

	 人間環境デザイン科学専攻	 

	 博士後期課程　修了	 

08.2 	 日本産業デザイン振興会　職員	 

09.4 	 千葉大学大学院自然科学研究科　

非常勤講師	 

10.12	 多摩美術大学	 

	 非常勤講師	 

11.4 	 千葉大学大学院工学研究科	 

	 特任助教	 

12.4 	 千葉大学大学院工学研究科	 

	 助教	 

趣味：釣りと妄想	 

モットー：なんとかなる	 

■主な学術論文・著書	 

１．Designing The Good Life = Design of 
Volition：Yusuke Ashizawa、CATALYST、
9号、65－71（2011）	 

２．FASEモデルにおけるシミュレーショ

ン思考の特性評価：蘆澤雄亮、森行浩人、

小野健太、渡辺誠，デザイン学研究、56

巻3号、71－80（2009年）	 

３．デザインプロセス理論によるFASEモ

デルの構築：蘆澤雄亮、森行浩人、小野

健太、渡辺誠、デザイン学研究、56巻3号、

61－70（2009年）	 

４．デザインの進化と突然変異：蘆澤雄

亮、小野健太、Back	 Up、28号，44－

45（2009年）	 

５．デザインの国際的な人材育成拠点：

蘆澤雄亮、産学官連携ジャーナル、11号、

17－20（2008年）	 

	 

■博士（工学）論文	 

デザイン思考過程におけるループ構造の

体系化に関する研究、千葉大学　2008	 デザイン思考におけるFASEモデル（上） 
FASEモデルにおける思考イメージ（下）	 
FASE model on a design thinking (above) 
A image of FASE model (below) 
2008 

蘆澤　雄亮	 １／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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Designing The Good Life = Design of Volition：Yusuke 
Ashizawa、CATALYST、9号、65－71（2011）	 

デザインの進化と突然変異：蘆澤雄亮、小野健太、

Back Up、28号、44－45（2009年）	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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蘆澤　雄亮	 ３／４	 

産学連携による実践型人材育成事業 
専門人材の基盤的教育推進プログラム 
Design Skill Standard Trial Program  
2010	 

業界ニーズに即した新しい人材育成システム	 

東京版スキルスタンダード 
2010	 

セミナーイベントシリーズ 
Tokyo Niche 
2009～2011	 

クリエイティブ能力開発研究会 
2008～2010	 

10 minutes プレゼンイベントシリーズ 
DEMOsa 

2010	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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４／４	 

International Design Symposium 2010 
Post Solution 
2010.1.28 - 29	 

Tokyo Design Discussion 2011 
RE-BALANCE 

2011.1.28	 

蘆澤　雄亮	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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今泉　博子（旧姓：湯山）	 
IMAIZUMI	 Hiroko	 

千葉県立千葉高等学校	 

大学55回生（07.3卒）	 

大学院工学研究科デザイン科学専

攻（12.3修了）	 

	 

12.4	 株式会社乃村工藝社へ出向	 

13.4	 千葉大学助教（工学部デザ	 

　　	 イン学科）	 

	 

日本デザイン学会会員	 

専門分野：高齢者支援／園芸活動

に関するデザイン、空間グラ

フィック、サイン計画。	 

■	 主な研究論文	 

１．園芸活動プログラム開発に向けた高次脳

機能障害を持つ者の健康に関するQuality	 of	 

Lifeの特徴の検討、竹重香織・野田勝二・大

釜敏正・片倉直子・寺内文雄・湯山博子・小

宮山政敏・太田令子・小滝みや子・佐藤恵

子・岩井美葉子、日本リハビリテーション

ネットワーク研究。Vol.10(1):9-17	 (2012)	 

２．高齢者がグループで行う園芸活動を支援

する園芸用設備のデザイン要件：湯山博子、

道見遥奈、原寛道、佐藤公信、清水忠男、デ

ザイン学研究、Vol58、No,6、95-100	 (2012)	 

■	 デザイン	 

１．コミュニティプランター：清水忠男，

金澤匠平，湯山博子，佐藤公信，道見遥奈，

岩満恭大，デザイン学研究作品集，18(18),	 

54-59	 (2013.3)	 

Community Planter    2013	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

２．福島県富岡小学校	 植物工場グラフィッ

ク：湯山博子，瀧山	 愛，多田啓太郎，原寛

通，福島県富岡小学校，（2012.3）	 

Package design of plant factory for Tomioka 
Elementary School in Fukuoka     2012 
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３．農林水産省 植物工場 千葉大学拠点 サイン計画：湯山博子，多田啓

太郎，浅田なつみ，原寛通，NPO 植物工場研究会，	 (2011.4)	 

Signs for the plant factory base in Chiba University     2011 

４．林水産省 植物工場普及・拡大総合対策事業 p-square 
studio kashiwanoha ロゴ：湯山博子，原寛通，NPO 植物工場

研究会，(2011.4)	 

Logotype of p-square studio kashiwanoha    2011 

今泉　博子（旧姓：湯山）	 
	 

２／３	
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５．たてやま八犬伝まんじゅう	 パッケー

ジ：清水忠男，湯山博子，館山市地域ブラン

ド推進協議会，(2011.1)	 

Package of “Tateyama Hakkenden Manju”  
2011 

６．館山市 散策サイン：清水忠男，湯山博子，

有賀弘樹，吉羽拓也，佐々木和，早野太朗，

長谷川毅，イムアビン，天野千尋，野村麻矢，

イジヨン，館山市，(2011.3)	 

Signs for tourists strolling around Tateyama    
2011 

今泉　博子（旧姓：湯山）	 
	 

３／３	
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石橋圭太	 
ISHIBASHI	 Keita	 

茨城県立緑岡高等学校	 

2010年5月着任	 

00.03	 九州芸術工科大学大学院芸術工	 	 

学研究科博士後期課程	 修了	 

00.05	 九州芸術工科大学芸術工学部工

業設計学科	 助手	 

03.10	 九州大学大学院 芸術工学研究院

人間生活システム部門 助手 

07.04	 九州大学大学院 芸術工学研究院

人間生活システム部門 助教	

 
趣味：写真、読書。	 

 
モットー：小欲知足	 

■	 主な学術論文	 

1. Comparison of cardiovascular response to sinusoidal and constant lower body 
negative pressure with reference to very mild whole-body heating. K. Ishibashi, T. Maeda, 
S. Higuch, K. Iwanaga, A. Yasukouchi, Journal of Physiological Anthropology, 31, 30, 
2012 
2.  Construction of an electronic controlled lower body negative pressure chamber using 
commercial off-the-shelf materials. K. Ishibashi, T Maeda, S Higuchi, K Iwanaga, A 
Yasukouchi, Proceeding of 4th ICHES, 619-622, 2011 
3.	 Thermoregulatory effect of suppressed endogenous melatonin by pre-sleep bright 
light exposure in a cold environment in humans: Keita Ishibashi, Satoshi Arikura, Tomoaki 
Kozaki, Shigekazu Higuchi and Akira Yasukouchi. Chronobiology International, 27(4), 
782-806, 2010 
4.	 Inter-individual difference in pupil size correlates to suppression of melatonin by 
exposure to light: Higuchi Shigekazu, Ishibashi Keita, Aritake Sayaka, Enomoto Minori, 
Hida Akiko, Tamura Miyuki, Kozaki Tomoaki, Motohashi Yutaka and Mishima Kazuo. 
Neuroscience Letters, 440(1), 23-26, 2008 

石橋　圭太	 １／２	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

民生品を用いた電子制御型下半身陰圧装置の製作	 
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■	 著書	 
1.	 カラダの百科事典、分担執筆、日本生理人類学会

(編)、丸善、2009.9	 

2.	 人間を科学する事典、分担執筆、佐藤方彦(編著)、

東京堂出版,	 2005.8	 

3.	 建築資料集成－人間、分担執筆、日本建築学会(編)、

丸善(株)、2003.1	 

4.	 生理人類士入門、分担執筆、生理人類士認定委員会

(編)、(株)国際文献印刷社、2003年9月(第1版)、	 

2004.9(第2版)、2005.9(第3版)、2006.9(改定版）	 

5.	 快適さのおはなし、分担執筆、宮崎良文(編著)、財

団法人日本企画協会、2002.8	 

石橋　圭太	 ２／２	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■	 博士（芸術工学）論文	 

生活環境評価指標としての心拍変動性の評価方法に関

する研究	 ―外因性及び内因性刺激の自律神経応答に

及ぼす相互作用の検討―	 九州芸術工科大学	 2000年	 

	 

■	 主な学術論文	 

5. 12週間の有酸素運動が運動習慣のない若年者の暑熱環境
下の起立性循環調節反応に及ぼす影響、青木幹太、石橋圭

太、前田享史、樋口重和、安河内朗、日本生理人類学会誌、

第13巻	 第１号、27-38、2008 
6. Influence of eye colors of Caucasians and Asians on 
suppression of melatonin secretion by light: Higuchi 
Shigekazu, Motohashi Yutaka, Ishibashi Keita and Maeda 
Takafumi. American Journal of Physiology-Regulatory 
Integrative and Comparative Physiology, 292 (6), R2352-
R2356 , 2007	 
7. Inhibition of heart rate variability during sleep in humans 
by 6700K pre-sleep light exposure: Keita Ishibashi, Shingo 
Kitamura, Tomoaki Kozaki and Akira Yasukouchi, Journal of 
Physiological Anthropology, 26 (1), 39-43 , 2007 
8. Error and individual difference in cardiovascular 
responses to orthostatic stress: Keita Ishibashi, Takafumi 
Maeda, Shigekazu Higuchi and Akira Yasukouchi. Journal of 
Physiological Anthropology, 24 (4), 339-343,  2005	 
9. Effects of mental task on heart rate variability during 
graded head-up tilt: Keita Ishibashi, Shin-ichi Ueda and 
Akira Yasukouchi. Applied Human Science, 18 (6), 225-231, 
1999	 
10. Analysis of heart rate variability during mental task with 
reference to ambient temperature: Keita Ishibashi and Akira 
Yasukouchi. Applied Human Science, 18(6), 219-223,  1999	 
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岩永　光一	 	 １／３	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

岩永光一	 
IWANAGA	 Koichi	 

博士（理学）	 

西南学院高等学校	 

九州芸術工科大学大学院修士課程	 

修了（83.3）	 

■職歴	 

83.5	 九州芸術工科大学芸術工学部助手	 

85.4	 大塚製薬(株）佐賀研究所研究員	 

95.5	 千葉大学工学部工業意匠学科助手	 

97.7	 千葉大学共同研究推進センター助教授	 

98.4	 千葉大学大学院自然科学研究科助教授	 

07.5	 千葉大学大学院工学研究科教授	 

　　（現在に至る）	 

■主な研究領域	 

　生理人類学，人間工学	 

　ヒューマンインタフェース	 

中西美和・小山冬樹・岩永

光一、待ち時間を知らせる

GUIがユーザの時間感覚に与

える影響－主観的等価点

（PSE）を用いた評価、デザ

イン学研究　58巻1号、17－

24、2011	 

GUIデザインとユーザの時間感覚に関する研究	
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岩永　光一	 	 ２／３	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■主な学術論文 
1. Circulatory and central nervous 
system responses to different types of  
mental stress. Liu X., Iwanaga K., Koda, 
S ,Industrial Health 49, 265-273, 2011 
2. Prediction model of light-induced 
melatonin suppression. Takahashi, Y., 
Katsuura, T., Shimomura, Y., Iwanaga K.  
J. Light Visual Environ. 35, 123-135, 
2011 
3. The reproducibility of cardiovascular 
response to a  mental task. Liu X., 
Iwanaga K., Shimomura Y., Katsuura T. , 
J. Physiol. Anthropol. 29, 35-41, 2010 
4. Effects of strap support in a hand-held 
device on the muscular activity in female 
workers assessed by electromyography 
and subjective rating. Mamaghani N. K.,  
Shimomura Y., Iwanaga K., Katsuura T. 
Ergonomics 52, 848-859, 2009 
5. Relationship between muscular 
strength and deflection characteristics of 
the center of foot pressure during landing 
after crossover stepping in the elderly. 
Takeuchi Y., Shimomura Y., Iwanaga K., 
Katsuura T. , J. Physiol. Anthropol. 28, 
1-5, 2009 

Iwanaga K. Human Adaptability to Emotional  
and Intellectual Mental Stresses. In Human 
Variation: From the Laboratory to the Field 
edited by Mascie-Taylor　CGN, Yasukouchi A, 
Ulijaszek S. CRC Press, Taylor & Francis 
Group, Boca Raton, FL, 2010 
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岩永　光一	 	 ３／３	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■主な著書	 
1.	 Iwanaga K. Human Adaptability to Emotional and 
Intellectual Mental Stresses. In Human Variation: From the 
Laboratory to the Field edited by Mascie-Taylor　CGN, 
Yasukouchi A, Ulijaszek S. CRC Press,  Taylor & Francis 
Group, Boca Raton, FL, 2010 
2.カラダの百科事典、日本生理人類学会編、丸善、2009共
著	 

3.	 人間を科学する事典－心と身体のエンサイクロペディア、

佐藤方彦編、東京堂出版、2005共著	 
4.日本人の事典、佐藤方彦編、朝倉書店、2003共著	 
5.生理人類学から見た環境の科学：	 住居・オフィス・都

市・自然空間を再考する、日本生理人類学会居住環境評価

研究部会編著、彰国社、2000共著	 
6.	 ライブラリー生活の科学７生活と技術、中島利誠編著、

コロナ社、1999共著	 
7.	 最新生理人類学、佐藤方彦編、朝倉書店、1997共著	 
	 

	 

	 

 
 
 
 

■主な学術論文 
6. Different types of circulatory responses to mental tasks. J. 
Physiol. Liu X., Iwanaga K., Shimomura Y, Katsuura T. , 
Anthropol. 26, 355-364, 2007 
7. Comparison of stress responses between mental tasks and  
white noise exposure. Liu X., Iwanaga K., Shimomura Y, 
Katsuura T. ,  J. Physiol. Anthropol. 26, 165-171, 2007 
8. The biological aspects of  physiological anthropology with 
reference to its five keywords. Iwanaga K. ,  J. Physiol. 
Anthropol. Appl. Human Sci. 24, 231-235, 2005 
9. Approach to human adaptability to stresses of city life. J. 
Physiol. Anthropol. Iwanaga K.,  Liu X., Shimomura Y., 
Katsuura T. ,  Appl. Human Sci. 24, 357-361, 2005 
10. The effect of mental loads on muscle tension, blood 
pressure and blink rate.  Iwanaga K., Saito S., Shimomura Y., 
Harada H,  Katsuura TJ. ,  Physiol. Anthropol. Appl. Human 
Sci. 19, 135-141, 2000 
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植田憲	 
UEDA	 Akira	 

北海道札幌南高等学校	 

	 

91.3	 早稲田大学理工学部機械工学科卒業	 

98.3	 千葉大学大学院自然科学研究科 
         修士（学術） 
02.3	 千葉大学大学院自然科学研究科 
         博士（学術）	 

02	 　千葉大学助手工学部	 

03	 　千葉大学講師工学部 
07	 	 	 千葉大学助教授工学部	 

07	 	 	 千葉大学准教授工学研究科	 

11	 	 	 千葉大学教授工学研究科	 

所属学会	 

日本デザイン学会、日本感性工学会 

■主な学術論文 

１．THE CULTURE OF “MOTTAINAI” SEEN AS SYMBIOSIS BETWEEN JAPAN’S 
CERAMIC-PRODUCING REGIONS AND THE NATURAL ENVIRONMENT -Part II: 
The Seto Region of Aichi Prefecture， THE SCIENCE OF DESIGN， JSSD， Vol.57， 

No.2, 2010	 
２．TRANSITION IN PEOPLE‘S WORLD VIEWS CAUSED BY MECHANIZATION -
A Comparative Analysis of Two Methods of Rice Cake Making， THE SCIENCE OF 
DESIGN， JSSD， Vol.53， No.3，2006 
３．Endogeneous Tourism Development Applicable to Islamic Countries –A Success 
Story in Japan: Living Handicraft Movement of Mishima Town in Japan， Akira Ueda， 

Tourism and Handicrafts in the Muslim World -International Conference on Tourism 
and Handicrafts， IRCICA (Research Centre for Islamic History， Art and Culture, 
2006 
４．内発的地域発展論を基底とした地域連携に関する研究, 博士論文, 千葉大学, 2002
５．地域資源活用に基づく「ベトナム伝統工芸村」設立計画，デザイン学研究，JSSD 148 
77-86, 2001 

植田　憲	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／３ 

■主な著書 

１．生活づくりに寄与するデザイン --伝統工芸がつくり、伝え、残すこと、デザイン学研究特

集号 Vol.20-2 No.78、48-53、2013 
２．工藝之心	 --日本生活工藝的傳承與開創展示パネル、工藝之心	 --日本生活工藝的	 

傳承與開創、2005	 

３．台湾芸陣博物館展示基本計画、2000 
４．中日編織工藝交流展「日本編織文化」ディスプレー計画・事例紹介パネル、1998 
５．台湾全国社區總體營造博覧会日本館ディスプレー計画・地域づくり事例紹介パネル展

示、1997	 
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植田　憲	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

２／３	 

（１）内発的発展論を基底とした地域振興計画	 

	 

地域社会が潜在的に有している各種地域資源（自然的・景観的・人的・文化

的・生産的）の再発見・再認識に基づき、当該の地域社会が内発的発展を志

向するための方策を探求している。文献調査のみならず、地域の住民との協

働に基づき、フィールドサーベイ、アンケート調査、インタビュー調査の実

施・解析を通して、各種地域資源の具体的活用方策を検討し提案を行ってい

る。	 

これは、過疎・高齢化をはじめ、地場産業の衰退、環境悪化など、多様な問

題を抱える多くの地域社会の現状に対応したものであり、とくに、近年では、

「観光」を「観二国之光一＝国・地域の光（地域資源）をみ(観)る・み(観)

せる」と捉え、地域住民が主体となり、既存の地域資源を利活用しつつ、

「住んで良し・訪れて良し」の地域を実現する内発的観光創生の実現を試み

ている。	 

■主な研究	

（２）維持可能社会の創生を目指した伝統的工芸品の保全・育成	 

	 

伝統的生活工芸品の保全・育成のありかたを、維持可能な社会の創生の観点か

ら考察・提案している。伝統的生活工芸は、元来、地域の人びとの自然との共

生、人びととの共生の生活のなかから生み出されてきた「環境にやさしい」

「人にやさしい」ものづくり文化である。地域の気候風土・人びとの暮らしが

如実に表象された伝統的生活工芸品文化を地域の「宝」として振興することが

急務である。	 
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植田　憲	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

３／３	 

（１）研究交流	 ～展示会の計画・設計・実施	 

	 

　日本の伝統的工芸品とそのルーツともいえる｢民藝運動｣の歴史と精神を伝えるパネルの制作ならびに展示(計画・実

施)を行った。「生活工藝（＝民衆たちが生活のなかで作り使ってきた生活用具）」という言葉が台湾社会において浸

透・定着するのに寄与した（於：台湾・台北市、2006年12月～）。	 

■主な作品	

｢工藝之心	 -日本生活工藝的傳承與開創展示｣計画、ならびに、パネル：A１版×170枚、日本の生活工芸×200点	 
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上田　エジウソン	 
Ueda Edilson 
96.03 千葉大学大学院・自然科学研究科	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
　　　デザイン科学専攻	 修了	 

01.03 千葉大学大学院・自然科学研究科	 	 
	 	 	 	 	 	 人間・地球環境科学専攻環境	 修了	 

03.03 千葉大学大学院・自然科学研究科	 
　　　(日本学術振興会)	 人間・地球環境科学	 

	 	 	 	 	 	 専攻環境	 修了	 

06.03 千葉大学大学院工学研究科デザイン学科　	 
　　（准教授）	 	 

受賞	 

●大賞（内閣総理大臣賞）2008	 

「MOBILE ECO-ROBOT: 海の汚染領域を見つけ、
海水を清浄し、有毒廃棄物を保管します」:	 国際

デザインコンペ大阪（国際デザイン財団JDF、　

2008.02 
●教育プロジェクト	 2008ベスト10点	 	 

持続可能な社会のためのエコデザインに関する教

育•千葉大学教育プロジェクト•特色ある教育方法	 	 

●大賞（グランプリ）2008.10 
Mobile Greenhouse Farm System」：上田	 エジウソ

ン、第１回「グリーン・デザイニング in　山形 
'92」1992.02  
	 

 
 

	 

MOBILE ECO-ROBOT　２００８	 

■	 主な学術論文	 

1. The Role of Passive and Active 
Product Designers Involved in the 
Environmental Policy of the Japanese 
Companies, Toward　日本デザイン学会, 
Bulletin of Japanese Society for The 
Science of Design, Vol. 47. No. 4 Issue 
no.140 pp 57-66 ,2000 
2. Exploring the Possibilities of 
Sustainable Services in Convenience  
Stores , エコデザイン学会, Journal of 
the Environmentally Conscious Design 
and Inverse Manufacturing, 2003.12 
3.森林と砂漠におけるエネルギー生産
のための持続可能なシステムの探索	 

(ベスト•ペーパー賞	 Top 30 Best 
Paper) 国際サステイナビリティ•イノ
ベーション研究学会、	 イリノイ大学、	 

アメリカ、	 2006.10 
4. 地球温暖化軽減のための持続可能な
ロボット技術の探索	 (ベスト•ペーパー

賞Top 30 Best Paper)　国際サステイナ
ビリティ	 •	 イノベーション研究学会、	 

マルメ大学、	 スウェーデン 2008 
Sustainable Innovation,　Malmo 
University – Sweden, 2008.10  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Ueda Edilson   １／４	 
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■	 受賞	 

1. 地球温暖化軽減のための持続可能なロボット技術の探索
国際サステイナビリティ	 •	 イノベーション研究学会、	 マ

ルメ大学,	 スウェーデン	 2008年	 (世界354件33カ国応募の
中でベスト30点に選ばれる) Sustainable Innovation 2008 
Malmo University – Sweden, Selected on the Top30 Best 
Paper  
 2.奨励賞授賞	 2005「HELPER」2004国際デザインコンペ大
阪（国際デザイン財団JDF）、 2005 
3. ブロンズ賞授賞 2003「EMC- Eco Mileage Card」,2003国
際デザインコンペ大阪（国際デザイン財団JDF）,2003 
4. 奨励賞授賞 「Windtree - A System for Energy Production」、

第６回「国際デザイン・コンぺティション大阪」、 1993 
5. 奨励賞授賞	 「Windballon- a System for Energy Production 
in Desert」 、第３回グリーン	 デザイニング	 in 
 山形 '93 
6. 金賞授賞	 「Arch Glasses」: 第３回「国際福井メガネ・デ
ザイン・コンぺティション’96」、1996 
7. 家庭製品部門賞受賞	 「Inflatable Bags Series」第１回「海

難KAINAN デザイン・コンぺ	 ’96」、1997 
8. ブロンズ賞授賞	 「Talking Glasses」：上田エジウソン、第2

回「国際福井メガネ・デザイン・コンぺティション‘96 」、 
1993 
9. 奨励賞	 	 授賞	 「Universal Clock」第6 回「海難KAINAN  
デザイン・	 	 コンぺ	 ’03」、1993 

２／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Ueda Edilson   

Mobile Greenhouse Farm System 	

Windballon 	 Windtree 	
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３／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Ueda Edilson   

Eco Mileage Card 	
Two in One Cup 	

Eco Mileage Card Display 	

Air Bags Series 	

Spiral Meter-Rule 	 Arch Glasses 	

Solar Cycle	
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４／４	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

Ueda Edilson   

Universal Clock 	

Luminous Handle 	

Helper 	

Noteclock 	 Recycle Receiver 	 Talking Glasses 	 The Blind Guiding System 	
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小原　康裕	 	 １／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

小原康裕	 
OHARA	 Yasuhiro	 

滋賀県立膳所高等学校	 

京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究	 

博士前期課程造形工学専攻(96.3修了)	 

博士(学術)　(00.3京都工芸繊維大学)	 

	 

99.4　京都大学総合情報メディアセン

ター文部技官	 

00.4　千葉大学工学部デザイン学科助　	 

手	 

07.4　東京芸術大学非常勤講師	 

10.10	 FRSA(英国王立美術家芸術家教会

フェロー	 

　　　JAGDA日本グラフィックデザイ
ナー協会正会員 

11.3　 ミラノ工科大学客員研究員 
11.5　 東京大学機械工学科非常勤講師

11.11  IADE Lisboa大学客員研究

員 
	 

■主な学術論文 

	 

１．『造形心理学から見たカッサンドル「北極星号」について』、『巨匠の知られ	 	 	 	 	 　　	 

ざる全貌　1901-1968　カッサンドル展図録』、18-21、1995	 

２．「カッサンドルの造形哲学　─黄金分割を中心に─」、前掲書、190-193、

1995	 

３．	 A.M.カッサンドルの幾何学的画面構成技法─1930年代までのポスター作品を

中心に─、デザイン学研究、第46巻6号、47-56、2000	 

４．	 グラフィック・デザインにおける三つの「超克」ポス	 

	 	 	 	 	 ターを中心に、京都工芸繊維大学平成12年度博士論文	 

	 	 	 	 	 梗概、	 2000	 

５．	 小原康裕、渡邉誠、清水忠男、堀田明博、青木弘行：	 

	 	 	 	 	 専門連携を意識した新しいデザイン教育「デザイン工	 

	 	 	 	 	 学総合プロジェクト」の試み─ユニバーサルデザイン	 

	 	 	 	 “Design	 for	 YOU”	 を事例として、工学・工業教育研	 

	 	 	 	 	 究講演会論文集	 113-114、2002	 

６．	 柴田大平、玉垣庸一、小原康裕、：Touch─身体に同	 

	 	 	 	 	 期したビデオゲーム、デザイン学研究11巻11号、72-	 

	 	 	 	 	 75、2005	 

７．	 寺田直和、玉垣庸一、小原康裕、：neut─選曲の可視化による調整可能なラ

ンダム再生システム、デザイン学研究11巻11号、76-79、2005	 
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小原　康裕	 	 ２／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

カッサンドル展図録(1995)	 旅行雑誌(2001)	 

UDメトロ地図入選作品	 



288

小原　康裕	 	 ３／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

三角ベースボール協会(2006)	 

千葉看護学会(2005)	 

CI作品　金融庁シンボルマーク	 
：宮崎紀郎、玉垣庸一との共同制作(2000)	 
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小原　康裕	 	 ４／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

坂崎千春氏によるロゴマーク原案	 

成田市マスコットキャラクター 
：うなり君選考委員長	 

ドン・キホーテ観覧車装飾コンペ 
優勝作品：えべっさん 株アマダのためのサイン計画	

監修した実施ロゴ	

キャラクターデザイン・サイン計画	 

立体化検討模型	

千葉国体2010キャラクター：ちーば君選考委員	 
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小原　康裕	 	 ５／５ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

ミシュランチャレンジ2012入賞作品：学生との共同制作(2012)	 

ボジョレヌーボー	 
・エチケット	 
（指名制作2011）	 

ロレアルブランドストーム2008国内優勝作品	 
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勝浦　哲夫　	 	 １／２	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■	 主な学術論文 
１．Effects of blue pulsed light on human 
       physiological functions and subjective 
       evaluation. Journal of physiological 
       anthropology 2012, 31:23.	
２．The effect of season and light intensity on the 
       core interthreshold zone. Journal of 
       physiological anthropology 2011, 30:161-167. 
３．Verification of endocrinological functions at a 
       short distance between parametric speakers 
       and the human body. Neuro endocrinology 
       letters 2011, 32:676-682.	
４．Effects of parametric speaker sound on 
       physiological functions during mental task. 
       Journal of physiological anthropology 2011, 
       30:9-14.  
５．Effects of Parametric Speaker Sound on 
       Physiological Functions during Mental Task. 
       Journal of physiological anthropology 2010, 
       30:9-14. 
６． Individual Variability in the Core Interthreshold 
        Zone as Related to Body Physique, 
        Somatotype, and Physical Constitution. 
        Journal of physiological anthropology 2009, 
        28:275-281. 

光環境が時間感覚に及ぼす影響に

ついての実験風景（上）と光条件

における180秒推定時間（下）	 

Effects of Monochromatic Light on 
Time Sense for Short Intervals. 
Journal of physiological 
anthropology 2007, 26:95-100. 

勝浦哲夫 
KATSUURA	 Tetsuo	 

静岡県立浜松北高等学校	 

九州芸術工科大学（72.3卒）	 

理学博士(86.3京都大学)	 

74.4	 九州芸術工科大学芸術工学部助手	 

80.3	 千葉大学工学部講師	 

86.6	 千葉大学工学部助教授	 

96.4	 千葉大学工学部教授	 

07.4	 千葉大学大学院工学研究科教授　	 

受賞：	 

97.6	 日本生理人類学会論文賞	 

06.6	 日本生理人類学会学会賞	 
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■	 著書	 
１．人間工学基準数値数式便覧、佐藤方彦	 監修・	 

	 	 	 	 勝浦哲夫	 他編、技報堂出版、1992	 

２．デザインのはなしⅠ＆Ⅱ、佐藤方彦	 編、技報堂出	 

　　版、1993	 

３．環境人間工学、勝浦哲夫・佐藤方彦	 著、	 

	 朝倉書店、1993	 

４．身体の機能と構造計測マニュアル、勝浦哲夫・	 

	 垣鍔直・山崎晶廣、文光堂、1994	 

５．人間科学計測ハンドブック、日本生理人類学会計

	 測研究部会	 編、技報堂出版、1996	 

６．最新生理人類学、佐藤方彦	 編、朝倉書店、1997	 

７.	 デザイン事典、日本デザイン学会	 編、朝倉書店、

	 2003	 

８．日本人の事典、佐藤方彦	 編、朝倉書店、2003	 

９．人間工学の百科事典、大島正光	 監修・大久保	 

	 堯夫	 編、丸善、2005	 

10.	 人間の許容限界事典、山崎昌廣・関邦博・坂本	 

	 和義	 編、朝倉書店、2005	 

11.	 カラダの百科事典、日本生理人類学会	 編、丸善

	 出版、2009	 	 

勝浦　哲夫	 ２／２	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■	 学位論文	 

A	 Study	 of	 Physiological	 Anthropology	 on	 Cardiac	 

Output.（京都大学）	 

「カラダの百科事典」

2009	 

発行	 :	 丸善出版	 

「人間工学の百科事典」	 

2005	 

発行：丸善	 



293

桐谷　佳惠	 	 １／２ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

桐谷	 佳惠 
KIRITANI	 Yoshie	 

千葉大学文学部行動科学科（90.3卒）	 

	 

94.11	 イタリア政府奨学金留学生 

        （Padova大）	 

95.4	 	 日本学術振興会特別研究員	 

97.4　千葉大学工学部助手	 

99.2	 	 慶應義塾大学大学院社会学 

	 	 	 	 	 	 研究科にて学位取得（博士	 

	 	 	 	 	 （心理学））	 

01.4	 	 Canon	 Europe	 Foundation	 

	 	 	 	 	 	 Fellow（イタリアUdine大）	 

03.5	 	 千葉大学工学部デザイン工	 

	 	 	 	 	 	 学科	 助教授	 

受賞	 

99	 	 	 	 Metzger	 Award	 First	 Prize	 

	 	 	 	 	 	 受賞（G.	 B.	 Vicarioと共同）	 

01	 	 	 	 日本基礎心理学会優秀発表賞	 

	 	 	 	 	 	 受賞（高畑正幸と共同）	 

	 

趣味：スペイン舞踊、農作業 
モットー：？？？	 

動物介在教育用マニュアル提案	 

2012（科研基盤研究（C）課題

番号23611007）	 

A Proposal of manual for AAE  
2012 (Grant-in-Aid for Scientific 
Research (C), No. 2361100) 

■主な学術論文 

１．A test of acting evaluation to assess a 
proposal of communication support study、
共著、デザイン学研究No.59、31-38、
2012 
２．Tunnel Effect with Moving Tunnel、
Psychology Research、1(4) 、255-265、
2011 
３．Visualization of information in a PC 
time management tool for university 
students: As a case of communication 
design studies、共著、デザイン学研究No.
58、89-98、2011 
４．Recognition of place names written in 
Japanese by nonnative readers of 
Japanese、デザイン学研究No.57、
35-40、2010 
５．無意味綴りを用いたレイアウト評価の

提案─第一印象としての「読みやすさ」評

価に関して、共著、デザイン学研究No.

56、19-26、2009	 

６ ．Gestalt and design: a case of the 
design work of new signposts of the 
Metropolitan Expressway in Tokyo、Gestalt 
Theory、30(1) 、89-97、2008 
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■博士（学術）論文	 

アモーダル完結についての実験現象学的検討─因果関

係の知覚を通じて─、慶應義塾大学　1999	 

大学生のためのスケジュール管理ツール提案	 2011	 

A proposal of time management tool for university 
students 2011 

語の関連性を可視

化する電子辞書画

面提案	 2010	 

A proposal of 
interface of 
English-Japanese 
dictionary 2010 

■博士（学術）論文

語の関連性を可視

化する電子辞書画

面提案

A proposal of 
interface of 
English-Japanese 
dictionary 2010 

■著書	 

１	 ．美と感性の心理学─ゲシュタルト知覚の新しい地平

─、共著（野口薫編）、日本大学文理学部叢書、2007	 

２	 ．臨床行動心理学の基礎、共著（久保田新編著）、丸

善、2003	 

３	 ．Research in Perception、共著（Mario Zanforlin & 
Luca Tommasi編）、Logos Edizioni、1999 
	 

■主な講演発表	 

１	 ．道具としての色：イメージカラーを探そう！、内閣

府認定	 公益社団法人	 色彩検定協会主催	 2012A・F・Tセミ

ナー、2012	 

２	 ．Effect of visualization of free time and class schedule 
in a schedule management tool for university students to 
improve their time management ability、共著、Perception、
39(suppl)	 、pp. 16-17 (33rd European Conference on 
Visual Perception)、Lausanne、Switzerland、2010 
３	 ．A design proposal of kit for education of animal 
protection in Japanese schools、共著、12th International 
IAHAIO Conference、Proceedings、p. 66、Stockholm、
2010 
４	 ．Effect of visualization of relation among words in 
electronic English-Japanese dictionary、共著、IASDR 
2009、Behavior 5-1、Seoul  (Korea)、2010 
	 

桐谷　佳惠	 	 ２／２ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 
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小山慎一	 
KOYAMA	 Shinichi	 

海城高等学校	 

早稲田大学（93.3卒）	 

	 

02.5	 ボストン大学心理学部博士課程	 

	 	 	 	 	 修了	 PhD	 

02.6	 ボストン大学心理学部研究員	 

03.1	 ハーバード大学医学部付属マサ	 	 	 

	 	 	 	 	 チューセッツ総合病院NMRセン	 	 

	 	 	 	 	 ター研究員	 

03.4	 日本学術振興会特別研究員（PD)	 

06.4	 昭和大学医学部神経内科研究員	 

07.4	 千葉大学大学院工学研究科	 

　　	 助教	 

11.5	 千葉大学大学院工学研究科	 

　　	 准教授	 

	 

受賞	 

第5回日本神経心理学会優秀論文賞	 
趣味：旅行，釣り	 

モットー：意志あるところに道あり	 

■主な学術論文 

１．OTC医薬品リスク分類表示の誘目性
向上による視線誘導効果、共著、デザイ

ン学研究、受理済　	 

２．工場景観愛好者・非愛好者における

工場景観評価の相違─「工場萌え」への

心理学的アプローチ、共著、デザイン学

研究、受理済　	 

３．眼球運動計測を用いた一般医薬品外

箱記載項目に対する注目度の評価、共著、

日本感性工学会論文誌、11(1)、69-78	 

(2012)　	 

４．Shaping behavior through perception: 
How do visuals of Manga Affect Its 
Readers?、共著、the Bulletin of 
Japanese Society for the Science of 
Design、59(1)、83-90 (2012)　 
５．A Quantitative Evaluation of Stripe 
and Grid Patterns by Migraine Patients 
and Normal Controls、共著、the Bulletin 
of Japanese Society for the Science of 
Design、	 58(3)、69-74 (2011)　６．
Double tactile sensations evoked by a 
single visual stimulus on a rubberhand、
共著、Neuroscience Research、65(3)  
307-11 (2009) 

新しいリスク分類表示デザインの提案と

効果の検証（デザイン学研究，受理済）	 

小山　慎一	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／３	 
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■著書	 

１．脳とアート─感覚と表現の脳科学、岩田誠・河村

満	 編　（分担執筆　小山慎一　第Ⅱ章　第３項　「色

彩の認知」）　医学書院、印刷中	 

２．認知症─神経心理学的アプローチ、専門編集：河

村満、総編集：辻　省次、（分担執筆　小山慎一　

「病識の検査」　p33-35）中山書店、2012年2月	 

３．高次脳機能障害Q&A　基礎編、河村満	 編、（分担

執筆　小山慎一)新興医学出版社、2011年12月	 

４．高次脳機能障害Q&A　症候編、河村満	 編、（分担

執筆　小山慎一、新興医学出版社、2011年10月	 

５．社会活動と脳─行動の原点を探る、共著、岩田誠、

河村満	 編、第１章─２「顔認知と表情認知の神経心理

学」小山慎一、医学書院	 、2008年9月	 

６．失語症セラピーと認知リハビリテーション.	 共著、

鹿島晴雄、大東祥孝、種村純(編)、第３章３項「相貌

失認と地誌的障害」（５ページ担当）、小山慎一、緑

川晶、永井書店、2008年7月	 

７．シリーズ　すぐに役立つ眼科診療の知識　臨床神

経眼科学、共著、柏井聡（編）、第１章５項「視覚性

失認」（３ページ担当）、小山慎一、河村満、金原出

版、2008年2月	 

小山　慎一	 ２／３	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■学位論文　PhD (Psychology)	 
Attentional modulation of excitatory and inhibitory 
signals revealed in perceptual learning. Boston 
University, 2002 

Design Protect 連載　「デザインの心理学」2011	 
発行：社団法人日本デザイン保護協会	 

「社会活動と脳─行動の

原点を探る」	 2008	 

発行：医学書院	 
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小山　慎一	 ３／３	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

仙台市地下鉄電子ペーパーサイネージ検証実験	 

Evaluation of the Electronic Paper Signage in Sendai 
Subway Station 
Involved term: 2007-2009 
Joint Project with Toppan Printing Ltd. and the City of Sendai 

electronic 
paper	

existing 
ad 

time (second)	
au

di
en

ce
 ra

tin
g 

(%
)	

世界初の商業用電子ペーパーサイネージの視認性およ

び広告効果を検証	 
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鈴木　直人	 

鈴木直人　SUZUKI	 Naoto	 
愛知県立刈谷高校	 

慶應義塾大学	 (73.3卒)	 	 

オハイオ州立大学	 (74.9卒)	 

博士（学術）（05.9千葉大学） 
	 

75　海外コンサルティングＥＣＦＡ研　     
       究員（78まで） 
78　国連工業開発機関上席工業開発官	 

　　(03まで)	 

03　千葉大学工学部都市環境システム	 

	 	 	 	 学科客員教授（08まで)	 

09　千葉大学大学院工学研究科デザイ	 

	 	 	 	 ン科学専攻	 教授	 

受賞	 

イスラム文化・歴史・工芸研究機構／ 
カタール政府主催：伝統工芸の継承シ 
ンポジューム、研究奨励賞（10.12） 

パラオ共和国ニワール州知事地域振興 
奨励賞（10.9） 

日本デザイン学会研究奨励賞(05年度)	 

■主な学術論文(First Author) 
1. ROLE OF DIET IN SUSTAINING 
THE FAMILY AND COMMUNITY 
TIES-Social Innovation Design 
Anchored on Traditional Dietary 
Culture in Ngiwal, Republic of Palau, 
accepted by JSSD March 2012 
2. BECOMING A HOMETOWN 
DESIGNER-Designing a Living for 
Isumi City, Chiba Prefecture, JSSD 
Vo 56, No5, pp.97-106, 2010  
3. FLOWERING OF THE TOTAL 
PERSON-A Practical Design 
Philosophy for Indigenous-Led 
Regional Development, JSSD, Vol.
55. No.1, 2008 
4. RESOURCE- AND CULTURE-
BASED REGIONAL 
DEVELOPMENT MITIGATING 
SOCIAL CHANGES -Project Design 
for A Rice Straw Knowledge Region, 
Inagaki District, Tsugaru City, Aomori 
Prefecture, Vol.55. No.1, 2008	 
 

パラオ国ニワール州生活デザイン提案報告書 
Report on Designing a Living in Ngiwal State	

ニワール州知事から学生調査チームへの感謝状	 (2011.4) 
A Certificate given by the Governor to the  Student Study Team	

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／４	
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■主な学術論文	 

5. TOURISM-BASED REGIONAL 
DEVELOPMENT MITIGATING 
DRASTIC SOCIAL CHANGES -
Evaluation and Designing Vision for 
the Sanshu Asuke Yashiki, JSSD Vol.
54 No.6, 2008  
6. PROJECT FORMULATION AND 
EVALUATION FOR ARTISAN CRAFT 
PROMOTION, JSSD Vol.52 No.3, 
2005  
7. MINORITY TRIBE'S TRADITIONAL 
CRAFT PROMOTION IN VIET NAM, 
JSSD Vol.52 No.3, 2005 
8. ESTABLISHING A TRADITIONAL 
CRAFT PROMOTION FACILITY,  
JSSD Vol.52 No.3, 2005 
9. DEVELOPMENT STRATEGY 
FORMULATION FOR ARTISAN 
CRAFT PROMOTION, JSSD Vol.52 
No.3, 2005  
10. PROBLEMS AND 
DEVELOPMENT ISSUES IN 
ARTISAN CRAFT PROMOTION 
BASED REGIONAL DEVELOPMENT, 
JSSD Vol.52 No.2，2005  

■博士論文	 （英文）	 

Effective Regional Development in Developing Countries 
through Promotion of Artisan Crafts （途上国における工芸品振
興に基づく効果的な地域振興）	 

パラオ国ニワール州公共施設の｢先人の知恵の記憶」ボードの作成 
（Board Making by children  and Mounted in Nigwal State, Palau） 

子供たちの制作したボードの設置された集会所 (Picture Board 
made by Children,  Reminding of Ancestors’ Wisdom)	

鈴木　直人	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

２／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■主なフィールドワーク 
１．パラオ国ニワール州の生活デザイン(2010-2011)	 

２．九州地域の和傘の再興の指針作成(2010)	 

３．千葉県いすみ市活性化のためのデザイン工学総合	 

　　プロジェクト(2009-2010)	 

３．愛知県足助町足助屋敷の将来構想	 (2007)	 

４．新潟県柏崎市高柳町荻ノ島地区の生活づくり	 

　　(2006）	 

５．ラオスの伝統織物・木工の振興	 (2001)	 

　　国連工業開発(UNIDO)	 

６．ベトナム少数民族の伝統工芸品振興　(1996）	 

　　国連工業開発(UNIDO)	 

７．ベトナム伝統工芸村設立(UNIDO)　(1995） 
	 報告書：消滅し復活した和傘

の生活デザインにおける意味

（Implication of Extinguished 
and Restored Japanese 
Traditional Umbrella Culture） 

報告書:：いすみ市の活性化（Final Report 
on　Ｉｎｖｉｇｏｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｉｓｕｍｉ Ｃｉｔｙ）	 

いすみ市の食育と活性化概念	 、及び、スーパーでの展示物（Concept of 
Dietary Education and  Exhibition  at  the Neighborhood  Supermarket） 

鈴木　直人	 ３／４	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

ヴェトナム伝統工芸村設立概念書（Report on Establishment of 
Traditional Craft Village in Viet Nam） 

　ラオス工芸品振興報告書 
（Summary of Lao Artisan Craft Development） 	

	 ベトナム少数民族の伝統工芸品振興報告書	 

（Minority Tribe’s Traditional Craft Promotion） 

鈴木　直人	 ４／４	
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田内	 隆利	 	 

■主な作品	 

１．反射率　沼津市立静浦中学校50周年記念モニュメント,	 1997	 

２．「現代の陶彫ー日本とアメリカ」東京展　ギャラリーせいほう　銀座,	 2000	 

３．ミューザ川崎シンフォニーホールアートワーク ,	 2004	 

４．モニュメント「Swinging Birds」 KAIST 韓国,	 2007	 
田内隆利	 
TAUCHI	 Takatoshi	 

東京芸術大学美術学部彫刻科（89.3卒業） 
東京芸術大学大学院美術研究科芸術学修

士（91.3	 修了） 
	 

	 

91.4	 千葉大学工学部教務職員 
98.4	 千葉大学工学部デザイン学科助教授	

	 

受賞	 

00.	 現代日本陶彫展特別賞受賞 
01.	 朝日陶芸展入選	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／１	

Swinging Birds   ( H9000×W2600×D700  stainless steel )   2007	

インスタレーションの要素を持つ作品展示　2003	
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寺内　文雄	 １／３ 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

寺内文雄	 
TERAUCHI	 Fumio	 

千葉大学教育学部（89.3卒）	 

同大学院教育学研究科（91.3修了）	 

同大学院自然科学研究科博士後期課程	 

（94.3	 修了）	 

博士(工学）（94.3	 千葉大学）	 

	 

94.4　千葉大学教育学部教務職員	 

95.4　同大学院自然科学研究科助手	 

00.4　同工学部デザイン工学科助教授	 

10.11	 同大学院工学研究科教授	 

	

所属学会	

日本デザイン学会、日本感性工学会、	

日本人間工学会、日本木材学会ほか	

	

受賞歴	

02.9　平成13年度日本デザイン学会	 

　　	 	 年間論文賞	 

03.11	 International Journal of Industrial         
           Ergonomics,  
           BEST PAPER AWARD 2001 	

■主な学術論文	 

1. Comparative analysis of the users‘ kansei evolution over their mobile phones   
     lifetimes between Japan and Iran, Bulletin of Japanese Society for the Science  
     of Design, Vol.58, No.1, 7-16(2011)  
2. Study on Current Situations of Service Engineering Research and Necessity of  
     Product Value Creation,  Bulletin of Japanese Society for the Science of Design,     
     Vol.56,  No.5,  pp.65-72 (2010)  
3. Comparative Analysis on Employment of Materials in Japanese and Vietnamese  
     Traditional Daily Products: Bulletin of Japanese Society for the Science of     
     Design,  Vol.56, No.3, pp.31-40 (2009)  
4. The Effect of Seat and Backrest Cushions on the Vibration at the Chest for Two  
     Physiques,  Bulletin of Japanese Society for the Science of Design,  Vol.55,  
     No.3,  pp.99-102 (2008)  
5. Development of Terminal Device with Tactile Feedback, Abstracts of the  
     International Design Congress, International Association of Societies of Design  
     Research 2007  (CD-ROM) (2007)  
6. An Artificial Knee of a Five Joints Multi-link System by using Elasticity of Material, 
     Abstracts of the International Design Congress, International Association of  
     Societies of Design Research 2007 (CD-ROM) (2007)  
7. Odors Recalling Past Memories and/or Evoking Willingness for Japanese  
     Elderly, 
     Abstracts of the International Design Congress， International Association of  
     Societies of Design Research， F6-7 (CD-ROM) (2005)  
 
■主な著書	 
　　かたち・機能のデザイン事典、丸善、pp.544-545、	 pp548-549（2011）	 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

■主な研究	 

（１）触知覚を利用したインターフェースの開発	 

　触知覚によって情報を伝達する方法についての検討であ

る。研究は、視覚障害者のみならず晴眼者も対象としてい

る。これまでに触知覚を用いた情報伝達には、形状に加え

て材質やフィードバックなども有効であることが明らかに

なっている。そこで、それらの刺激を利用して操作を簡易

化したり、誤操作や誤飲を防止するための具体的方法につ

いても検討を行っている。	 

（２）高齢者に幼少期の記憶を想起させるニオイの

選択	 

　高齢者の精神状態を向上させる目的として、幼少

期の好ましい記憶を想起させるようなニオイを選択

することを試みている。千葉県在住の高齢者を対象

とした調査の結果、ある種のニオイが高齢者に幼少

期の好ましい記憶を想起させたり、新たな行動のた

めの意欲を湧かせることが示唆された。そこでさら

に調査対象を広げ、その可能性について検討を行っ

ている。	 

フィードバックを発生させるた
めの装置の例	 

飲料用触知記号の一例	 

高齢者に幼少期の記憶を想
起させるニオイのマイクロ
カプセル	 

寺内　文雄	 ２／３ 
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

（３）擬態語に着目した材料と間隔との対応関係

の解明	 

　擬態語には、多くの意味内容が含まれている。

そのためコミュニケーションにおいては極めて有

用である。しかしながら擬態語とヒトの諸感覚と

の対応関係は明確になっていない。そこで、数値

モデルを用いて、擬態語と材料の感覚特性との関

係を定量的に表現することを試みている。	 

（４）香りと素材感触感覚間の対応関係の解明	 

　従来の研究では、香りと素材の関係を検討し

た例がほとんどない。この点に着目し、香りと

素材の触感覚との調和について検討を行った。

具体的には、被験者に香りに調和すると感じた

テクスチャサンプルを選択してもらい、それら

の対応関係について検討を行った。またこれと

並行して、印象評価を行うことで、香りとテク

スチャの相乗効果を明らかにした。	 

使用した擬態語	 

擬態語とテクスチャの対応関係	 

実験に使用したテクスチャ刺激	 

実験に使用した香り刺激	 

寺内　文雄	 ３／３ 
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永瀬	 彩子	 	 

■主な学術論文	 

１．Amount of water runoff from 
different vegetation types on 
extensive green roofs: Effect of 
plant species， diversity and plant 
structure: Nagase， A. and 
Dunnett， N. Landscape and 
Urban Planning 104: 356-363, 
2012	 

２．The relationship between 
percentage of organic matter in 
substrate and plant growth in 
extensive green roofs，Nagase， 

A. and Dunnett， N.， Landscape 
and Urban Planning， 103: 
230-236, 2011	 

３．Drought tolerance in different 
vegetation types for extensive 
green roofs: Effects of watering 
and diversity Nagase， A and 
Dunnett，N ， Landscape and 
Urban Planning 97: 318-327, 
2010	 

永瀬彩子	 
NAGASE	 Ayako	 

豊島岡女子学園高等学校	 

千葉大学園芸学部生物生産科学科 
（02.3卒業） 
Department of Horticulture and Landscape， 
University of Reading，Master of Science 
（03.9修了） 
Department of Landscape，  
University of Sheffield， Doctor of Philosophy 
（08.12修了）	 

	 

08.12	 千葉大学大学院園芸学研究科助教 
	 

12.4	 千葉大学工学部デザイン学科助教 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

１／４	

屋上エディブルガーデン 
（ハーブなどの食用植物）	

屋上ビオトープガーデン	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

永瀬	 彩子	 	 ２／４	

伊豆半島　城ヶ崎海岸の植物を使用した屋上緑化 
（千葉大学西千葉キャンパス自然科学棟２号館１０階屋上）	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

永瀬	 彩子	 	 ３／４	

鹿島建設との共同研究 
生物多様性のための粗放的な屋上緑化の研究 
（千葉大学西千葉キャンパスけやき会館屋上）	
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千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	 

永瀬	 彩子	 	 ４／４	

スウェーデン農科大学との壁面緑化共同研究	
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日比野　治雄	 	 １／３	

日比野治雄	 
HIBINO	 Haruo	 
東京都立竹早高等学校 
東京大学文学部心理学科	 
東京大学大学院人文科学研究科修士課
程（85.3修了）	 

York	 Univ.Ph.D.（90.3修了）	 
	 

90	 千葉大学教養部講師(92	 同助教授)	 

94	 千葉大学工学部助教授	 

00	 千葉大学工学部教授	 

07	 千葉大学大学院工学研究科教授	 

所属学会：	 

日本心理学会, 日本デザイン学会, 日本

感性工学会, 日本色彩学会, 日本基礎心

理学会, 日本視覚学会, 日本アニメー

ション学会, 医療の質・安全学会 
受賞：	 

93 日本心理学会研究奨励賞	 
06	 平成18年度第47回科学技術映像祭・
文部科学大臣賞（対象：ニュートンとゲー
テ～物理学者と文学者が導き出した色の
科学～）  
11	 千葉大学工学部 地域・社会貢献賞 
12 2012年度グッドデザイン賞［対象：
らくらくエアコン ラクエア（ダイキン工業株
式会社）］	 

千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 主な学術論文	 

１．Air Conditioner Remote Control with Intuitive Button Layout: Haruo Hibino, Yumi 
Ohta, Kouichirou Seki, Nana Umeda, & Sanae Kagawa, Proceedings of the 4th 
International Conference for Universal Design in FUKUOKA 2012, OP-023, 2012 

２．低アルコール飲料缶デザインの紛らわしさによって引き起こされる幼児の誤認──

現状調査と予防法の検討：木平崇之、金美英、青山郁子、日比野治雄、小山慎一、デ

ザイン学研究	 

３．OTC医薬品リスク分類表示の誘目性向上による視線誘導効果：崔庭瑞、小山慎一、泉

澤恵、白神誠、日比野治雄、デザイン学研究 	 

４．The positive impacts of service system design on users: Zhenwei You, Shinichi 
Koyama, & Haruo Hibino. The Bulletin of Japanese Society for the Science of Design 

５．Impacts of manga on Indonesian readers‘ self-efficacy and behavior intensions to 
imitate its visuals: Hafiz Aziz Ahmad, Shinichi Koyama, & Haruo Hibino. The Bulletin of 
Japanese Society for the Science of Design 

６．低解像度デジタルサイネージ用ピクトグラムの開発と検証：菱沼隆、三好友樹、小

山慎一、日比野治雄、デザイン学研究	 

７．Self-medication behaviors among Japanese consumers: Sex, age, and SES 
differences and caregivers' attitudes toward their children's health management: Ikuko 
Aoyama, Shinichi Koyama, & Haruo Hibino. Asia Pacific Family Medicine, 11(1):7. 
[Epub ahead of print] , 2012 

■	 主な著書	 

プロダクトデザイン　商品開発に関わるすべての人へ、ワークスコーポレーション、

2009（分担：10章(76)「認知科学・心理学とデザイン」）	 

色彩学入門　色と感性の心理、東京大学出版会、2009（分担：9.3節「色による安全のデ

ザイン」）；心理学辞典、丸善、2004（共訳）	 



314
千葉大学工学部工業意匠学科、同デザイン工学科、同工業短期大学部工業意匠学科デザイン集	

■	 ベンチャーの取り組み	 

　日本で唯一であるデザイン心理学研究室（商標登録済）におけるこれまでの研究成果を活用し、一般社会、産業界および

千葉大学に対して多角的な貢献を行うことを目的に、2009年７月に（株）BB	 Stoneデザイン心理学研究所を設立しました。

20011年３月には、『千葉大学発ベンチャー』の称号も授与され（第６社目となりますが、工学系のベンチャーとしては第１

号です）、積極的に活動を展開しています。心理学的な手法をデザインの問題解決に応用するというビジネスプランの独創

性が評価され、日経ビジネス（平成24年10月8日号）の特集記事に紹介されるなどして注目を集めています。	 

〇日経ビジネス	 平成24年10月8日号の特集「日本を救う次世代ベン

チャー100」のトップ記事として（株）BB	 Stoneデザイン心理学研究所が

紹介されました。	 

日比野　治雄	 	 ２／３	
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■	 ベンチャーの取り組み──実際の活動成果	 

〇リモコンデザインに参画した平成24年4月発

売のダイキン工業（株）製らくらくエアコンラ

クエアは、そのリモコンデザインが評価され、

グッドデザイン賞を受賞	 

〇日本ATM（株）の銀行ATMコールセ

ンター・オペレーター用ATM監視画面

GUI改善プロジェクトに参画した成果

の記事（日本経済新聞平成24年8月6

日付）	 

〇デザイン心	 

理学の視点か	 

ら、日本銀行	 

券の券種判別	 

性に関する調	 

査を受注した	 

ことを報ずる	 

記事（日本経	 

済新聞平成24年4月25日付）	 

日比野　治雄	 	 ３／３	



316

あとがき
　

　卒業生デザイン集は、工業意匠系同窓会事業として 2007 年

に企画されました［注１］。このデザイン集は、1990 年３月

に発行された「IDCU40 千葉大学工学部工業意匠学科同窓会会

員作品集」［注２］の第２集として位置づけられます。また、

このデザイン集が企画された前年の 2006 年 4 月～ 5 月の 2 ヵ

月間、千葉市美術館で開催された「戦後日本デザインの軌跡

1953-2005 ──千葉からの挑戦」［注３］の開催趣旨を引き継

ぐものです。

　「IDCU40」は、A4 版、196 ページの本。参加者は 239 名でし

た。出版部数は 1800 冊。そのほとんどの部数は、毎年の工業

意匠学科新入生への入学祝い──卒業生の後に続いて素晴ら

しいデザインをして欲しいとの願いを込めたプレゼントとし

て、約 10 年にわたって贈られました。

千葉市美術館の展覧会は、出品点数約 550 点［注４］、出品者

数は約 300 名［注５］。出品デザインは、鉛筆から自動車まで、

すべて実物展示を原則としました。この展覧会は、美術館が

行った「デザイン展」として画期的なもので、千葉市民はじ

め多くの人々に、デザインが生活に及ぼす影響について改め

て認識させました。また、大学の 1 つの学科の卒業生がなし

とげた社会的役割の大きさに驚きの目を向けさせました。

　「IDCU40」の発行から約 20 年が経過し、出版物をめぐる状

況は大きく変化しました。インターネットによるコミュニケー

ション環境が社会的に浸透してきました。そこで、今回の卒

業生デザイン集は、電子データとして DVD に収録することと

しました。また、デザイン学科ホームページで「卒業生デザ

イン集 WEB 版」として公開することとしました。

　筆者は、2006 年 3 月、千葉大学を定年退職。その後、グラ

ンドフェローとして、千葉大学全体の広報のデザインについ

てお手伝いしています。これに協力してくれるのが、広報ボ

ランティアグループ「クリエイティブ」［注６］の学生さんた

ちです。卒業生デザイン集も、「クリエイティブ」の歴代メン

バーの多大な助力をいただきました。この助力なしでは、デ

ザイン集は完成しなかったことでしょう。末尾に名前を記し

て謝意を表します。

　同窓会事業を開始してから６年、卒業生デザイン集の参加

者は 108 名となりました。事業の一応の区切りとして、この

度 DVD 版を制作することとしました。また、冊子を小部数発

行することとしました。「卒業生デザイン集 WEB 版」は、参加

者があるごとにデザイン学科ホームページに掲載していて、

すでに多くの方々に閲覧されています。本学入試課の話では、
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WEB 版は受験生のほとんどが見ていて、デザイン学科受験の

動機にもなっているとのこと。今や、インターネット検索で

「卒業生デザイン集」と入れると上位に出てくることから反響

の大きさが分かります。

　本学科の卒業生は約 3800 名になります（2013 年 10 月現

在）。今回の卒業生デザイン集に参加いただいた 108 名は、残

念ながら多くはありません。同窓会としては懸命に参加呼び

かけをしましたが、「IDCU40」の参加者、千葉市美術館展覧会

の参加者を越えることができませんでした。この理由は、今

回の事業体制が組織だっていなかったせいだと思われます。

「IDCU40」では、同窓会長を始めとして約 20 名の編集実行委

員が、事業開始から刊行までの４年間に 19 回の会議を持ち、

その間、各委員は同窓生への参加働きかけを精力的に行いま

した。

翻って、今回の事業は、同窓会事業とはいえ、各回卒業生の

幹事が参加呼びかけすることはありませんでした。幹事会は、

「IDCU40」の時代には機能していましたが、この 20 年は総会

のみが年に 1回、または 2年に 1回開催されるばかりです。

今回の事業は、企画者であり担当者である筆者（宮崎紀郎）

にほとんどの仕事が委ねられました。ボランティア学生は懸

命に協力してくれましたが、限界がありました。同窓会として、

デザイン学科教員の皆様にこの事業の意義を理解していただ

く努力が不足していました。教員ルートから卒業生へ参加呼

びかけがあれば、もっと多くの参加者があったと思われます。

卒業生の行ったデザインは、デザイン学科の貴重な財産です。

それは同時に、千葉大学の財産でもあります。千葉市美術館

の展覧会が示したデザインの力──戦後のデザインを牽引し

てきたのは工業意匠学科、デザイン学科です。このことをしっ

かりと発信する責務が、デザイン学科には課されていると思

います。卒業生は、教育の成果です。卒業生が行ったデザイ

ンを世に知らしめることは、デザイン学科の価値を高めます。

ひいては在学生のデザイン意欲を喚起し、受験生の拡大につ

ながるはずです。こうしたよい循環を生む努力を、デザイン

学科、千葉大学、そして同窓会はし続けなければなりません。

今回の参加者は少ないものの、いずれのデザイン業績も素晴

らしいものです。この背後には、今回は参加いただけなかっ

たけれど、同様に素晴らしいデザイン業績をあげている３千

数百名の卒業生が存在します。それぞれは、日本の、世界の

デザインを支えています。千葉大学は、デザインで世界を牽

引してきた、それは今後とも続くといっても過言ではありま

せん。

このデザイン集をご覧いただいて、デザインが果たす社会的
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役割の大きさに気づき、日常生活でのデザインの意義を理解

していただければうれしく思います。また、今後、デザイン

の世界に身を投じたいと決心するきっかけになれば、このデ

ザイン集の役割は果たせたといえるでしょう。

次回の卒業生デザイン集には、今回の反省を踏まえて、より

多くの参加者が集まることを切に願っています。

　　　　　　2014 年 10 月 10 日

　　　　　　　　　　　　卒業生デザイン集担当

　　　　　　　　　　　　　　　　宮　崎　紀　郎

　　　　　　　　　　　　デザイン工学科元教授

　　　　　　　　　　　　千葉大学名誉教授

［注１］

「卒業生デザイン集」は、千葉大学工業意匠系同窓会の事業と

して 2007 年３月、同窓会総会で承認された。事業企画は宮崎

紀郎（元千葉大学グランドフェロー）、当時の会長・原正樹氏（25

回生）の賛同と当時の副会長・渡邉誠氏（32 回生）と当時の

会計・小野健太氏（44 回生）の強力なサポートがあり実現した。

2015 年３月、参加者 108 名のデザイン業績を収録した DVD 

500 枚を制作予定。冊子版（本冊子）は小部数の制作。WEB 版

は、2008 年から、参加者があり次第、デザイン学科ホームペー

ジに掲載し一般公開している。

［注２］

　「IDCU40」は、工業意匠学科卒業生・永田喬氏（９回生）、

片岡昭之氏（同）らが構想した千葉大学工業意匠学科「Who’

s  Who」をもとに、当時の会長・白井正治氏（２回生）が

1986 年４月開催の工業意匠系同窓会総会で新企画事業として

出版を提案し承認された。これを受けて、同窓会幹事会で出

版編集委員を選出。以降、「出版準備会」の名称で 19 回の会

議を行い、1990 年３月 15 日完成・発行に至った。発行時の

同窓会長は青木茂吉氏（４回生）。冊子タイトルは、「IDCU40 

千葉大学工学部工業意匠学科同窓会会員作品集」Works by 

Graduates of Department of Industrial Design Chiba 

University　総予算 543 万円、発行部数 1800 冊、頒布価格

5000 円、1990 年３月 15 日発行、完成までに４年を要した。

　「IDCU40」の全ページは PDF ファイルとして、この卒業生デ

ザイン集に収めた。

［注３］

千葉市美術館の展覧会は、宮崎紀郎（11 回生・当時千葉大学

工学部デザイン工学科教授）が 2001 年に企画。これに賛同し

た森仁史氏（当時松戸市教育委員会学芸員）が、千葉市美術

館に開催を持ちかけて実現した。開催期間は、2006 年４月１
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日（土）～５月 28 日（日）の２ヵ月間。監修は、森仁史氏と

宮崎紀郎。開催には、千葉市美術館学芸員・西山純子氏の多

大な尽力があった。企画から開催まで５年を要した。

千葉市美術館・連絡協議会発行（2006 年４月１日）の展覧会

カタログ「戦後日本デザインの軌跡 1953-2005 ──千葉から

の挑戦」参照。

［注４］

　出品項目としては 395 点。約 550 点は、項目がシリーズで

あるものを 1点ずつ数えた概数。

［注５］

　展示されたデザインの中で卒業生氏名が明示されていない

ものがあった。いくつかの企業は、当該デザインが千葉大

学卒業生のデザインであることを認めて出展したが企業ポリ

シーとして、特定のデザイナーを公表していない。このため、

卒業生情報から推定したおよその参加人数である。

［注６］

千葉大学広報ボランティアグループは、2006 年、当時の学長・

古在豊樹氏と副学長・宮崎清氏の発案で発足した。古在学長は、

千葉大学の存続には広報が重要であるとの認識があった。こ

れには、大学ホームページの充実が欠かせないと考えていた。

また、宮崎副学長は、ホームページのみならず出版物なども

含めた全学すべてのデザイン統一（ユニバーシティアイデン

ティティ）を目指していた。

そこで大学の方針として広報学生ボランティアを募ることと

なった。その取りまとめ役には筆者が指名された。ボランティ

アの呼びかけに数名の学生が応募。ボランティアグループ「ク

リエイティブ」が、2006 年４月発足することとなった。「ク

リエイティブ」のネーミングは、ボランティアに最初から参

加してくれた菱沼隆さん（当時大学院工学研究科デザイン科

学専攻後期課程社会人学生）による。菱沼さんは、WEB デザ

イナーとしてデザイン事務所を持っていて、WEB 版のデザイ

ンならびにウェブアップ作業の一切は彼のおかげである。

以下は、卒業生デザイン集に協力いただいた大学院工学研究

科デザイン科学専攻学生、デザイン工学科・デザイン学科学

生である。（敬称略）

菱　沼　　　隆　　 廣　畑　好　章　　 蒋　　　暁　峰

日　橋　直　昭　　 千　原　和　彦　　 中　村　友　美

金　澤　正　子　　 渡久地　佳　奈　　 大　野　由　花　

櫻　井　一　輝　　 粟　田　智　紀　　 上　田　理　恵

瀧　山　　　愛　　 渡　邉　理　恵　　 田　中　重　昌

荒　井　彩　香　　 竹　村　彩　香
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